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阿波蹄（松山）

杉本雄三･画く元･関西電力病院長＞

扉･スケッチ

人口と開発ノ目次
巻
頭
言
／
環
境
と
環
境
問
題

人
口
減
っ
て
も
プ
ラ
ス
成
長
／
髄
歳
以
上
町

の
５
割
超
す
／
日
本
は
移
民
受
け
入
れ
を
／

温
暖
化
、
具
体
論
先
送
り
／
「
外
国
人
は
異

質
」
？
／
セ
ー
フ
セ
ッ
ク
ス
訴
え
る
／
食
料

自
給
率
妬
％
に
引
上
げ
／
中
国
の
人
口
以
億

以
内
に
／
中
国
で
農
業
用
水
が
ピ
ン
チ
／
中

国
系
住
民
の
出
生
率
低
下
／
イ
ン
ド
人
ロ
、

■
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ゴ
メ
ス
新
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
を
迎
え
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
が
朝
食
会

■
『
ト
リ
レ
ン
マ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
０
』
開
く

曰
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
’
第
応
回
世
界
総
会
大
津
で
開
く

■
ｎ
世
紀
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
口
・
食
糧
・
環
境
」

ｌ
ト
リ
レ
ン
マ
を
い
か
に
打
破
す
る
か
Ｉ

●
次
期
世
界
人
ロ
会
議
に
日
本
政
府
が
積
極
姿
勢

ｌ
国
連
人
口
開
発
委
員
会
に
出
席
し
て
Ｉ

ｏ
新
た
な
都
市
建
設
に
挑
む
上
海

佐
々
井
司
巧

ｌ
マ
イ
ナ
ス
人
口
成
長
下
の
人
口
政
策
Ｉ

ｏ
少
子
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る

ｌ
日
本
人
の
結
婚
、
出
産
行
動
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
Ｉ

Ｃ
危
機
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ー
地
方
分
権
と
民
主
化
へ
の
胎
動
Ｉ

に

ゆ

ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ

〈
（
Ｚ
矢
声
ケ
ユ
デ
戸
涙
ユ
ー
（
エ
ニ
ニ
五
戸
ヱ
ト
ユ
亡
Ｐ
（
ヱ
デ
エ
デ
ヱ
鈩
云

〈
Ｅ
垣
気
息
量
桓
彊
岳
邑
Ｅ
』
挺
岳
岳
恒
伍
伍
鼠
便
便
伝
伝
ト
艮
笹
２
２
坑
量
復
笘
贋
安
匿
安
吾
吾
笘
笘
影
目
安
浸
安
笘
覆
笘
安
安
ど
笘
笘
安
笘
諄
昌
皀
垣
量
彊
伝
艮
忌
息
ざ

…
ｉ
…
ｉ
ｉ
Ｉ

す
ふ
ぉ

ら
む …
壜

ｎ
億
人
突
破
／
案
外
多
い
二
人
っ
子
家
庭
／

農
地
蛆
％
土
壌
の
質
が
低
下
／
中
国
干
ば
つ

で
食
料
が
打
撃
／
「
少
子
化
」
途
上
国
に

も
／
健
康
な
寿
命
、
日
本
世
界
一
／
黄
河
の

水
で
砂
漠
を
畑
に
／
爆
発
し
た
弥
生
時
代
の

人
口
／
女
性
二
○
○
○
年
会
議
閉
幕
／
印
年

後
は
平
均
寿
命
帥
歳
に
。
…
…
…
・
…
・
…
…
他

…
…
…
…
…

ジ
ン
ｚ
岸
刀
声
面
戸
万
』
五
ト
ア
岸
工
』
ア
ン
堂
戸
弘
』
■
歩
■
岸
乞
戸
哀
〆
兀
シ
ヱ
ン
ニ
ト
、
臣
Ｓ

尾
崎
美
千
生
錨

佐
藤
龍
三
郎
氾

米
倉
等
４

石
弘
之
３

ロ
ア
ン
ア
戸
ア
シ
其
戸
刀
』
、
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学
生
を
マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ル
ネ
オ
島
に

連
れ
て
い
き
、
熱
帯
林
が
焼
か
れ
て
巨
大

な
油
ヤ
シ
の
農
場
に
変
わ
っ
た
場
所
を
見

せ
る
と
、
「
ひ
ど
い
破
壊
で
す
ね
」
と

口
々
に
感
想
を
述
べ
る
。

同
じ
学
生
た
ち
を
、
長
野
県
で
山
頂
ま

で
見
事
に
耕
さ
れ
た
棚
田
を
見
せ
る
と

「
見
事
に
自
然
と
調
和
し
て
い
ま
す
ね
」

と
今
度
は
ほ
め
た
た
え
る
。
「
こ
の
棚
田

だ
っ
て
、
昔
は
ブ
ナ
の
原
生
林
だ
っ
た
の

だ
か
ら
、
森
林
破
壊
で
は
な
い
か
」
と
問

い
か
け
る
と
黙
り
込
ん
で
し
ま
う
。

こ
の
差
は
時
間
の
要
素
が
大
き
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
最
近
起
き
た
熱
帯
林
の
農

地
転
換
は
『
破
壊
』
と
感
じ
、
何
百
年
か

た
っ
た
水
田
は
す
で
に
景
色
に
な
じ
ん
で

『
調
和
』
と
み
る
。

私
は
か
ね
が
ね
一
環
境
」
と
「
環
境
問

題
」
を
区
別
し
て
考
え
る
よ
う
提
唱
し
て

巻
頭
言

短
時
間
に
人
類
の
活
動
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
「
問
題
」
の
あ
る
変
化
で
あ
る
。

環
境
が
問
題
か
ど
う
か
は
「
環
境
改
変

の
時
間
」
と
「
そ
の
程
度
」
と
「
見
る
側

い
る
。
「
環
境
」
は
人
類
の
存
在
な
し

に
、
感
知
し
え
な
い
よ
う
な
長
い
時
間
を

か
け
て
変
化
し
て
き
た
空
間
で
あ
る
。

｜
環
境
問
題
」
は
、
私
た
ち
が
感
知
で
き
る

環jJJ境と環〕境口間口題.■■■

#fiiii， 東京大学新領域
創成科学研究科

教授石 弘之

の
感
性
や
価
値
観
」
の
三
本
の
座
標
軸
で

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

先
般
、
箱
根
に
欧
州
の
環
境
学
者
を
案

内
し
た
。
昔
の
関
所
跡
に
あ
る
博
物
館

で
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
年
の
古
い
写

真
の
展
示
を
み
な
が
ら
、
彼
は
「
昔
は
木

が
少
な
か
っ
た
ね
え
」
と
い
う
。
確
か

に
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
禿
げ
山
だ
ら
け
の

箱
根
で
あ
る
。

当
時
は
燃
料
に
す
る
た
め
に
切
ら
れ

て
、
い
た
る
と
こ
ろ
が
丸
坊
主
か
二
次
林

の
松
だ
ら
け
だ
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
の
森

林
統
計
を
調
べ
て
み
る
と
、
も
っ
と
も
古

い
明
治
二
十
四
年
に
は
、
一
六
○
○
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
森
林
が
、
今
で
は
二
五

○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
一
・
五
倍
に
も

な
っ
て
い
る
。

何
と
な
く
昔
は
森
林
が
一
杯
あ
っ
て
そ

の
後
伐
採
さ
れ
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
先
入
観
が
あ
る
が
、
現
実
は

ま
っ
た
く
逆
だ
っ
た
の
だ
。
環
境
を
時
間

軸
で
考
え
る
こ
と
が
い
か
に
必
要
か
の
教

訓
を
得
た
。

３
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米倉等

機
へ
と
発
展
し
た
。
多
く
の
銀
行
や
企
業
が

閉
鎖
・
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
、
九
八
年
の
成

う
ね
り
の
中
で
、
一
九
九
七
年
通
貨
危
機

東
ア
ジ
ア
の
諸
国
を
襲
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ

ア
で
は
こ
の
通
貨
危
機
を
端
に
し
て
、
金

危
機
、

●
危
機
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

い
う
大
幅
な
経
済
後
退
を
余
儀
な
く
さ

た
。
同
時
に
食
糧
、
と
り
わ
け
主
食
で
あ

米
の
生
産
と
流
通
も
著
し
い
混
乱
状
態
を

し
た
。
ジ
ャ
ワ
各
地
の
地
方
都
市
で
精
米

が
焼
き
討
ち
さ
れ
る
な
ど
の
社
会
的
事
件

ま
で
発
展
し
た
。
九
○
年
代
後
半
は
毎
年

長
率
は
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と

百
万
ト
ン
に
上
る
米
を
輸
入
せ
ざ
る
を
得
な

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
大
き
な

経
済
危
機
さ
ら
に
は
政
治
・
社
会
危

融シ数に所呈るれ が

４



危機下のインドネシア

く
な
っ
て
い
た
が
、
経
済
危
機
の
最
中
九
八

年
に
は
実
に
約
六
○
○
万
ト
ン
と
い
う
空
前

の
輸
入
量
を
記
録
し
た
。

三
十
二
年
間
に
わ
た
っ
た
ス
ハ
ル
ト
政
権

蟻 し

●米倉等くよれくら`ひとし＞
1951年千葉県生れ、農学博士

<現職>東北大学大学院農学研究科教授

<学歴>東京大学農学部製薬経済学科卒業

織歴>アジア経済研究所開発研究部主任
研究員

く主な著轡＞「不完全市場下のアジア農
村」編著アジア経済研究所1995

年３月

αＴｈｅＥｍｅｒｇｉｎｇＭａｒｋｅｔａｎｄ
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ies・ＶｏＬＸＸＸｌＩｌＮｏ､４（Spe‐
ciallssue：InstitutionaIAr･

rangementsofAsianAgricul-

turＢｕｎｄｅｒＭａｒｋｅｔｌｎｃｏｍｐｌｅ‐

tBnBss),Dec､1995.pP410-441．

は
一
九
九
八
年
五
月
に
つ
い
に
倒
れ
た
。
副

大
統
領
で
あ
っ
た
ハ
ビ
ビ
が
大
統
領
に
昇

格
、
そ
の
後
、
九
九
年
六
月
に
は
総
選
挙
が

行
わ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
十
月
に
ワ
ヒ
ッ
ド

政
権
が
誕
生
し
た
。
と

も
あ
れ
民
主
主
義
的
な

手
続
き
に
よ
っ
て
国
家

の
指
導
者
が
選
出
さ
れ

た
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
下

で
国
際
的
な
承
認
が
得

ら
れ
ず
長
年
の
問
題
で

あ
っ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル

は
、
そ
の
分
離
独
立
が

稲の収穫作業風景

地方ではまだ多くの若者が農業賃労働に従事している
（インドネシア、南スラウェシ州、ポルマス県にて）

決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
地
方
で
の
分
離

独
立
の
動
き
も
活
発
化
し
、
沈
静
化
す
る
よ

う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
国
軍
に
よ
る
軍

事
作
戦
に
よ
る
犠
牲
者
が
九
○
年
以
来
多
数

出
た
ス
マ
ト
ラ
の
ア
チ
ェ
州
で
は
、
独
立
運

動
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
（
○
閂
鳥
目

シ
・
呂
三
の
ａ
の
宍
凹
》
自
由
ア
チ
ェ
運
動
）

の
活
動
が
表
面
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
リ

ア
ン
ジ
ャ
ヤ
州
で
は
、
今
年
六
月
の
は
じ
め

に
住
民
が
独
立
の
決
議
を
行
う
な
ど
の
動
き

が
起
こ
っ
て
い
る
。
ア
ン
ポ
ン
を
は
じ
め
と

し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の

間
の
宗
教
対
立
も
深
刻
で
あ
る
。

経
済
危
機
、
食
糧
危
機
に
よ
る
貧
困
層
へ

の
打
撃
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
企
業
の
倒
産
や

建
設
の
停
止
な
ど
景
気
後
退
に
よ
る
失
業

で
、
新
た
に
貧
困
化
し
た
層
も
大
幅
に
増
え

た
。
新
規
就
業
人
口
の
増
加
対
策
に
加
え

て
、
失
業
者
の
雇
用
対
策
に
一
段
と
力
を
注

が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
人
口
は
九
七
年
に
は
二
億
人
を
上

回
り
、
増
加
率
は
下
が
っ
た
と
は
い
え
毎
年

一
・
六
六
％
の
割
合
で
増
え
つ
づ
け
て
い
る

（
七
○
年
代
、
八
○
年
代
の
人
口
増
加
率
は

各
々
二
・
’
一
一
二
％
、
｜
・
九
八
％
）
。
ま
た
九

５



表インドネシアの貧困人口

構成（％） 人口（100万人）

年 都市 農村計都市農村計

1997

19981）

19982）

9.7

28.8

21.9

12.3

45.6

25.7

11.3

3961

24.2

22.5

79.4

49.5

7.2

22.6

17.6

15.3

56.8

31.9

●
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

（
社
会
的
安
全
網
）

経
済
危
機
よ
っ
て
貧
困
人
口
は
大
幅
に
増

え
た
。
一
時
は
貧
困
人
口
の
割
合
が
前
年
の

一
一
％
か
ら
三
九
％
に
ま
で
増
加
し
た
と
さ

え
み
ら
れ
、
人
々
を
慌
て
さ
せ
た
。
慎
重
に

吟
味
さ
れ
た
結
果
九
八
年
末
で
そ
の
割
合
は

約
二
四
％
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
そ
れ

に
し
て
も
前
年
の
二
倍
以
上
に
急
増
し
た
の

で
あ
る
。

’
九
九
八
年
に
入
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
、
各
国
援
助
機
関
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
が
こ
ぞ
っ
て
緊
急
対
策
と
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
活
動
を
開
始

し
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
、
米
の
減
産
を

反
映
し
て
、
ま
ず
第
一
に
貧
困
層
へ
の
米
の

九
年
末
時
点
で
の
対
外
債
務
は
、
政
府
七
百

五
十
八
億
ド
ル
、
民
間
六
百
五
十
六
億
ド
ル

あ
わ
せ
て
計
千
四
百
十
四
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
借
金
漬
け
の
経
済
に

陥
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
進
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
経
済
再
建
・
改
革
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
厳
重
な

指
導
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
。

低
価
格
で
の
供
給
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

所
管
の
食
糧
調
達
庁
（
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
）
に
よ

る
特
別
市
場
操
作
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本

や
国
連
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
も
支
援
米
を

送
る
な
ど
の
援
助
を
行
っ
た
。
第
二
に
は
、

労
働
集
約
的
な
公
共
事
業
、
森
林
管
理
、
中

小
企
業
活
動
な
ど
に
資
金
を
注
入
し
、
労
働

者
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
失
業

中
の
技
能
者
の
雇
用
も
確
保
す
る
な
ど
の
対

策
が
と
ら
れ
た
（
「
労
働
力
集
約
利
用
（
パ

ダ
ッ
ト
カ
ル
ヤ
叩
勺
且
日
用
色
ご
色
）
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
）
。
第
三
に
は
、
医
療
・
保
健

・
教
育
分
野
で
の
支
援
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

に
よ
る
エ
イ
ズ
予
防
等
の
保
健
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
世
界
銀
行
に
よ
る
パ
ッ
ク
ッ
ー

ス
ク
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
児
童
生
徒
の

就
学
難
化
を
防
ぐ
た
め
の
資
金
提
供
等
の
支

援
、
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
政
府
も
、
各

種
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
対

し
て
資
金
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
条

件
不
利
地
域
で
の
経
済
活
動
振
興
と
貧
困
対

策
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
度
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
郡
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
郡

は
地
方
行
政
単
位
の
一
つ
、
地
方
行
政
は

州
、
県
／
市
、
郡
、
村
か
ら
な
る
）
や
Ｐ
Ｄ
６

Ｍ
ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｅ
（
ペ
ー
デ
ー
エ
ム
・
デ
ー
カ
ー

エ
ー
）
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
郡

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
ア
イ
デ
ア
は
国

家
開
発
企
画
庁
（
Ｂ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
が

第
六
次
開
発
五
カ
年
計
画
（
九
四
～
九
八
年

度
、
年
度
は
四
～
三
月
）
で
行
っ
て
き
た
貧

困
対
策
「
貧
困
付
開
発
イ
ン
プ
レ
ス
（
Ｉ
Ｄ

Ｔ
）
」
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
二
億
二
五
○
○
万
ド
ル
の
資
金
を
世

界
銀
行
か
ら
受
け
て
始
め
ら
れ
た
（
九
八
年

度
）
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
一
郡
当
た
り
七

億
五
○
○
○
万
ル
ピ
ア
、
各
村
よ
り
二
本
以

上
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
募
集
、
う
ち
一
本
以

上
は
女
性
主
体
が
求
め
ら
れ
、
一
郡
あ
た
り

五
な
い
し
一
五
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ

る
、
女
性
の
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
重
視

し
、
地
域
住
民
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
監
視
に

よ
っ
て
不
正
や
非
能
率
を
防
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
、
実
施
を
郡
単
位
に
し
た
点
に
特

徴
が
あ
る
。
貸
付
資
金
の
金
利
は
年
最
低
二

○
％
、
期
間
最
大
一
八
ヶ
月
で
経
済
事
業
を

行
う
、
ま
た
農
村
イ
ン
フ
ラ
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
は
返
済
の
義
務
の
な
い
資
金

を
供
与
す
る
。
経
済
事
業
に
は
例
え
ば
、
農



危機下のインドネシア

出所：インドネシア中央統計庁『インドネシア統計年報」1998年版，Kompas記
事などより。

注：１）中央統計庁（ＢＰＳ）の98年７月の発表による。９８年年央の貧困水準は
１人当たり月額で，都市部５万2470ルピア（このときの換算レートで約
４ドル，１日当たりでは13セント）（ＦＡＯプレスリリース，1998年７月

１０日)，農村４万1588ルピア（Kompas，Ｊｕｌｙ22,1998）であった。
２）1998年12月現在の貧困水準は都市９万6959ルピア，農村７万2780ルピア

である。

村
銀
行
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｍ
ｌ
Ｄ
Ｋ

Ｅ
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
郡
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
自
版
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
イ
政
府
の
資
金
で
行
わ
れ
て
い

る
。
イ
ン
プ
レ
ス
（
大
統
領
訓
令
交
付
金
）

の
一
つ
で
あ
る
。
経
済
危
機
の
影
響
克
服
の

た
め
の
地
域
の
開
発
能
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
さ
れ
、
郡
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

村
は
除
か
れ
る
。
交
付
金
は
各
県
に
交
付
さ

れ
、
実
施
の
単
位
は
や
は
り
郡
で
あ
る
。
郡

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
金
と
同
様
、
交
付
金

が
実
施
主
体
と
な
る
住
民
・
農
民
組
織
に
直

接
渡
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
他
に
、
国
連
開
発
計
画
局

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
カ

バ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
実
施
で
重
視
さ
れ
た
点
を
整

理
す
れ
ば
、
次
の
四
点
に
集
約
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
危
機
対
策
と
し
て
迅
速
な
デ
イ
ス

バ
ー
ス
メ
ン
ト
（
Ｐ
日
烏
日
、
ご
巨
司
、
の
日
の
具
）

で
あ
る
。
資
金
が
地
域
の
住
民
や
農
民
に
速

や
か
に
届
き
、
現
金
収
入
と
な
っ
て
購
買
力
の

維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
が
特
に
留
意
さ
れ
た
。

第
二
に
、
活
動
計
画
が
一
般
住
民
・
農
民

の
す
べ
て
の
階
層
に
わ
た
っ
て
熟
知
さ
れ
容

易
に
知
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
誰
に

と
っ
て
も
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
こ
と
（
盲
：
⑩
‐

ｂ四句①ロロ量）Ｃ

第
三
に
、
活
動
の
全
般
に
わ
た
っ
て
技
術

的
に
も
行
政
的
に
も
責
任
の
所
在
が
明
確
で

あ
る
こ
と
（
：
８
昌
莅
亘
旨
量
）
。

第
四
に
、
活
動
の
成
果
は
持
続
的
で
あ

り
、
当
該
地
域
の
住
民
自
ら
が
構
成
す
る
組

織
に
よ
っ
て
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
切
巨
印
←
巴
ロ
島
筥
ご
）
、
が
留
意
さ
れ
た
。

第
二
と
三
は
、
従
来
の
政
府
の
活
動
が
、

透
明
性
を
欠
い
た
た
め
に
無
責
任
体
制
と
な

り
、
不
正
の
温
床
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
反
省

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
用
意
さ
れ
た

資
金
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受

益
対
象
に
ま
で
行
き
着
か
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
っ
て
、
第
一
の
点
が
特
に
留
意
さ
れ

た
。
行
政
内
部
に
止
ま
ら
ず
社
会
の
各
所
に

見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
歪
み
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
Ｋ
Ｋ
Ｎ
（
汚
職
、
癒
着
、
身
び
い

き
）
と
称
し
て
い
る
。

新
た
に
始
ま
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
い
て
も
既
存
の
行
政
の
役
割
に
対

す
る
不
信
が
濃
厚
で
あ
る
。
透
明
性
、
説
明

責
任
、
そ
し
て
速
や
か
な
実
施
、
い
ず
れ
も

問
題
あ
り
と
援
助
機
関
、
国
際
機
関
か
ら
は

み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
対
策
的
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
積
極
的
・
建
設
的
な
意
義
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
住
民
組
織
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
、
住
民
の
自
主
的
な
参
加
に
よ

る
貧
困
対
策
、
経
済
活
動
振
興
対
策
を
軸
と

し
て
、
住
民
自
ら
に
よ
る
地
域
社
会
の
育
成

と
発
展
を
志
向
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
参
加

型
開
発
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
真

の
民
主
化
は
グ
ラ
ス
ル
ー
ッ
で
の
民
主
化
、

健
全
な
市
民
社
会
の
成
長
な
し
に
は
実
現
し

な
い
。
郡
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
参
加
型
開

発
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
を
広
げ
る
役
割
を

果
た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
実
施

さ
れ
る
中
、
二
○
○
○
年
の
現
時
点
で
は
、

二
つ
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
経

済
政
策
、
経
済
開
発
を
担
う
官
庁
や
関
係
機

関
で
は
、
緊
急
対
策
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
実
施
か
ら
、
中
期
的
持
続
的
な
対
策
へ
と

７

関
心
を
移
し
つ
つ
あ
る
点
だ
。
貧
困
対
策
と



●
地
方
分
権
、
参
加
型
開
発
、

民
主
化

一
九
九
七
年
に
は
ス
マ
ト
ラ
や
カ
リ
マ
ン

タ
ン
で
発
生
し
た
森
林
火
災
が
多
く
の
森
林

資
源
を
焼
き
尽
く
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
健

康
被
害
も
甚
大
と
な
り
、
そ
の
影
響
は
隣
国

の
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
及
ん

だ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
際
空
港
が
一
時
利

用
不
可
能
に
な
る
な
ど
の
国
際
問
題
に
も
発

展
し
た
。
森
林
は
、
林
業
省
お
よ
び
林
業
公

社
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
伐
採
権
が
民
間
業

者
に
与
え
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
利
潤

し
て
中
長
期
的
に
地
域
経
済
を
活
性
化
し
、

零
細
な
農
家
や
中
小
企
業
の
活
動
を
支
援
し

所
得
水
準
を
引
き
上
げ
る
、
と
言
っ
た
戦
略

的
性
格
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
中
に
よ
り

色
濃
く
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
民
主
化
、
政
治
・
経
済
改
革
と
関

係
す
る
が
、
地
方
分
権
化
等
に
よ
っ
て
中
央

集
権
的
開
発
独
裁
の
弊
害
の
是
正
が
具
体
的

に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
住
民
組
織
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役

割
が
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

追
求
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
し
た
性
急
な
開

発
方
式
が
、
大
規
模
な
森
林
火
災
の
最
大
要

因
と
見
ら
れ
て
い
る
。
森
林
以
外
に
も
石
油

そ
の
他
の
農
・
鉱
業
資
源
の
大
半
が
政
府
や

国
営
企
業
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
き
た
。
政

府
が
財
源
を
確
保
し
開
発
政
策
に
資
金
を
提

供
し
成
長
を
加
速
す
る
上
で
、
効
率
的
な
体

制
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
中
央
集
権
的
な
方
法
が
も
た
ら
し

た
資
源
浪
費
あ
る
い
は
Ｋ
Ｋ
Ｎ
と
言
っ
た
弊

害
が
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
の
末
期
に
は
特
に
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

地
方
は
と
い
え
ば
、
地
元
の
資
源
を
中
央

に
奪
わ
れ
独
自
の
財
源
を
与
え
ら
れ
ぬ
ま
ま

地
方
行
政
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
常
に

財
源
不
足
そ
し
て
人
材
不
足
と
い
う
問
題
に

直
面
し
て
き
た
。
地
域
経
済
を
活
性
化
し
、

人
材
も
含
め
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
多
様
な
資

源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
使
う
上
で
も
、
地

方
分
権
の
必
要
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
一
年
半
足
ら
ず
の
短
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
と
い
う
地
方
の
出

身
で
も
あ
っ
た
ハ
ビ
ビ
前
大
統
領
は
こ
の
よ

う
な
地
方
分
権
化
を
進
め
る
き
っ
か
け
を

作
っ
た
。

一
九
九
九
年
に
は
二
本
の
重
要
な
地
方
分
８

権
化
の
法
律
が
定
め
ら
れ
た
。
地
方
行
政
法

と
中
央
地
方
財
政
均
衡
法
で
あ
る
。
地
方
行

政
の
単
位
と
し
て
県
・
市
の
強
化
が
企
図
さ

れ
、
首
長
の
選
出
も
地
方
議
会
に
よ
る
選
挙

（
な
い
し
協
議
）
に
よ
る
こ
と
と
な
り
、
住

民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
な
い
に
せ
よ
地
方
自

ら
が
首
長
を
選
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
、
州
や
県
の
知
事
は
、
大
統
領
（
州
知

事
）
あ
る
い
は
内
務
大
臣
（
県
知
事
）
に
よ

る
任
命
制
で
あ
っ
た
。
農
村
行
政
も
、
従
来

の
ジ
ャ
ワ
の
村
（
デ
サ
）
を
基
本
に
し
た
行

政
か
ら
各
地
方
の
実
態
・
慣
習
に
即
し
た
あ

り
方
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
分
権
化
も
、
対
外

的
に
は
混
乱
を
も
た
ら
し
う
る
。
た
と
え
ば

北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
あ
る
金
鉱
山
（
ミ
ナ
ハ

サ
県
）
は
、
地
元
県
政
府
と
課
税
対
象
を
め

ぐ
っ
て
対
立
、
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能

性
が
生
じ
る
な
ど
の
事
件
も
起
き
て
い
る
。

地
元
政
府
に
よ
る
訴
訟
事
件
に
ま
で
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
地
方
分
権
化
が
進
め
ば
、
地

方
が
独
自
に
課
税
対
象
を
求
め
た
り
課
税
基

準
を
定
め
る
結
果
、
同
様
の
問
題
は
頻
発
す

る
可
能
性
が
高
い
。
直
接
投
資
に
影
響
を
与



危機下のインドネシア

え
る
事
件
で
あ
り
、
イ
ン
ド
シ
ア
の
経
済
開

発
に
お
け
る
外
国
資
本
の
参
加
の
重
要
性
を

考
え
れ
ば
、
経
済
回
復
、
発
展
に
対
し
て
懸

念
を
投
げ
か
け
る
事
件
で
あ
る
。
今
後
の
地

方
分
権
化
の
動
き
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。分
権
化
も
民
主
化
も
グ
ラ
ス
ル
ー
ッ
で
支

え
る
動
き
が
具
体
的
に
か
つ
広
範
に
進
行
し

な
け
れ
ば
、
真
の
実
現
は
あ
り
え
な
い
。
こ

の
点
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ど
う
で
あ
う

か
？
前
記
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ば
か
り
で
な
く
、
従
来
か
ら
の
イ
ン

フ
ラ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
例
え
ば
小
規
模

な
灌
概
開
発
事
業
な
ど
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る

参
加
型
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
住
民

と
行
政
と
の
間
に
立
っ
て
両
者
を
つ
な
げ
る

う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
行
政
側
に
と
っ
て

は
、
住
民
の
意
向
や
住
民
サ
イ
ド
の
社
会
的

な
事
情
を
汲
み
上
げ
る
上
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
機

能
は
有
効
で
あ
る
。
ま
た
住
民
に
と
っ
て

は
、
行
政
の
活
動
を
モ
ー
タ
ー
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
意
向
・
要
望
、
実
情
を
行
政
に

伝
達
し
た
り
働
き
か
け
た
り
す
る
う
え
で
、

重
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ァ
で
、
九
○
年
代
に
入
り
急
速
に
活

発
に
な
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
で
あ
る
が
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
地
域
開
発
や
農
村

開
発
に
参
加
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
本

来
な
ら
地
方
行
政
官
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
大
学
卒
業
者
、
あ
る
い
は
シ
ビ

ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ

て
い
る
。
単
に
行
政
に
と
っ
て
の
都
合
の
よ

い
補
助
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
住
民
サ
イ

ド
を
支
援
し
時
に
は
対
抗
的
勢
力
と
し
て
行

政
に
働
き
か
け
、
地
域
社
会
の
成
熟
と
市
民

的
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
れ

ば
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
の
意
義
は
大
き
い
。

経
済
危
機
下
の
こ
こ
数
年
の
新
た
な
動
き

の
例
を
も
う
一
つ
あ
げ
れ
ば
、
農
村
協
同
組

合
が
自
発
的
に
作
ら
れ
始
め
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。
協
同
組
合
と
い
え
ば
官
制
の
農

村
協
同
組
合
（
Ｋ
Ｕ
Ｄ
叫
尻
・
己
の
国
巴
ロ
日
一

□
の
ｍ
ｅ
が
普
及
し
て
い
て
、
全
国
に
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
食
糧
調
達
庁
に
よ
る
米
の
流

通
政
策
の
一
環
と
し
て
特
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
ほ
か
、
水
稲
や
サ
ト
ウ
キ
ビ

栽
培
の
た
め
の
補
助
金
つ
き
の
肥
料
や
農
業

信
用
を
提
供
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
と
し
て

も
機
能
し
た
。
農
民
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自

分
た
ち
の
組
合
と
い
う
よ
り
は
、
行
政
の
末

端
機
関
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
お
仕
着
せ
の
組
合
に
対
し

て
、
自
分
た
ち
の
生
産
物
の
販
売
先
を
広
げ

現
金
収
入
の
道
を
確
保
す
る
な
ど
の
た
め

に
、
農
民
自
ら
が
何
ら
か
の
既
存
の
組
織
を

母
体
に
し
な
が
ら
新
た
な
組
合
を
設
立
す
る

動
き
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス

ハ
ル
ト
体
制
下
で
は
見
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
自
主
的
な
性
格
の
強
い
新
し
い
タ
イ

プ
の
協
同
組
合
で
あ
る
。

社
会
と
政
治
の
安
定
を
取
り
戻
し
無
意
味

な
宗
教
対
立
や
地
域
主
義
の
賊
屋
を
防
ぐ
上

で
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
化
が
健
全
か

つ
持
続
的
に
展
開
す
る
か
ど
う
か
が
鍵
で
あ

り
、
以
上
に
述
べ
た
地
方
や
農
村
の
グ
ラ
ス

ル
ー
ッ
で
の
自
生
的
な
動
き
、
開
発
へ
の
住

民
参
加
、
に
大
い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
海
外
か

ら
の
援
助
に
関
し
て
言
え
ば
、
政
府
ベ
ー
ス

の
み
な
ら
ず
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
非
政
府
ベ
ー
ス
で

の
交
流
と
支
援
が
一
層
重
要
に
な
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

,



少
子

「本
誌
前
号
で
は
、
現
代
の
日
本
で
は
置
き
換
え
水

準
を
下
回
る
低
出
生
率
が
続
い
て
お
り
、
出
生
率
が

今
後
回
復
し
な
い
場
合
に
は
深
刻
な
人
ロ
減
少
社
会

に
至
る
こ
と
が
本
研
究
所
の
高
橋
重
郷
・
人
ロ
動
向

研
究
部
長
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
い

ま
起
こ
っ
て
い
る
少
子
化
の
人
ロ
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
と
く
に
女
性
の
結
婚
・
出

産
行
動
の
変
化
に
着
目
し
て
、
若
干
述
べ
て
み
た

い
。図
１
は
わ
が
国
の
各
年
ご
と
の
出
生
数
（
棒
グ
ラ

フ
）
と
合
計
特
殊
出
生
率
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）
を
示

の
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
を
探
る
鵠
杁

、
出
生
率
の
動
向

図１出生数及び合計特殊出生率1947～98年

(万人）

300 6.0

5.5

250 5.0

4.5

200 合
計
特
殊
出
生
率

０
５
０
５
０

４
３
３
２
２

出
生１５０
数

1００

1.5

5０ 1.0

０．５

0 0.0

１９５０１９５５１９６０１９６５１９７０

年

出所：国立*+今保障・人口問題研究所

１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５

次

『人口統計資料集1999』ｐ､５１より転載

１０



少子化のメカニズムを探る

<現職>国立社会保障・人ロ問題研究所
情報調査分析部部長

<学歴>熊本大学医学部卒業

国立公衆衛生院研究課程修了

<職歴>国立公衆衛生院保健統計人ロ学
部国際保健人口室長国立社会

保障・人ロ問題研究所国際関係
部第一室長

く主な著書＞「わが国の夫婦における妊
娠・出産の調節：妊娠歴の分

析「人ロ問題研究､54巻４号、
1998年（共著繍文）

「近年のわが国における有配偶

出生力の人ロ学的分析：結婚年

齢、結婚持続期間、および出生

順位に藩目して」民族衛生、６４
巻４号、1998年

し
た
も
の
で
、
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
の
一

九
四
九
年
に
は
二
七
○
万
、
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
期
の
一
九
七
三
年
に
は
一
一
○
九
万

あ
っ
た
出
生
数
は
、
最
近
は
一
二
○
万
程
度

に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
’
九
四
七
～
一
九
四
九
年
に
は
四
以
上

あ
っ
た
の
が
、
わ
ず
か
一
○
年
ほ
ど
で
こ
前

後
に
低
下
し
た
。
そ
の
後
一
九
五
○
年
代
半

●佐藤龍三郎くさとう.りゆうざぶろう＞
1952年長崎県生れ、医学博士（順天堂大
学）

一
九
七
○

年
代
半
ば

以
降
再
び

低
下
傾
向

に
転
じ
、

’
九
九
八

推
移
し
て

ば
か
ら
一

九
七
○
年

代
半
ば
ま

で
ほ
ぼ
人

口
置
き
換

え
水
準
に

相
当
す
る

一
・
九
～

二
・
二
で

い
た
が
、

図
２
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
グ
ラ
フ

で
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
囲
ま
れ
て
で
き
る
山
の

面
積
は
各
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
に
相
当
す

年
に
は
一
・

三
八
に
ま
で

低
下
し
た
。

こ
の
よ
う
な

置
き
換
え
水

準
を
は
る
か

に
下
回
る
低

出
生
率
が
わ

が
国
の
場
合

す
で
に
四
半

世
紀
に
わ

た
っ
て
続
い

て
お
り
、
二

十
一
世
紀
の

人
口
減
少
は

避
け
ら
れ
な

い
見
通
し
で

あ
る
。

こ
こ
で
女

子
年
齢
別
出

生
率
パ
タ
ー

ン
の
変
化
を

図２女子の年齢別出生率：1950]７０，９０，９５，９８年
0.25 -口￣￣￣￣￣････‐￣￣「－－~--~~~-----Ｆ￣ユーロローーロﾛｰｰｰｰ ￣■－句下~---~･■－－■･■~~－Ｆ~~~~~￣~---~~■炉已￣'■､－－.■－－･■－

1950年

0.2 －－．－－－－－－．－可４－－－－．．－－－

０．１５ ---------~-Ｆ----~－－－－－

出
生
率

る
。
一
九
五
○
年
と
一
九
七
○
年
を
比
較
す

る
と
、
山
の
高
さ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

が
、
幅
が
前
後
に
狭
く
な
っ
て
お
り
、
山
の

0.1 －－－－．・－ごニーーニー、二－－－－－－－－

0．０５ ～￣￣￣----~~-Ｆ~~~~~~－－－￣

0

1５２０２５３０３５４０４５

年齢

出所：国立社会保障・人口問題研究所「人ロ統計資料集1999』ｐ５９より転載
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面
積
は
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の

間
、
第
一
子
出
産
年
齢
が
遅
く
な
る
と
と
も

に
、
第
三
子
以
降
の
出
産
が
著
減
し
た
こ
と

に
対
応
す
る
。
た
だ
し
二
十
五
歳
前
後
の
生

み
盛
り
年
齢
で
の
出
生
率
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
ず
、
子
ど
も
二
人
を
結
婚
後
一
定
期
間
に

産
み
終
え
る
と
い
う
出
産
パ
タ
ー
ン
が
定
着

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
七
○
年
か
ら
一
九
九
○
年
に
か
け
て

は
、
さ
ら
に
山
の
前
半
部
が
後
退
す
る
と
と

も
に
、
山
の
高
さ
が
ほ
ぼ
半
分
に
減
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
晩
婚
化
が
進
み
、
最
も

生
み
盛
り
の
年
齢
が
三
十
歳
近
く
に
ま
で
延

び
る
と
と
も
に
、
各
年
齢
の
女
子
人
口
に
対

し
て
実
際
に
出
産
す
る
女
子
の
率
が
大
き
く

低
下
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
い
っ
て

も
結
婚
し
た
女
性
の
出
産
パ
タ
ー
ン
に
は
最

近
ま
で
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ず
、

こ
の
間
の
出
生
率
低
下
は
主
に
未
婚
率
の
著

し
い
上
昇
に
起
因
し
て
い
る
。
二
十
五
～
二

十
九
歳
女
性
の
未
婚
割
合
は
一
九
七
○
年
の

一
八
・
一
％
か
ら
一
九
九
○
年
の
四
○
・
二
％

（
一
九
九
五
年
に
は
四
八
・
○
％
）
へ
と
著
し

く
上
昇
し
て
い
る
。
な
お
図
２
で
一
九
九
○

年
以
降
山
の
後
半
部
が
高
年
齢
の
方
へ
わ
ず

か
ず
つ
延
び
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
三
十
代
女
性
の
出
生
率
の
上
昇

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
晩
婚
化
に
よ

り
出
産
年
齢
が
よ
り
高
年
齢
に
シ
フ
ト
し
た

結
果
で
あ
る
が
、
少
子
化
傾
向
全
体
に
歯
止

め
を
か
け
る
ほ
ど
の
力
は
な
い
。

な
お
、
わ
が
国
の
有
配
偶
出
生
力
（
結
婚

し
た
女
性
の
出
生
力
）
は
従
来
安
定
し
て
お

り
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

出
生
動
向
基
本
調
査
（
五
年
ご
と
の
全
国
標

本
調
査
で
、
最
新
の
第
十
一
回
調
査
は
一
九

出
生
率
低
下
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

研
究
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
大
別
す
る
と
、
お

よ
そ
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

第
一
は
近
接
要
因
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
べ

き
も
の
で
、
妊
娠
・
出
産
の
機
会
を
直
接
高

め
る
（
あ
る
い
は
低
め
る
）
結
婚
、
妊
孕

力
、
避
妊
、
人
工
妊
娠
中
絶
と
い
っ
た
生
物

人
口
学
的
要
因
（
近
接
要
因
と
い
う
）
に
着

■■■■■■

■■■■■■■

、

出
生
率
低
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
背
景

九
七
年
に
実
施
さ
れ
た
）
に
よ
れ
ば
、
結
婚

し
て
十
五
～
十
九
年
た
っ
た
夫
婦
の
平
均
出

生
児
数
は
過
去
六
回
の
調
査
を
通
し
て
二
・

二
人
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
第
十
一

回
調
査
で
、
結
婚
後
十
～
十
四
年
、
五
～
九

年
、
○
～
四
年
の
夫
婦
の
平
均
出
生
児
数
は

い
ず
れ
も
前
回
調
査
よ
り
も
減
少
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ

て
お
り
、
こ
の
遅
れ
が
後
で
取
り
戻
さ
れ
な

い
限
り
、
結
婚
し
た
女
性
の
出
生
力
も
低
下

へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

目
す
る
。
晩
婚
化
や
有
配
偶
率
（
結
婚
率
）

低
下
は
結
婚
期
間
を
短
縮
す
る
の
で
一
般
に

出
生
率
を
低
下
へ
向
か
わ
せ
る
。
夫
婦
の
避

妊
実
行
率
や
避
妊
方
法
は
、
わ
が
国
で
は
長

期
的
に
見
て
あ
ま
り
変
化
が
な
く
、
ま
た
人

工
妊
娠
中
絶
の
届
け
出
数
（
母
体
保
護
統
計

に
よ
る
）
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
少
孑
化
と
の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な

お
最
近
内
分
泌
撹
乱
物
質
（
い
わ
ゆ
る
環
境

ホ
ル
モ
ン
）
な
ど
環
境
要
因
の
生
殖
へ
の
作

1２



少子化のメカニズムを探る

第
三
は
経
済
合
理
性
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う

べ
き
も
の
で
、
結
婚
・
出
産
と
い
う
個
人
的

行
動
に
お
い
て
、
人
は
経
済
合
理
性
を
高
め

る
よ
う
に
行
動
を
選
択
す
る
と
い
う
見
方
に

立
つ
も
の
で
あ
る
。
子
ど
も
か
ら
得
ら
れ
る

効
用
に
は
主
に
三
つ
の
も
の
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
子
ど
も
を
持
て
ば
楽
し
い
と
い

う
こ
と
。
第
二
に
、
今
の
日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
た
が
、
子
ど
も
が
労
働
力
と
し

用
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
出

生
力
へ
の
影
響
に
つ
い
て
確
か
な
こ
と
は
い

え
な
い
。

第
二
は
文
化
的
価
値
規
範
ア
プ
ロ
ー
チ
と

い
う
べ
き
も
の
で
、
人
々
の
意
識
や
行
動
が

伝
統
的
価
値
観
や
文
化
的
規
範
に
従
う
点
に

注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
か
つ
て
は

女
性
に
と
っ
て
あ
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
結
婚

・
出
産
は
ご
く
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
て
い

た
が
、
近
年
そ
の
よ
う
な
社
会
制
度
や
慣
習

の
縛
り
が
ゆ
る
ん
で
き
た
と
い
え
る
。
と
り

わ
け
「
家
」
重
視
か
ら
「
個
人
」
重
視
へ
の

意
識
の
変
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
見
直
し
の

動
き
（
す
な
わ
ち
従
来
の
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
と
い
う
性
別
役
割
規
範
か
ら
の
脱

却
）
が
重
要
と
み
ら
れ
る
。

最
後
に
、
結
婚
年
齢
と
出
生
率
の
関
連
に

つ
い
て
一
言
述
べ
た
い
。
図
３
（
次
頁
参

照
）
は
、
一
九
八
○
年
に
結
婚
し
た
妻
の
結

婚
年
齢
（
五
歳
階
級
）
別
、
結
婚
持
続
期
間

別
出
生
率
お
よ
び
累
積
出
生
率
を
示
し
た
も

の
で
、
図
に
み
る
よ
う
に
、
二
十
～
二
十
四

歳
で
結
婚
し
た
妻
の
出
生
率
が
最
も
高
く
、

以
下
順
次
結
婚
年
齢
の
高
い
妻
ほ
ど
低
い
出

生
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
で
注
目

て
期
待
さ
れ
る
こ
と
。
第
一
一
一
に
老
後
の
頼
り

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
現
代
の
日
本

で
は
、
後
の
二
つ
の
効
用
は
い
ず
れ
も
著
し

く
小
さ
く
な
り
、
む
し
ろ
費
用
（
コ
ス
ト
）

の
方
が
大
き
い
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

コ
ス
ト
に
は
直
接
的
費
用
つ
ま
り
子
ど
も

の
養
育
や
教
育
に
か
か
る
費
用
の
ほ
か
、
女

性
が
子
育
て
の
た
め
に
仕
事
を
や
め
た
場
合

に
失
う
所
得
（
機
会
費
用
）
が
あ
る
。
現
代

の
日
本
で
は
、
女
性
の
高
学
歴
化
と
就
業
率

の
上
昇
に
よ
っ
て
機
会
費
用
は
著
し
く
増
大

三
、
女
性
の
結
婚
年

さ
れ
る
こ
と
は
結
婚
年
齢
に
よ
る
生
涯
出
生

数
の
著
し
い
違
い
で
あ
り
、
年
齢
に
よ
る
出

生
力
抑
制
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
①

生
物
学
的
要
因
、
②
社
会
的
要
因
、
お
よ
び

③
心
理
的
要
因
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

女
性
の
年
齢
が
（
特
に
三
十
代
以
降
）
高

ま
る
と
と
も
に
不
妊
と
流
産
・
死
産
の
頻
度

の
増
大
、
受
胎
確
率
の
低
下
な
ど
に
よ
り
生

物
学
的
な
妊
娠
・
出
産
能
力
（
妊
孕
力
）
が

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
に
は
困
難
が
あ
り
、
多
く
の
女
性
が

一
結
婚
し
な
い
、
子
ど
も
を
生
ま
な
い
」
と

い
う
道
を
選
択
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
今
の
社
会
の
あ
り
方
が
変
わ
ら
な

い
限
り
、
少
子
化
問
題
に
出
口
は
見
え
て
こ

な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
男
女
と
も
に
「
仕

事
と
家
庭
の
両
立
」
が
可
能
と
な
る
よ
う
な

社
会
の
実
現
が
少
子
化
対
策
と
し
て
大
き
な

鍵
を
握
る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
理
念
も
こ
の
方
向
に

沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

１３
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図31980年結婚コホートの結婚持続期間別出生率と累積出生率（結婚年齢別）

(a）結婚持続期間別出生率
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少子化のメカニズムを探る

し
だ
い
に
低
下
す
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
晩
婚
化
は
生
物
学

的
妊
娠
・
出
産
可
能
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と

に
よ
り
出
生
率
低
下
作
用
を
も
つ
と
い
え

る
。社
会
的
要
因
と
し
て
は
、
年
齢
と
関
連
の

深
い
女
性
の
ラ
イ
フ
・
コ
ー
ス
と
出
産
・
子

育
て
と
の
間
の
矛
盾
・
葛
藤
に
由
来
す
る
出

生
力
抑
制
効
果
が
想
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

三
十
～
四
十
代
で
就
業
し
て
い
る
女
性
は
比

較
的
責
任
あ
る
地
位
に
つ
い
て
お
り
、
出
産

の
た
め
仕
事
を
中
断
す
る
こ
と
が
容
易
で
な

い
と
い
っ
た
社
会
的
束
縛
、
夫
の
年
齢
が
高

く
、
子
ど
も
を
生
ん
だ
と
す
れ
ば
成
人
す
る

前
に
夫
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る

と
い
っ
た
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

心
理
的
要
因
と
は
、
い
わ
ゆ
る
高
年
出
産

を
避
け
た
い
心
理
で
あ
り
、
第
十
一
回
出
生

動
向
基
本
調
査
結
果
で
も
、
予
定
子
ど
も
数

が
理
想
子
ど
も
数
よ
り
少
な
い
妻
が
、
理
想

と
す
る
数
の
子
ど
も
を
持
と
う
と
し
な
い
理

由
と
し
て
、
「
高
齢
で
生
む
の
は
い
や
だ
か

ら
」
（
三
四
％
）
、
「
こ
れ
以
上
、
育
児
の
心

理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
か

ら
」
（
二
○
％
）
な
ど
の
回
答
が
上
位
に
あ

が
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
心
理
は
わ
が
国

で
か
な
り
広
く
存
在
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。こ
う
し
た
年
齢
に
よ
る
出
生
力
抑
制
効
果

は
、
顕
著
な
晩
婚
化
が
進
ん
だ
近
年
の
わ
が

国
に
お
い
て
夫
婦
の
希
望
す
る
（
あ
る
い
は

理
想
と
す
る
）
子
ど
も
数
の
達
成
を
阻
害
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
麗
澤
大
学

の
河
野
稠
果
教
授
が
い
わ
れ
た
「
晩
婚
の
も

た
ら
す
二
重
の
出
生
率
引
き
下
げ
効
果
」

（
晩
婚
は
そ
れ
自
体
有
配
偶
率
を
引
き
下
げ

る
こ
と
に
よ
り
出
生
率
低
下
効
果
を
も
つ

が
、
さ
ら
に
晩
婚
女
性
が
産
み
た
い
け
れ
ど

も
産
め
な
い
ま
ま
に
終
わ
る
事
態
が
起
こ
る

こ
と
に
よ
り
出
生
率
低
下
効
果
が
増
強
さ
れ

る
）
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

有
効
な
社
会
的
支
援
や
社
会
環
境
・
条
件
の

整
備
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
マ
ク
ロ
の
視
点

に
お
い
て
は
「
少
子
化
」
が
続
き
、
ミ
ク
ロ

（
個
人
）
の
視
点
に
お
い
て
は
希
望
す
る
数

の
子
ど
も
を
も
て
な
い
ま
ま
終
わ
る
夫
婦
の

増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
希
望
す
る
子
ど
も
数
の
達
成
が

可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
出
産
時

期
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）
に
関
す
る
希
望
が
か
な

一
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
『
第
十

一
一
回
出
生
動
向
基
本
調
査
第
１
報
告
書
叫
日
一

一
本
人
の
結
婚
と
出
産
』
一
九
九
八
年
一

一
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
『
第
十
一

一
一
回
出
生
動
向
基
本
調
査
第
Ⅱ
報
告
書
”
独
一

一
身
青
年
層
の
結
婚
観
と
子
ど
も
観
』
’
九
九
一

一
九
年

「
１
１
［
参
考
文
献
］
‐
ｌ
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
‐
１
１
１
「
〕

え
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
必
要
と
い
え
よ

う
。
い
つ
で
も
産
み
た
い
と
願
っ
た
と
き
に

産
め
る
よ
う
な
社
会
環
境
・
条
件
の
整
備
と

社
会
的
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
い
っ
そ

う
議
論
が
深
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

蕊
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上
海
は
、
全
国
比

○
二
％
の
土
地
と

一
・
一
％
の
人
口

で
、
一
二
・
四
％
の

財
政
収
入
を
創
出
し

て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

三
○
○
○
億
元
に
ま

で
成
長
し
て
い
る
。

上
海
は
中
国
最
大
の

都
市
で
あ
り
つ
づ
け

る
た
め
に
様
々
な
人

口
政
策
を
講
じ
て
き

た
。
他
の
都
市
に
先

駆
け
て
計
画
生
育
を

開
始
し
極
め
て
高
い

達
成
率
を
お
さ
め
る

と
同
時
に
、
成
功
を

求
め
て
上
海
に
な
だ

れ
込
む
大
き
な
人
口

の
流
れ
を
多
様
な
手

段
を
用
い
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
き
た
。

今
日
の
人
口
構
成
は

建
国
後
五
十
年
の
人

口
政
策
の
歴
史
を
う

上海市の人口年齢構造（1995年）図１

６
２
８

９
９
８

男
女
ロ
ロ

■
（

一
事
二

｜■『

0，１５ 0.020０．０１０００００ ０００５0.005０．０１０0.015００２０

出典：上海市人口柚様調査弁公室『1995年全国1％人口抽様調査資料（上海分冊)』
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新たな都市建設に挑む上海

図
２
は
上
海
市
に
お
け
る
（
普
通
）
出
生

率
、
（
普
通
）
死
亡
率
、
自
然
増
加
率
お
よ
び

人
口
増
加
率
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
の
経
済
回
復

期
、
生
活
条
件
の
改
善
、
衛
生
環
境
と
医
療

の
向
上
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
低
下
す
る
と
同

時
に
、
全
国
で
出
生
奨
励
が
と
ら
れ
人
工
流

か
が
わ
せ
る
（
図
１
）
。
そ
し
て
二
十
一
世

紀
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
、
上
海
は
人
口

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
さ
ら
な
る
成
長
を

可
能
に
す
る
都
市
建
設
を
進
め
て
い
る
。

マ

●佐々井司くささいつかさ＞
1966年大阪生れ

神戸大学エ学部環境計画学科卒、神戸大

学大学院エ学研究科修了。

中国・天津大学留学を経て、1994年より

国立社会保障・人ロ問題研究所（旧厚生

省人口問題研究所）厚生技官。現在国

立オーストラリア大学人ロ研究所研究
員。

中国に関する近署に以下のものがある。

「高齢社会に向かう中国一安定社会への

模索｣、「東亜｣、1995年、「中国における

世帯の動向とその変動要因｣、ｒ人ロ問題
研究」５１巻３号、1995年、「中国におけ

る高齢者福祉と居住問題｣、『海外社会保
障情報』NOL116,1996年、「中国における

人ロ流動と社会変動｣、「人口と開発」Ｎ0

59,1997年

策
と到
關
畳
匡

を
迎
え
た
。
中
国
に

お
け
る
第
一
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
で
あ

る
。
一
九
五
○
年
か

ら
五
四
年
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
五
・
○

二
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
、
中

国
で
初
め
て
人
口
セ

ン
サ
ス
が
行
わ
れ

た
。
集
計
の
結
果
明

確
に
な
っ
た
の
は
予

想
以
上
に
速
い
人
口

増
加
で
あ
っ
た
。
北

産
、
避
妊
手
術
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
出
生
率
は
一
九
五
○
年
台
に
ピ
ー
ク

図２出生率、死亡率、自然増加率の推移
(q6o）

６０．０

5００

4００

京
大
学
学
長
で
あ
っ
た
馬
寅
初
が
「
新
人
口

論
」
に
よ
っ
て
人
口
抑
制
を
主
張
し
た
一
九

3００

２００

1００

0，
年

霊~：~§－両圖了ﾐﾐ電

□
⑩
③

凶
坤
の

寸
叩
■

』
ぬ
②

■
幻
②

。
。
⑤

Ｎ
⑪
②

『
屯
②

垣
。
、

⑭
色
①

。
（
の

⑤
ト
ロ

マ
ト
①

-10,0

出典：上海市統計局『上海市統計年鑑』中国統計出版社
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〔注１］中国の内陸部では1959年年から61年の

大飢繼が生じた際に1,500万人とも言われる

大通の飢餓者を出したにもかかわらず、上海

をはじめとする都市部では顕著な死亡率の上

昇が見られなかった。

〔注２〕「晩」は男子満25歳以降、女子23歳以

降の結婚、２４歳以降の出産。「稀」は出生間

隔四年前後。「少」は１組の夫婦が２人を超

える子どもを産まないこと。

五
七
年
に
は
、
上
海
で
も
”
出
生
抑
制
は
母

子
の
健
康
を
保
護
す
る
と
同
時
に
国
家
と
家

庭
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
〃
た
め
の
広
報
・

宣
伝
活
動
が
始
ま
っ
た
。
’
九
五
八
年
に
は

上
海
市
第
二
回
人
民
代
表
大
会
で
、
〃
出
生

児
数
は
一
一
～
三
人
、
出
生
間
隔
は
三
～
四
年

が
よ
い
“
と
す
る
要
求
が
出
さ
れ
、
第
二
次

五
カ
年
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

こ
の
年
、
上
海
市
計
画
生
育
委
員
会
も
で
き

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

上
海
の
出
生
率
は
一
九
五
七
年
を
境
に
急
速

に
低
下
を
始
め
た
。

し
か
し
一
九
五
九
年
、
六
○
年
、
反
右
派

闘
争
に
よ
っ
て
馬
寅
初
の
「
新
人
口
論
」
は

徹
底
的
に
批
判
さ
れ
、
出
生
政
策
は
一
時
停

止
し
た
。
そ
の
こ
ろ
大
躍
進
運
動
の
失
敗
、

自
然
災
害
に
よ
っ
て
大
量
の
飢
餓
者
、
死
者

を
出
す
な
ど
（
注
１
）
、
一
九
六
一
年
ご
ろ

ま
で
社
会
は
混
乱
を
極
め
た
。
出
生
率
も
当

然
の
こ
と
な
が
ら
低
下
し
た
。

一
九
六
二
年
国
民
経
済
の
好
転
と
と
も
に

人
口
は
一
時
増
加
す
る
が
、
一
九
六
三
年
か

ら
上
海
の
計
画
生
育
へ
の
取
り
組
み
も
再
び

活
発
に
な
っ
て
く
る
。
一
九
五
○
年
に
成
立

し
た
婚
姻
法
に
基
づ
く
婚
姻
手
続
き
の
強

化
、
晩
婚
の
推
進
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
農

村
で
は
男
子
二
十
五
歳
、
女
子
二
十
三
歳
の

結
婚
が
推
奨
さ
れ
た
。
’
九
六
三
年
か
ら
は

産
児
制
限
手
術
の
無
料
化
、
術
後
休
暇
の
延

長
等
、
様
々
な
推
奨
措
置
も
全
国
に
先
駆
け

て
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
出
生
率
は
一
九
六
七

年
に
こ
れ
ま
で
の
最
低
で
あ
る
一
二
・
五
四

脇
を
記
録
す
る
。

一
九
六
六
年
文
化
大
革
命
（
以
下
「
文

革
」
と
称
す
）
が
は
じ
ま
り
多
く
の
地
域
で

は
計
画
生
育
活
動
が
停
止
し
て
し
ま
う
。
’

九
六
八
年
か
ら
七
○
年
ご
ろ
ま
で
出
生
率
の

上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
因
が
こ
の
時

期
の
政
治
的
混
乱
で
あ
る
。

文
章
の
混
乱
の
な
か
に
あ
っ
て
も
計
画
生

育
指
導
小
組
が
中
央
に
開
設
さ
れ
、
避
妊
薬

ピ
ル
の
開
発
も
行
わ
れ
て
い
た
。
上
海
市
で

も
一
九
七
○
年
に
再
び
計
画
生
育
に
関
す
る

報
告
が
な
さ
れ
、
衛
生
部
に
よ
る
若
者
の
晩

婚
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
七
一
年
に

は
時
の
総
理
周
恩
来
が
「
計
画
生
育
活
動
実

施
に
関
す
る
報
告
」
を
発
表
し
、
計
画
生
育

に
対
す
る
政
治
的
障
害
は
と
か
れ
た
。
同

年
、
上
海
で
は
「
晩
・
稀
・
少
（
遅
く
、
間

隔
を
あ
け
、
少
な
く
出
産
す
る
こ
と
）
」
が

計
画
生
育
の
目
標
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

（
注
２
）
。
そ
の
二
年
後
に
全
国
計
画
生
育
報

告
会
で
「
晩
・
稀
・
少
」
が
提
案
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
上
海
の
取
り
組
み
が

全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
一
九
七
三
年
に
は
上
海
市
計
画
生
育

指
導
小
組
が
つ
く
ら
れ
、
避
妊
薬
の
配
布
、

出
産
適
齢
女
性
に
対
す
る
計
画
生
育
証
の
発

行
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
文
革
後

半
の
一
九
七
四
年
に
出
生
率
は
そ
れ
ま
で
の

最
低
で
あ
る
九
・
二
跣
を
示
し
て
い
る
。

文
化
大
革
命
が
終
結
す
る
一
九
七
七
年
に

期
を
同
じ
く
し
て
出
生
動
向
に
新
た
な
現
象

が
生
じ
る
。
解
放
直
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期

に
生
ま
れ
た
世
代
が
一
斉
に
結
婚
・
出
産
期

を
迎
え
た
。
一
九
八
○
年
代
を
通
し
て
出
生

率
は
上
昇
す
る
。
特
に
、
’
九
八
○
年
代
初

期
に
は
文
化
大
革
命
初
期
に
農
村
に
移
住
さ

せ
ら
れ
た
上
山
下
郷
知
識
青
年
が
上
海
に
戻

り
一
斉
に
結
婚
、
出
産
期
に
入
っ
た
こ
と
で

出
生
率
は
大
き
く
跳
ね
上
が
り
一
九
八
二
年

に
は
一
八
・
五
跣
で
、
一
時
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
低
下
傾
向
に
あ
っ

た
出
生
率
は
、
一
九
九
○
年
に
施
行
さ
れ
る

『
上
海
市
計
画
生
育
条
例
』
の
施
行
を
待
つ

1８



新たな都市建設に挑む上海

〔注３〕中国では1978年以降出生政策を強化している。
1978年の新憲法では家族計画提唱を明記している。ま
た、1980年には「婚姻法」改正、同年,､一人っ子”提
唱政策も本格的に進められ、1981年からは“一人っ子
証”受領夫婦には様々な優遇処置がなされることにな

る。1980年代半ばからは各地で「計画生育条例」が施
行される。

証明の内容は、氏名、性別、年齢、婚姻状況、身分
証明書番号、出生状況、避妊状況、計画生育に関する
レコード等となっている。

ま
で
も
な
く
再
び
低
下
を
始
め
る

（
注
３
）
。
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

の
影
響
が
覚
め
や
っ
た
一
九
八
七
年

の
八
・
六
跣
を
最
後
に
、
出
生
率
は

低
下
を
続
け
て
い
る
。
他
方
、
死
亡

率
は
一
九
七
○
年
頃
か
ら
人
口
高
齢

化
の
影
響
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
て
い

る
。
漸
増
を
続
け
る
死
亡
率
と
急
速

に
低
下
し
て
き
た
出
生
率
は
、
’
九

九
三
年
つ
い
に
逆
転
し
、
自
然
増
加

率
は
建
国
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
マ

イ
ナ
ス
○
・
八
跣
を
記
録
し
た
。
人
口
の
自

然
減
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
る
。

こ
こ
で
上
海
の
出
生
率
低
下
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

先
進
諸
国
の
先
例
を
も
と
に
す
る
と
、
出

生
率
の
変
化
は
結
婚
の
動
向
と
極
め
て
密
接

な
関
係
に
あ
る
。
上
海
で
「
晩
・
稀
・
少
」

が
提
案
さ
れ
た
一
九
七
○
年
代
初
期
は
文
化

大
革
命
の
時
代
で
あ
っ
た
。
恋
愛
や
結
婚
と

い
う
“
個
人
的
な
問
題
“
を
重
要
視
す
る
こ

と
が
樟
ら
れ
る
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
晩
婚

上海の路地裏。ここにも「晩･稀・少」が押し寄せている

で
あ
る
ほ
ど
〃
革
命
精
神
”
の
水
準
が
高
い

と
認
識
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

期
、
平
均
結
婚
年
齢
も
年
々
上
昇
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
文
革
が
終
結
し
た
直
後
に
帰
還

し
て
き
た
上
山
下
郷
知
識
青
年
ら
の
な
か
に

は
、
す
で
に
”
晩
婚
年
齢
“
に
達
し
て
い
る

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
八
○
年
ま
で

の
上
海
に
お
け
る
女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
を

み
る
と
、
’
九
四
○
年
代
一
九
・
九
三
歳
、

五
○
年
代
二
○
・
七
九
歳
、
六
○
年
代
一
一
二
・

八
六
歳
、
七
○
年
代
二
四
・
○
五
歳
、
そ
し

て
一
九
八
○
年
に
は
二
五
・
六
○
歳
に
ま
で

上
昇
し
て
い
る
。
上
海
の
晩
婚
化
は
こ
の
よ

う
な
政
治
的
背
景
の
な
か
で
生
じ
て
お
り
、

先
進
国
に
お
け
る
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
性
格

を
異
に
す
る
。
日
本
の
事
例
を
見
て
も
あ
き

ら
か
な
よ
う
に
、
結
婚
年
齢
の
上
昇
は
出
生

率
の
低
下
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
動
機

は
と
も
あ
れ
、
一
九
八
○
年
ま
で
続
い
て
い

た
晩
婚
化
は
少
な
か
ら
ず
上
海
の
出
生
力
低

下
に
寄
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
一
九
八
○
年
九
月
に
新
『
婚
姻

法
』
が
成
立
し
、
翌
一
九
八
一
年
一
月
よ

り
、
結
婚
年
齢
は
男
子
二
十
二
歳
（
五
○
年

法
で
は
二
十
歳
）
、
女
子
二
十
歳
（
同
法
で

１９



は
十
八
歳
）
ま
で
二
歳
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
上
海
で
こ
の
年
齢
に
基
づ
く
登
録
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
一
九
八
五
年
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
晩
婚
化
を
促
す
は
ず
の

『
婚
姻
法
』
は
、
す
で
に
か
な
り
高
い
結
婚

年
齢
に
達
し
て
い
た
上
海
に
お
い
て
は
皮
肉

に
も
逆
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
一
九

八
五
年
以
降
初
婚
年
齢
は
早
期
化
し
て
い

る
。
も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
一

九
八
五
年
を
境
に
市
の
中
心
、
郊
外
を
問
わ

ず
計
画
生
育
率
が
ほ
ぼ
一
○
○
％
に
近
い
数

字
に
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
結
婚
年
齢
の
早
期
化
は
出

生
率
の
上
昇
に
ほ
と
ん
ど
寄
与
し
な
か
っ

た
。
最
近
の
若
い
コ
ー
ホ
ー
ト
で
は
再
び
結

婚
が
遅
く
な
り
結
婚
年
齢
も
上
昇
し
つ
つ
あ

る
。上
海
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
九
五
○
年

代
四
・
七
五
、
六
○
年
代
二
・
八
三
、
七
○
年

代
一
・
四
四
、
八
○
年
代
一
・
三
一
、
そ
し
て

一
九
九
八
年
に
は
つ
い
に
○
・
九
を
下
回

る
。
図
３
は
一
九
八
一
年
、
八
九
年
、
九
四

年
の
年
齢
別
出
生
率
の
分
布
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
九
八
○
年
前
半
か
ら
後
半
に
か

け
て
出
生
年
齢
が
大
き
く
若
い
年
齢
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
は
前
述
し

た
一
九
八
五
年
を
境
と

し
た
結
婚
年
齢
の
早
期

化
の
影
響
で
あ
る
。
し

か
し
、
’
九
八
九
年
か

ら
一
九
九
四
年
に
か
け

て
は
各
年
齢
層
に
お
い

て
出
生
率
が
大
き
く
低

下
し
て
い
る
。
計
画
生

育
率
が
ほ
ぼ
一
○
○
％

に
達
し
、
毎
年
発
生
す

る
出
生
の
う
ち
九
○
％

以
上
が
第
一
子
と
い
う

出
生
パ
タ
ー
ン
が
定
着

し
た
結
果
で
あ
る
。
二

十
歳
前
半
で
結
婚
し
て

一
人
の
子
ど
も
を
三
十

歳
ま
で
に
ほ
ぼ
産
み
終

え
て
し
ま
う
と
こ
の
よ

う
な
出
生
モ
デ
ル
に
な

る
。
一
九
九
四
年
に
つ

る
。
一
九
九
四
年
に
つ
町
１
吋
‐
ｊ

い
て
地
域
別
、
各
歳
別

に
し
た
も
の
が
図
４
で
あ
る
。
日
本
の
出
生

率
と
比
較
す
る
と
そ
の
違
い
が
明
確
で
あ

上海市の年齢階級別出生率の推移図３

0.14

0.12

る
。今
日
の
極
め
て
低
水
準
の
出
生
率
は
、
四
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「遷移人ロ」と「流動人ロ」の
最終拠点となるアパート

マ
イ
ナ
ス
自
然
増
の
一
方
で
、
戸
籍
人
口

の
増
加
率
は
依
然
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
上
海

市
外
か
ら
の
人
口
転
入
で
あ
る
。

中
国
の
人
口
移
動
を
示
す
指
標
の
解
読
は

少
々
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
は
”
戸
口
“
と
い
う

戸
籍
制
度
が
存
在
し
、
人
口
統
計
も
主
と
し

十
数
年
間
貫
徹
し
て
行
わ
れ
て
き
た
出
生
政

策
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
る
。

〕
Ｅ
ロ
．
□

２ ５
０

わ
な
い
流
動
人
口
の

０
０

把
握
に
は
、
人
口
セ

ン
サ
ス
以
外
に
特
別
な
調
査
が
必
要
と
な

る
。
特
に
上
海
で
は
、
こ
れ
ま
で
政
府
の
関

連
部
門
が
協
力
し
て
行
っ
た
調
査
だ
け
で
も

て
こ
の
戸
籍
の
有
無

を
基
準
と
し
て
発
表

さ
れ
て
き
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。
概
し

て
言
う
と
、
中
国
の

人
口
移
動
に
は
、
戸

籍
登
録
地
の
変
更
を

伴
う
「
遷
移
」
と
、

戸
籍
登
録
地
の
変
更

を
伴
わ
な
い
「
流

動
」
と
が
あ
る
。
遷

移
人
口
は
戸
籍
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
人

口
セ
ン
サ
ス
や
各
年

の
公
安
統
計
の
集
計

結
果
に
よ
っ
て
あ
る

程
度
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
｜

方
戸
籍
の
移
転
を
伜

図４地域別・年齢別出生率（1995年）
す
で
に
六
回
に
及
ん
で
い
る
。

図
５
は
前
節
の
図
２
に
も
示
し
た
自
然
増

加
の
グ
ラ
フ
に
人
口
増
加
率
の
変
化
を
オ
ー
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0,00

５１８１７１８１９２０２１型２３２４２５２６２７２８２９３０３１０２３．型３５３６３７３８３２４０４１４２４ユ“４５４０４７４８４９
年鰍魚）

出典：上海市人口}由様調査弁公室『1995年全国１％人口抽様調査資料（上海分冊)」
厚生省統計情報部「人口動態統計』

注釈：上海は1994年、日本は1997年の出生率
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〔注４〕実際には、1958年の5,910.0k㎡から現

在の6,340.5k㎡まで漸増している。

バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
増

加
率
と
自
然
増
加
率
の
差
は
人
口
移
動
と
上

海
市
の
市
域
変
更
に
伴
う
人
口
の
変
化
を
表

す
。
上
海
市
の
市
域
は
一
九
五
八
年
に
隣
接

す
る
江
蘇
省
の
地
域
を
吸
収
し
六
五
四
・
四

六
平
方
談
胱
か
ら
五
九
一
○
・
○
一
平
方
キ
ロ

勝
に
大
幅
に
拡
大
し
て
以
降
は
大
き
な
変
化

が
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
の
差
は
移
動
人
口

の
差
と
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
よ

い
（
注
４
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
年
末
人

口
で
把
握
で
き
る
移
動
人
口
の
範
囲
は
戸
籍

移
転
を
伴
う
「
遷
移
」
人
口
の
み
で
あ
る
。

遷
移
人
口
の
推
移
は
、
戸
籍
制
度
の
成
立
、

す
な
わ
ち
一
九
五
八
年
の
『
戸
口
登
記
条

例
』
の
制
定
に
よ
っ
て
測
定
が
容
易
に
な

る
。
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
戸
籍
は
固
定
さ

れ
、
農
村
か
ら
都
市
に
移
動
し
て
き
た
と
し

て
も
戸
籍
の
移
転
が
無
い
限
り
衣
食
住
す
べ

て
に
至
る
物
資
が
配
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
、
管
理
下
に
お
か
れ
た
組
織
内
な
移
動
以

外
、
自
由
な
移
動
が
ほ
ぼ
不
可
能
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
頃
ま
で
の
人
口
移

動
は
こ
の
戸
籍
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
極
め
て

特
殊
な
移
動
に
限
り
れ
た
。
一
九
五
七
年
か
ら

六
六
年
に
お
け
る
内
陸
部
や
辺
境
地
建
設
の
た

め
の
転
出
、
’
九
六

八
年
か
ら
七
二
年
ま

で
は
文
化
大
革
命
初

期
の
知
識
青
年
の
上

山
下
郷
お
よ
び
幹
部

の
下
放
つ
ま
り
外
地

へ
の
大
規
模
な
転

出
、
文
革
後
の
一
九

七
八
、
七
九
年
に

ピ
ー
ク
に
達
し
た
知

識
青
年
の
帰
還
に
よ

る
大
規
模
な
転
入
が

は
っ
き
り
と
み
て
と

れ
る
。
こ
れ
ら
の
移

動
が
政
治
的
な
動
機

で
窓
意
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
明
白
で
あ

る
。

一
九
八
○
年
に
入

る
と
様
相
が
一
変
す

る
。
遷
移
人
口
は
あ

る
一
定
の
幅
を
保
ち

な
が
ら
安
定
的
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
が

人口増加率と自然増加率図５
%。
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出典：上海市統計局『上海市統計年鑑』中国統計出版社
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新たな都市建設 こ挑む上海

分
か
る
。
し
か
も
そ
の
数
は
多
い
年
で
も
七

万
人
弱
程
度
で
、
全
市
人
口
規
模
あ
る
い
は

自
然
増
加
率
の
低
下
の
度
合
い
か
ら
す
る

と
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
は
な
い
（
図

６
）
。
こ
れ
は
上
海
へ
の
人
口
移
動
が
安
定

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
遷
移
人
口
は
あ
く
ま
で
”
政
治
的
“
に

決
定
さ
れ
て
お
り
、
’
九
八
○
年
以
降
も
か

た
ち
は
変
わ
れ
ど
、
依
然
と
し
て
政
策
的
に

制
限
さ
れ
た
一
部
の
移
動
を
表
す
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
本
質
的
性
格
に
変

化
は
な
い
。
一
九
八
○
年
以
降
遷
移
人
口
の

転
入
理
由
は
就
職
、
就
学
関
係
が
大
半
を
占

め
、
か
つ
、
そ
の
人
口
の
学
歴
は
上
海
市
平

均
よ
り
も
か
な
り
高
い
。
つ
ま
り
、
極
端
な

表
現
を
用
い
れ
ば
、
上
海
市
の
発
展
に
貢
献

す
る
よ
う
な
優
秀
な
人
材
だ
け
に
限
ら
れ
た

枠
の
新
た
な
上
海
戸
籍
を
与
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
制
度
が
『
上
海
市
蘭

印
戸
口
管
理
暫
行
規
定
（
’
九
九
三
年
）
』

で
あ
る
。
こ
の
規
定
が
戸
籍
取
得
の
条
件
と

し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
学
歴
、
職
業
上
の

技
能
と
実
績
、
金
銭
的
な
保
証
等
に
お
け
る

極
め
て
高
い
水
準
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
規
定
の
み
で
戸
籍
を
与
え
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
基
本
的
な
方

針
に
違
い
は
な
い
。

実
際
の
移
動
人
口
は
、

戸
籍
集
計
に
は
現
れ
な
い

巨
大
な
人
口
の
団
塊
で
あ

る
。
そ
れ
が
流
動
人
口
で

あ
る
。
一
九
七
九
年
以
降

の
経
済
改
革
に
よ
っ
て
戸

籍
登
録
者
の
み
に
限
定
さ

れ
て
き
た
配
給
制
度
の
重

要
度
が
低
下
し
徐
々
に
モ

ノ
が
自
由
化
し
、
都
市
で

の
衣
食
住
の
需
要
は
Ｊ
市

場
“
を
通
し
た
金
銭
取
引

で
満
た
す
こ
と
の
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
変
わ
っ
て
き

た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
都
市

戸
籍
取
得
と
い
う
困
難
な

手
続
き
を
踏
ま
ず
と
も

人
々
は
移
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本

来
な
ら
、
『
戸
口
登
記
条

例
』
、
『
関
於
城
鎮
暫
住
人

口
管
行
規
定
二
九
八

五
）
』
お
よ
び
『
上
海
市

遷入・選出人ロおよび遷移率図６
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〔注５］1988年の調査では43.7％の流動人口が

未届け。

〔注６〕上海市流動人ロ調査における調査対象

者は、中国国籍のものすべてで、調査時に常

住戸籍所在地を離れ非常住戸籍所在地に１日

および１日以上居住している者である。

〔注７〕この調査における流動の定義は、行政

区によって11区分に分けた各境界を超えてい

ることである。流入人ロ276万人の中には１５

パーセントに相当する市内流動も含まれてい

る。よって、市外からの流入人口は237万人

となる。

暫
住
人
口
管
理
規
定
三
九
八
八
百
に
基

づ
き
、
三
日
間
以
上
非
戸
籍
登
録
地
に
滞
在

す
る
場
合
に
は
「
暫
住
登
記
」
を
行
な
い
、

三
ヶ
月
以
上
の
滞
在
で
「
暫
住
証
」
を
公
安

機
関
に
申
請
し
取
得
す
る
義
務
が
あ
る
が
、

そ
の
煩
雑
な
手
続
き
を
踏
ま
な
い
も
の
も
多

い
（
注
５
）
。
ゆ
え
に
、
流
動
人
口
の
把
握

に
は
特
別
な
調
査
を
必
要
と
す
る
。
上
海
市

が
お
こ
な
っ
た
最
新
の
流
動
人
口
調
査
（
第

六
次
流
動
人
口
抽
様
調
査
一
九
九
七
年
）

（
注
６
）
の
結
果
か
ら
そ
の
特
徴
を
挙
げ
て

み
よ
う
。

①
流
人
人
口
（
注
７
）
は
一
九
九
七
年
二

七
六
万
人
で
一
九
八
八
年
一
二
四
・
六
万

人
の
約
二
倍
。
一
九
九
三
年
の
二
八
一
万

人
か
ら
は
減
少
。

②
男
子
、
若
年
層
が
多
い
。
（
図
７
）

③
学
歴
は
、
中
卒
が
四
七
・
三
％
、
小
学

卒
二
○
・
六
％
、
高
卒
一
一
・
九
％
で
、
非

識
字
者
も
五
・
七
％
い
る
。

④
有
配
偶
者
六
九
・
六
％
、
未
婚
者
二
八
・

五
％
。

⑤
も
と
の
居
住
地
は
上
海
周
辺
地
区
で
あ

る
安
徽
省
、
江
蘇
省
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
二

一
・
八
％
、
二
一
・
一
％
、
漸
江
省
一
一
一
・

｜
％
、
四
川
省

八
・
三
％
。

⑥
居
住
地
区
は

市
区
が
八
一
・

七
％
で
、
そ
の

う
ち
緑
辺
地
域

に
住
む
も
の
が

六
八
・
九
％
を

占
め
る
。
住
宅

の
形
態
は
、
民

間
賃
貸
が
三
九

・
九
％
、
宿
舎

・
仮
設
住
宅
が

二
五
・
七
％
、

公
共
賃
貸
が
一

四
・
五
％
。

⑦
経
済
活
動
目

的
の
流
入
が
全

体
の
七
○
・
八

％
、
そ
の
う
ち

ほ
と
ん
ど
が
現

場
や
工
場
、
レ

ス
ト
ラ
ン
等
で

の
労
働
や
商
売

に
従
事
す
る
。

上海市流入人口の年齢構成図７

０１５０ ０１００ ００５０ 0000 ００５０ 0100 0-150

出典：『上海流動人口現状輿展望』華東師範大学出版社、1998年
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新たな都市建設に挑む上海

〔注９〕1999年「流動人ロ計画生育管理弁法」

に基づいて「流動人ロ婚育証明」の内容の詳
細、手続きや管理の主体について明記したも

のである。この「婚育証明」は、戸籍地を離

れ、現住地に30日以上滞在する18歳から49歳

の就業者に対して携帯が義務付けられてい
る。

〔注８〕1991年に策定された「流動人ロ計画生育管
理弁法』の改定版であるが、流動人ロのうち出産
可能年齢にある既婚を対象とすること、「婚育証

明」の戸籍地での発行および現住政府への提出の

義務化、避妊手術醤用の雇用者もしくは現住政府
負担、現居住地管理が主体になること、罰金規定
の明記などが主な改正点である。

個
人
経
営
が
三
一
一
一
・
六
％
と
最
も
多
く
、

国
有
・
集
体
企
業
が
三
二
・
○
％
、
郷
鎮

企
業
九
・
五
％
、
外
資
企
業
八
・
五
％
。

⑧
流
入
前
の
職
業
は
五
四
・
六
％
が
農

業
。

⑨
上
海
で
の
月
額
収
入
は
二
○
○
～
六
○

○
元
が
五
八
・
二
％
、
六
○
○
～
’
○
○

○
元
が
一
一
二
・
○
％
。

⑩
滞
在
期
間
の
長
期
化
。
居
住
半
年
以
上

の
割
合
は
七
○
・
｜
％
で
、
一
九
九
三
年

四
九
・
○
％
か
ら
大
き
く
上
昇
。
一
年
以

上
五
年
未
満
も
一
一
一
六
・
三
％
に
達
す
る
。

⑪
「
暫
住
証
」
未
携
帯
者
二
八
・
八
％
含
就

業
証
」
未
携
帯
者
七
四
・
八
％
、
「
計
画
生

育
証
」
が
未
携
帯
者
六
七
・
九
％
・

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
上
海
の
出

生
率
は
低
下
し
、
戸
籍
を
伴
う
遷
移
人
口
は

極
め
て
特
殊
な
層
に
限
定
さ
れ
て
い
る
状
況

に
あ
っ
て
、
上
海
の
進
め
る
都
市
建
設
に
流

動
人
口
は
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

上
海
市
民
の
就
業
形
態
は
か
な
り
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
化
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
”
３
Ｋ
“

労
働
を
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
労
働
市
場
の

間
隙
を
縫
っ
て
、
建
設
現
場
や
工
場
で
の
労

働
、
あ
る
い
は
保
母
、
修
理
工
、
伝
統
的
な

行
商
な
ど
の
分
野
に
流
動
人
口
が
入
り
込

む
。し
か
し
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
も
少
な
く
な

い
。
最
も
深
刻
化
す
る
問
題
の
ひ
と
つ
が
計

画
生
育
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
上
海
市
の
出

生
数
は
七
・
四
一
万
人
で
そ
の
う
ち
上
海
戸

籍
か
ら
の
出
生
が
八
一
一
・
三
％
、
そ
れ
以
外

の
一
七
・
七
％
は
流
入
人
口
か
ら
発
生
し
て

い
る
。
出
生
率
を
直
す
と
そ
れ
ぞ
れ
四
・
六

七
跣
、
八
・
六
八
肺
と
な
り
流
入
人
口
の
出

生
率
が
二
倍
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

同
年
の
流
入
人
口
に
よ
る
出
生
の
う
ち
第
一

子
で
あ
っ
た
の
は
七
九
％
で
、
第
二
子
が
一

九
・
四
％
、
第
三
子
以
上
が
一
・
五
％
で
あ
っ

た
。
戸
籍
人
口
の
第
一
子
が
九
七
％
で
あ
る

こ
と
と
比
較
す
る
と
二
人
目
以
上
の
出
生
件

数
が
か
な
り
多
い
。
上
海
市
の
計
画
外
出
産

件
数
は
三
千
五
四
五
件
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
九
一
一
・
三
％
が
流
人
人
口
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。
流
入
人
口
に
よ
る
計
画
外
出

産
数
は
一
九
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て

二
・
’
一
一
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
上
海
市
政
府

は
『
上
海
市
流
動
人
口
計
画
生
育
管
理
暫
行

規
定
二
九
九
四
旨
を
改
定
し
、
’
九
九

八
年
『
上
海
市
外
来
流
動
人
員
計
画
生
育
管

理
弁
法
』
を
発
布
し
た
。
流
動
人
口
の
出
生

管
理
は
上
海
の
規
定
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
職
場
、
住
宅
管
理

者
等
の
責
任
を
促
し
、
「
流
動
人
口
計
画
生

育
証
明
」
の
登
録
を
強
化
す
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
全
国
で
も
『
流
動
人
口

計
画
生
育
工
作
管
理
弁
法
二
九
九
九
・

一
）
』
（
注
８
冨
流
動
人
口
婚
育
証
明
管
理
規

定
（
二
○
○
○
・
一
）
』
（
注
９
）
が
施
行
さ

れ
、
流
動
人
口
に
対
す
る
出
生
管
理
は
中
国

計
画
生
育
の
中
心
課
題
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
犯
罪
発
生
率
の
高
さ
、
住
居

や
衛
生
環
境
の
劣
悪
性
、
教
育
、
医
療
・
保

険
・
福
祉
等
と
い
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
低
さ
等
、
流
人
人

口
に
関
す
る
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
持
続
的
な
経
済
成
長
に
流
入
人
口
が
欠

か
せ
な
い
今
日
、
こ
れ
ら
の
人
口
を
締
め
出

す
の
で
は
な
く
、
宣
伝
・
指
導
・
教
育
を
重

視
し
都
市
の
制
度
に
適
応
さ
せ
て
い
く
方
向

に
政
策
は
進
ん
で
い
る
。
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上
海
で
は
経
済
政
策
、
人
口
政
策
の
一
環

と
し
て
極
め
て
大
胆
な
都
市
建
設
を
進
め
て

い
る
。
上
海
が
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
持
続

的
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
計
画
的
な

都
市
計
画
と
合
理
的
な
人
口
再
配
置
が
不
可

欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

市
中
心
部
に
お
け
る
人
口
稠
密
度
は
世
界

の
水
準
に
照
ら
し
て
も
極
め
て
高
い
。
経
済

活
動
の
中
心
部
に
位
置
す
る
黄
浦
、
南
市
、

盧
湾
、
静
安
の
四
区
は
一
平
方
キ
ロ
厨
あ
た
り

四
万
五
○
○
○
～
六
万
人
に
人
口
密
度
を
有

し
、
周
辺
六
区
で
も
一
万
五
○
○
○
～
三
万

五
○
○
○
人
に
達
す
る
。
東
京
の
二
十
三
区

が
一
万
三
○
○
○
人
、
最
も
人
口
密
度
の
高

い
中
野
区
で
も
二
万
人
で
あ
る
。
市
の
経
済

活
動
の
基
幹
部
分
に
お
け
る
過
度
の
人
口
集

中
は
、
土
地
利
用
を
効
率
化
し
外
資
の
融
資

環
境
を
高
め
る
こ
と
で
更
な
る
経
済
成
長
を

求
め
る
上
海
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
要
因
で
あ
る
。
問
題
解
決
の
た
め
、
上

も
と
で
Ⅱ
圏
内
も
昔

経
済
の

海
市
で
は
一
九
八
○
年
代
以
降
急
速
な
勢
い
調

で
都
市
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
行
政
区

画
の
変
更
や
管
理
主
体
の
移
行
を
通
じ
て
こ

れ
ま
で
郊
県
で
あ
っ
た
区
画
を
市
区
に
変
更

し
、
あ
る
い
は
郊
県
内
の
郷
を
鎖
に
変
え
る

こ
と
で
、
都
市
部
の
人
口
が
都
市
戸
籍
か
ら

農
村
戸
籍
へ
変
更
す
る
こ
と
な
く
移
動
が
で

き
る
よ
う
に
、
大
幅
に
市
部
を
拡
大
し
て
い

る
。
上
海
の
面
積
は
一
九
五
八
年
の
大
幅
な

拡
張
後
、
今
日
ま
で
基
本
的
に
変
更
は
な
い

こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
市
区
面

積
は
周
辺
の
郊
県
が
区
に
編
入
さ
れ
る
形
で

急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、
一
九
九
八
年
に
松

江
を
県
か
ら
区
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
一
九

五
八
年
に
は
僅
か
二
・
四
％
で
し
か
な
か
っ

た
市
区
面
積
は
と
う
と
う
全
市
面
積
の
五
○

％
を
超
え
る
に
至
っ
た
（
図
８
）
。
こ
の
よ

う
な
大
規
模
な
市
域
拡
大
は
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
都
市
部
機
能
の
郊
外
化
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
の
準
備
で
あ
る
。
日
本
の

よ
う
な
資
本
主
義
社
会
で
あ
れ
ば
、
地
価
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
税
制
等
に
よ
っ
て
地
価
の

高
い
都
心
部
に
は
自
ず
と
収
益
還
元
性
の
高

い
企
業
等
が
入
り
込
み
、
住
宅
は
郊
外
へ
と

移
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
価
と
い



巴

う
概
念
が
発
生
し
、
土
地
の
使
用
権
と
所
有

権
の
分
離
が
な
さ
れ
、
不
動
産
市
場
が
で
き

て
間
も
な
い
中
国
で
は
、
市
場
原
理
に
任
せ

た
都
市
再
配
置
に
期
待
す
る
の
は
極
め
て
難

し
い
。
そ
こ
で
政
府
に
よ
る
大
胆
な
都
市
再

開
発
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九

八
○
年
代
か
ら
始
ま
る
住
宅
制
度
改
革
を
伴

い
、
新
し
い
住
宅
区
が
急
速
な
速
さ
で
周
辺

の
区
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
中
心
区
、
特
に

虞
湾
、
静
安
と
い
っ
た
繁
華
街
を
抱
え
る
地

域
で
は
、
政
府
に
よ
る
大
規
模
な
住
民
移
転

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

都
市
機
能
配
置
が
変
化
す
れ
ば
人
口
移
動

Ｉ

戸
籍
人
口
の
急
速
な
出
生
率
低
下
に
よ
り

上
海
の
人
口
は
未
曾
有
の
速
度
で
高
齢
化
し

て
い
る
。
上
海
の
人
々
の
教
育
水
準
は
上
昇

を
続
け
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
現
代
化
し
、

結
婚
、
出
産
、
家
族
と
い
っ
た
概
念
も
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
高
度
な
経
済
成

長
に
よ
っ
て
、
産
業
構
造
も
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
、
上
海
市
民
の
労
働
形
態
も
今
後
大

の
性
格
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

四
、
終
わ
り
に

ね
り
、
上
海
市
民
の
労
働
形
態
も
今
後
大

き
く
変
化
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
。
上
海
市
の
計
画
生
育
は
、
こ

れ
ま
で
の
上
海
市
民
の
み
を
対
象

に
し
た
施
策
か
ら
、
流
動
人
口
を

含
め
た
広
範
な
展
開
へ
と
移
行
し

銅
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
は
既
婚
カ
ツ

区政
プ
ル
の
み
な
ら
ず
、
未
婚
若
年
層

行嶢
に
対
す
る
”
思
春
期
教
育
“
に
も

重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
上
海
で

は
計
画
出
生
政
策
が
始
ま
り
二
○

年
以
上
が
経
つ
。
”
一
人
っ
子
”

第
一
期
コ
ー
ホ
ー
ト
は
す
で
に
結

婚
年
齢
に
達
し
今
後
続
々
と
一
人
っ
子
同
士

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
現

行
法
規
は
、
一
人
っ
子
同
士
の
夫
婦
が
二
人

目
の
子
ど
も
を
産
む
こ
と
を
許
可
し
て
い
る

（
『
上
海
市
計
画
生
育
条
例
』
第
十
二
条
、
十

三
条
）
。
出
生
率
は
ど
の
程
度
ま
で
上
昇
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
？
あ
る
意
識
調
査
結
果

で
は
、
上
海
の
夫
婦
の
希
望
子
ど
も
数
は
一

・
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
出
生
動
向

の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
劇
的
な
人
口
政

策
の
転
換
が
な
い
限
り
、
戸
籍
人
口
の
上
昇

の
当
面
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
今
後
の

経
済
成
長
に
不
可
欠
な
労
働
力
、
あ
る
い
は

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
し
て
、
流
動
人
口
の
重
要
性
は
今
後
も
増

し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
、
上
海
は
そ
の
強
力
な
政
治
的
・

経
済
的
パ
ワ
ー
を
背
景
に
、
革
命
的
な
都
市

再
開
発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
都
市
機
能
配

置
を
合
理
化
し
、
次
世
紀
に
お
け
る
持
続
的

な
成
長
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
よ
う
と
い

う
狙
い
が
み
て
と
れ
る
。
上
海
に
お
け
る
都
市

建
設
と
人
口
政
策
に
お
け
る
実
験
が
ど
の
よ

う
な
形
と
な
っ
て
結
実
す
る
の
か
、
今
後
の

展
開
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
が
四
月
七
日
か
ら
九

日
ま
で
開
か
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
滋
賀
県

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
第
十
五
回
Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
世
界
総
会
」
が
開
か
れ
た
。
今
回
、

滋
賀
県
で
開
か
れ
た
の
は
Ｇ
８
に
国
会
議
員

の
組
織
で
あ
る
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
意
見
を
反
映

し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
会
議
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
か
ら
十
ケ
国
、
約
三
○
人
の
国
会
議
員

が
参
加
し
、
地
球
規
模
的
環
境
問
題
に
つ
い

て
熱
心
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
八
日
の
午

前
は
「
第
一
部
：
気
候
変
動
ｌ
新
ミ
レ

ニ
ア
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
－
Ｊ
と
題
し
、
六

人
の
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
が
各
分
野
ご
と
に

環
境
を
考
慮
し
た
新
技
術
に
つ
い
て
専
門
的

な
説
明
を
行
っ
た
。

バ
ラ
ー
ド
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
社
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
カ
ー
シ
ュ
社
長
は
、

貧
し
い
資
源
を
有
効
に
使
う
た
め
の
燃
料
電

池
の
開
発
に
つ
い
て
説
明
し
、
自
動
車
会
社

や
ガ
ソ
リ
ン
会
社
な
ど
が
協
力
し
て
燃
料
電

池
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
設
立
し
、
更
な
る

燃
料
電
池
の
活
用
に
多
角
的
意
見

技
術
革
新
を
進
め
、
地
球
に
優
し
く
ま
た
高
詔

性
能
な
製
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
述

べ
た
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
中
村
徳
彦
理
事
は
、
燃

料
電
池
の
燃
料
を
何
に
す
る
か
考
え
て
い
く

上
で
、
安
全
性
、
安
定
補
給
、
コ
ス
ト
、
現

状
イ
ン
フ
ラ
の
他
に
環
境
へ
の
対
応
も
含
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

次
に
、
大
阪
ガ
ス
㈱
松
村
雄
次
常
務
取
締

役
は
、
日
本
で
は
天
然
ガ
ス
が
一
般
的
に
使

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
資
源
導
入
先
は
ほ
と

ん
ど
全
て
外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
日
本
近
海
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス

や
、
石
炭
か
ら
の
天
然
ガ
ス
つ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

三
洋
電
機
㈱
寺
田
一
房
夫
執
行
役
員
研
究
開

発
本
部
長
は
、
家
庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ

ネ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
「
家
庭

に
燃
料
電
池
を
設
置
し
、
燃
料
と
し
て
都
市

ガ
ス
を
使
用
し
発
電
後
、
電
気
及
び
排
熱
を

給
湯
に
利
用
す
る
。
ま
た
電
力
が
不
足
し
た

場
合
は
系
統
か
ら
供
給
、
余
っ
た
場
合
は
充

電
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
二

四
％
も
削
減
で
き
る
」
と
述
べ
た
。



ＧＬＯＢＥ

曰
石
三
菱
石
油
㈱
松
村
幾
敏
技
術
開
発
部

長
は
、
発
電
で
で
た
排
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
更

に
使
え
る
よ
う
貯
蔵
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
あ
り
、
熱
の
効
率
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

い
く
べ
き
と
述
べ
、
自
動
車
工
業
界
と
石
油

業
界
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
出
来
た
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｐ

（
』
眉
目
○
］
の
②
ご
少
』
司
勺
８
胃
四
日
）
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

最
後
に
、
松
下
電
工
㈱
橋
本
登
Ｆ
Ｃ
Ｇ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
部
長
が
、

環
境
に
優
し
い
ポ
ー
タ
ブ
ル
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
ま
だ
運
べ
る
ほ

ど
軽
く
は
な
く
、
三
六
○
万
円
と
コ
ス
ト
が

高
い
た
め
、
更
な
る
改
善
が
必
要
だ
」
と
述

べ
た
。

六
人
の
専
門
家
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
後
、
加
藤
修
一
参
議
院
議
員
が
「
政
治
家

の
姿
勢
、
ま
た
政
府
か
ら
の
資
金
導
入
に
関

し
て
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
問

い
に
、
カ
ー
シ
ュ
社
長
は
「
政
府
の
対
応
は

非
常
に
大
切
で
あ
る
。
資
金
的
に
教
育
や
訓

練
の
分
野
ま
で
拡
大
し
て
ほ
し
い
」
と
答
え

た
。

”
自
由
・
平
等
な

多
国
間
貿
易
の
た
め
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は

環
境
保
護
団
体
に
な
れ
な
い
“

ｌ
ラ
ビ
エ
ー
ル
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
次
長
ｌ

午
後
の
「
第
二
部
》
環
境
と
貿
易
ｌ

バ
イ
オ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
食
料
安
全
保
障

－
Ｊ
で
は
始
め
に
ポ
ー
ル
・
ヘ
ン
リ
・
ラ

ビ
エ
ー
ル
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
次
長
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

立
場
か
ら
環
境
と
貿
易
関
係
の
問
題
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
。
昨
年
シ
ア
ト
ル
で
行
な
わ

れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
閣
僚
会
議
で
は
、
農
産

愛
知
和
男
衆
議
院
議
員
は
「
日
本
は
九
つ

の
大
き
な
電
力
会
社
が
電
気
を
提
供
し
て
い

る
が
、
今
後
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
に
変
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

イ
ン
ド
の
Ｋ
・
Ｍ
・
カ
ー
ン
上
院
議
員

は
、
途
上
国
の
電
力
不
足
や
技
術
不
足
が
開
発

の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
途
上
国
と

先
進
国
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
と
発
言
し
た
。

日
本
の
電
力
会
社
は
分
散
型

シ
ス
テ
ム
に

ｌ
愛
知
和
舅
・
衆
議
院
議
員
Ｉ

物
自
由
化
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
な

ど
に
対
し
、
日
本
や
欧
州
が
環
境
保
全
な
ど

農
業
の
多
面
的
機
能
の
観
点
か
ら
過
度
な
自

由
化
に
反
対
し
て
交
渉
が
決
裂
し
た
。
Ｇ
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
環
境
保
全
の
観
点

も
考
慮
す
る
べ
き
と
の
声
が
あ
っ
た
中
、

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
現
在
も
今
後
も
環
境
保
護
団
体

に
な
れ
な
い
し
、
な
ら
な
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は

オ
ー
プ
ン
で
平
等
な
多
国
間
貿
易
の
た
め
の

制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
四

つ
の
原
則
の
枠
組
み
は
⑪
物
品
が
類
似
で

あ
っ
た
場
合
平
等
で
あ
る
こ
と
、
②
も
っ
と

も
少
な
い
貿
易
の
制
約
、
③
貿
易
の
調
和
、

側
貿
易
の
透
明
性
で
あ
る
。
昨
年
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

内
に
貿
易
・
環
境
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

が
、
環
境
保
護
政
策
は
各
々
の
国
に
権
限
が

あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
懸
念
で
あ
る
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
問
題
を
更
に
複
雑
化
し
、

貿
易
・
環
境
の
関
係
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
Ｍ
・
Ｓ
・
ス
ワ
ミ
ナ
サ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
環
境
技
術
計
画
部
長
が
、
「
世
界
の

多
く
の
地
域
で
は
、
未
だ
に
食
料
不
足
の
た

め
人
々
が
栄
養
失
調
な
ど
で
苦
し
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
途
上
国
地
域
で
も
、
こ
こ
過
勿



”
京
都
議
定
書
の
同
意
を
“

Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
に
申
し
入
れ

最
終
曰
の
四
月
九
日
は
、
’
第
三
部
：
地

球
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
ー
ニ
十
一
世
紀
に

議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
ｌ
」
と
題
し
、

議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
、
堂
本
暁
子
参

議
院
議
員
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
自
具
の
曰
巴
」
ｏ
目
色
］

総
裁
）
が
地
球
規
模
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
運
営

・
管
理
・
統
治
）
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

「
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
違
っ
て
国
民
代
表
の
立
場

で
あ
る
国
会
議
員
は
、
多
く
の
情
報
を
得
な

去
二
十
年
間
、
経
済
発
展
し
つ
つ
あ
る
が
、

そ
の
利
益
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日

本
を
始
め
と
す
る
先
進
国
に
流
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
世
界
貿
易
条
約
は
、
そ
う
し
た
貧

し
い
国
の
中
小
企
業
を
保
護
し
、
職
を
増
や

す
よ
う
な
制
度
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
自
ら
が
貧
困

を
撲
滅
で
き
る
よ
う
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
・
食
品
に
関
し
て
は
、
安
全
性
に

つ
い
て
消
費
者
が
知
る
権
利
が
あ
り
、
情
報

の
提
供
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
た
。

が
ら
、
国
連
な
ど
の
国
際
的
な
場
で
自
分
達

の
意
見
を
反
映
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
回
、
こ
こ
大
津
で
総
会
を
開
催
し
た

の
も
Ｇ
８
に
影
響
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
」

と
強
調
し
た
。

次
に
、
広
中
和
歌
子
参
議
院
議
員
（
「
地
球

憲
章
」
起
草
委
員
・
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
』
：
：
副

総
裁
）
が
今
年
六
月
に
ハ
ー
グ
で
正
式
に
発

表
さ
れ
る
「
地
球
憲
章
」
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
こ
の
「
地
球
憲
章
」
は
、
世
界
の
人
々

が
共
感
す
る
倫
理
的
な
も
の
で
あ
り
子
孫
へ

と
伝
え
ら
れ
て
い
く
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ

た
。
全
文
と
一
六
の
諸
原
則
か
ら
成
立
っ
て

お
り
、
⑩
生
命
共
同
体
へ
の
尊
敬
と
配
慮
、

②
生
態
系
の
保
全
、
③
社
会
と
経
済
の
公

正
、
ま
た
側
民
主
主
義
、
非
暴
力
と
平
和
等

の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
広
中
議
員

は
、
「
こ
の
「
地
球
憲
章
」
を
教
科
書
の
中

に
含
め
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

最
後
に
、
鈴
木
基
之
国
連
大
学
副
学
長
が

淡
水
問
題
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
「
過
去
五

○
年
間
で
世
界
の
人
口
は
倍
増
し
た
が
、
水

の
需
要
、
必
要
性
は
三
倍
に
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
温
暖
化
の
影
響
で
世
界
の
各
地
で
洪

水
が
発
生
し
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
大
陸
で
は
、
川
が
何
カ
国
に
も
渡
っ
て

流
れ
て
お
り
、
国
際
的
な
水
の
管
理
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
を
し
た
。

’
一
一
人
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
言
の
後
、
討
論

が
行
な
わ
れ
、
イ
ン
ド
の
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ

イ
ア
議
員
が
途
上
国
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
「
経
済
発
展
と
環
境
保
全
と
ど
の
様
に
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
べ
き
か
」
と
の
問
い

に
、
広
中
議
員
は
「
今
現
在
の
短
期
的
な
国

益
を
考
え
る
の
で
は
な
く
長
期
的
な
利
益
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
え
た
。

Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
が
最
終
日
を
迎
え
て

い
た
九
日
、
ア
メ
リ
カ
が
二
○
○
二
年
ま
で

の
京
都
議
定
書
発
行
に
反
対
し
協
議
が
難
航

し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
堂
本

暁
子
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
『
日
の
目
島
。
：
］
総
裁
か

ら
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
は
、
二
○
○
二
年
の
京
都

議
定
書
の
発
行
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
、
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
に
お
い
て
同
意
に

い
た
る
よ
う
、
強
く
申
し
入
れ
る
」
と
清
水

環
境
庁
長
官
へ
手
紙
を
提
出
し
た
。
し
か

し
、
Ｇ
８
は
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立
が
解
け
な

い
ま
ま
「
ほ
と
ん
ど
の
国
に
と
っ
て
二
○
○

一
一
年
を
意
味
す
る
」
と
す
る
共
同
宣
言
を
採

択
し
て
閉
幕
し
た
。

（
加
藤
祐
子
）
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難
」
紀
京
れ
Ｊ
ｍ
へ
》

溌
一
世
東
さ
賛
に
」
へ
」
『

難
函
、
催
協
Ｌ
｛
Ⅲ
イ

ト
（
》
左
、
が
開
く
室
川
←

謝
一
で
ｊ
で
協
矼
１
｝

｛
Ｔ
館
境
催
発
江
一

淫
会
環
主
開
引
「
（
Ｔ

（
》
一
』
｛
上
・
の
・
汀
曰

泣
パ
ー
山
糧
団
ロ
ー

評
学
食
財
人
丘

亜
大
・
境
ア
ー

Ｉ
京
ロ
環
ジ
ニ

ー
〉
『
〆
東
人
球
ア
ト
〉

一
一
Ｔ
、
－
－
地
財
上

Ｉ
、
ノ
ム
と
／
Ⅱ
介

し
（
一
且
休
ウ
部
ｗ

ｆ
Ｂ
ジ
学
ｊ

へ
ト
ン
一
丁
別
ポ
農
」
｛

駐
〔
月
ン
学
ｑ
エ

ニ
｛
ぃ
－
５
シ
大
た
く
二
ｍ
口

今
世
紀
、
世
界
の
人
口
は
か
っ
て
な
い
勢

い
で
増
加
し
、
現
在
一
九
五
○
年
以
前
に
生

ま
れ
た
人
は
、
人
類
史
上
初
め
て
人
口
が
倍

増
し
た
の
を
経
験
し
た
こ
と
に
な
る
。
現

在
、
人
口
は
数
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
所
得
の
増
加
に
よ
り
豊
か
な
人
が
増

え
、
更
に
食
糧
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

食
べ
物
の
種
類
も
変
化
し
、
多
く
の
人
々
が

肉
な
ど
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
を
好
み
、
需

要
が
急
速
に
増
加
し
た
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の

例
で
い
う
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
世
界
に
五

時
間
に
一
件
の
割
合
で
開
店
し
て
い
る
。

食
糧
生
産
は
一
九
五
○
年
頃
ま
で
、
作
付

け
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
で
食
糧
を
増
産
し

要
因
に
も
焦
点
を

人
口
数
だ
け
で
な
く
水
・
食
料
不
足
の

函

第
一
部
の
基
調
講
演
で
、
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ

チ
研
究
理
事
長
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士

が
、
「
環
境
劣
化
は
い
か
に
経
済
発
展
を
阻
害

す
る
か
ｌ
農
業
生
産
と
の
関
連
ｌ
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

て
き
た
。
ま
た
、
一
九
五
○
年
以
降
は
、
｜

面
積
あ
た
り
の
収
量
の
増
加
で
食
糧
増
産
に

成
功
し
て
き
た
が
、
一
九
九
○
年
か
ら
伸
び

率
が
下
降
に
転
じ
て
い
る
。
一
九
五
○
年
か

ら
九
○
年
ま
で
二
・
一
％
あ
っ
た
食
糧
生
産

伸
び
率
が
、
’
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
九
年

は
、
｜
・
二
％
に
ま
で
落
ち
こ
ん
だ
。
環
境

問
題
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
気
候
変
動
、

土
壌
問
題
や
水
問
題
、
ま
た
植
物
の
生
態
的

な
限
界
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
食
糧
増

産
が
限
界
に
達
し
て
い
る
、
と
ブ
ラ
ウ
ン
博

士
は
分
析
し
て
い
る
。

水
不
足
は
現
在
、
世
界
各
地
で
重
大
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
ナ
イ
ル
川
や
黄
河
で
さ

Ｂブ
ラ
●
ワ
ン
博
士

ハグミハハハグ、〆ソヘヴ、〆、グL'Ｖ、’、'、Ｊ、’、Ｐ､〆、〆Ｖヘリ、
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え
河
口
に
届
く
ま
で
に
水
が
干
上
が
っ
て
し

ま
う
な
ど
、
現
状
は
深
刻
で
あ
る
。
水
不
足

は
「
水
を
め
ぐ
る
争
い
」
ま
で
引
き
起
こ

し
、
河
川
の
上
流
に
あ
る
工
業
地
帯
に
対

し
、
水
不
足
が
深
刻
な
河
口
付
近
に
あ
る
農

業
地
帯
と
の
争
い
や
、
国
と
国
を
め
ぐ
る
国

際
河
川
で
の
争
い
な
ど
、
国
際
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

人
口
学
者
は
と
か
く
人
口
の
数
だ
け
に
焦

ま
ず
、
森
敏
教
授
が
〃
曰
冨
弓
国
ａ
○
局
の
の
ロ

函
の
電
○
］
こ
は
：
（
第
三
次
緑
の
革
命
）
“
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
森
教
授
は
第
三
次
緑
の
革

命
と
し
て
、
こ
れ
以
上
優
良
な
耕
作
可
能
な

農
地
の
拡
大
が
望
め
な
い
こ
と
と
、
こ
れ
以

上
優
良
土
壌
で
の
生
産
性
を
上
げ
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
不
良
士
壌
に
耐
性
な
品
種
の
開

発
に
注
目
し
て
い
る
。

石
灰
質
の
ア
ル
カ
リ
土
壌
に
は
鉄
分
が
不

(麺

第
二
部
は
、
「
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
へ
の

五
つ
の
提
言
」
と
題
し
、
東
京
大
学
農

学
部
か
ら
五
人
の
教
授
が
各
々
の
専
門

分
野
か
ら
、
ト
リ
レ
ン
マ
を
い
か
に
打

破
す
る
か
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

点
を
当
て
分
析
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
人
口

増
加
に
よ
り
、
水
不
足
や
食
糧
不
足
を
招
い

て
い
る
こ
と
な
ど
、
社
会
的
側
面
を
見
失
い

が
ち
で
あ
る
と
、
プ
ラ
ン
博
士
は
指
摘
し
、

人
口
の
一
定
化
を
は
か
る
こ
と
、
栄
養
の
面

で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
、
ま
た
水
の
生
産

性
を
上
げ
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

足
し
て
い
る
た
め
、
作
物
が
鉄
剤
の
土
壌
施

肥
や
、
鉄
材
の
葉
面
散
布
に
よ
り
鉄
を
吸
収

す
る
技
術
の
開
発
や
、
鉄
欠
乏
耐
性
品
種
な

ど
に
焦
点
を
あ
て
研
究
を
続
け
て
い
る
。
森

教
授
に
よ
る
と
、
不
良
土
壌
耐
性
品
種
が

続
々
と
開
発
さ
れ
、
真
の
意
味
の
第
三
次
緑

の
革
命
が
到
来
す
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
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２１世紀シンポジウム「人ロ・食糧・環境」

次
に
、
秋
田
茂
誠
教
授
が
「
持
続
的
食
料

生
産
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
秋
田
教

授
は
食
糧
や
人
口
な
ど
の
要
因
は
地
球
規
模
的

に
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
た
め
屡
曰
亘
鼻

■
・
３
］
ご
》
し
。
（
５
．
８
］
々
ご
と
訴
え
て
い

る
。
つ
ま
り
、
開
発
途
上
国
と
先
進
国
と
の

間
で
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

食
糧
需
給
や
人
口
と
い
う
捉
え
方
は
説
得
力

を
持
た
な
い
と
指
摘
し
、
各
々
の
土
地
や
国

に
あ
っ
た
政
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
述

べ
た
。

ま
た
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
最

先
端
技
術
が
食
糧
問
題
の
切
り
札
と
な
る
と

一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
技
術
が

先
進
国
で
は
な
く
、
開
発
途
上
国
の
農
業
に

使
え
て
は
じ
め
て
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
、

と
主
張
し
、
こ
れ
ら
の
先
端
技
術
だ
け
で
は

問
題
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ

と
、
古
く
か
ら
あ
る
技
術
も
取
り
込
み
な
が
ら

研
究
を
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

次
に
、
古
谷
研
教
授
が
「
海
洋
漁
業
資
源

の
持
続
的
生
産
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
年

間
の
漁
業
生
産
量
は
一
九
八
○
年
末
ま
で

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
一

九
九
九
年
代
に
入
る
と
増
加
傾
向
は
鈍
り
、

飯
山
賢
治
教
授
は
、
「
熱
帯
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
廃
棄
物
を
用
い
る
生
物
資
源
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
プ
ラ
ン

鮓司）》川批加川剛Ⅷ噸洲川Ⅷ亜痙鰍鉛

捕
獲
漁
獲
量
は
ほ
ぼ
停
滞
し
て
い
る
。
こ
れ

は
魚
類
生
産
が
限
界
に
近
い
こ
と
の
現
れ
で

あ
る
と
、
古
谷
教
授
は
指
摘
し
た
。
海
洋
の

生
態
系
が
ど
れ
だ
け
の
漁
業
資
源
を
支
え
ら

れ
る
か
答
え
る
に
は
、
海
洋
生
態
系
そ
の
も

の
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
養
殖
業
に
お
い
て
も
沿
岸
生
態
系

を
理
解
し
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
海
域
の

肥
沃
化
に
よ
り
、
生
物
生
産
力
を
持
続
的
に

高
め
る
と
い
う
次
世
紀
へ
の
挑
戦
と
い
え

る
。
生
物
生
産
性
を
持
続
的
に
利
用
す
る
た

め
に
は
漁
獲
対
象
生
物
の
生
態
や
動
態
の
み

を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
海
域
の
物
質
循
環

や
生
物
群
集
の
動
態
な
ど
の
理
解
が
不
可
欠

で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

資
源
と
環
境
保
全
の
た

め
に
廃
棄
物
の
有
効
利

用
を



く
資
源
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

指
摘
し
、
ま
た
現
在
先
進
国
が
有
し
て
い
る

技
術
力
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
廃
棄

物
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

述
べ
た
。

し
か
し
、
集
荷
コ
ス
ト
及
び
輸
送
コ
ス
ト

な
ど
が
か
か
り
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
、
廃
棄
物
が
出
る
そ
の
現
地
で

有
効
利
用
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
る
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
す
る
発

展
途
上
国
で
実
施
可
能
な
単
位
技
術
の
開
発

を
図
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
の
有
効
利
用
は
資

源
の
保
全
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
環

源
の
保
全
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

境
保
全
に
も
寄
与
す
る
と
述
べ
た
。

最
後
に
田
中
忠
次
教
授
は
、
「
水
資
源
の

役
割
と
そ
の
持
続
的
確
保
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
地
球
は
水
の
惑
星
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
利
用
で
き
る
水
は
地
球
に
存
在
す
る
水

の
○
・
○
’
二
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
水
資

源
の
利
用
可
能
量
を
増
や
し
、
利
用
効
率
を

貯
水
ダ
ム
の
活
用
と

「
地
下
ダ
ム
」
に
注
目

高
め
、
持
続
的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
、

水
不
足
が
深
刻
な
現
在
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
述
べ
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
貯
水
ダ
ム

の
持
続
性
、
海
水
の
淡
水
化
、
気
象
制
御
、

地
下
水
開
発
と
保
全
、
水
利
用
の
効
率
化
と

反
復
利
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
貯
水
ダ
ム

と
し
て
フ
ィ
ル
ダ
ム
を
取
り
上
げ
、
ゼ
ロ
エ

地
球
上
の
環
境
問
題
が
食
糧
不
足
や
水
不

足
を
引
き
起
こ
し
、
人
類
の
未
来
に
警
告
を

発
し
て
い
る
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
に

対
し
、
技
術
的
進
歩
で
環
境
問
題
を
克
服

し
、
持
続
可
能
な
開
発
に
希
望
を
抱
い
て
い

る
東
京
大
学
農
学
部
教
授
と
の
間
で
、
活
発

な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
二
十
｜
世
紀
は
ま

さ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
時
代
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
産
の
た
め
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）

函）

第
三
部
は
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生

命
科
学
研
究
科
長
の
林
良
博
教
授
と
同

研
究
科
の
武
内
和
彦
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
招
き
、
講
演
者
が
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
の
建
設
が
可
能
で
あ
る
と
い
鍵

う
利
点
と
、
地
震
な
ど
に
対
す
る
安
全
性
の

確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま

た
、
地
下
ダ
ム
は
環
境
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク

ト
が
小
さ
く
、
地
下
に
貯
蔵
さ
れ
た
場
合
蒸

発
を
減
じ
る
こ
と
が
出
来
る
点
で
、
注
目
さ

れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
環
境

を
考
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
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次期世界人ロ会議に日本政府が積極姿勢

蕊
次
期
世
界
人
ロ
会
議
に
日
本
政
府
が
積
極
姿
勢

人口問題協議会代表幹事

尾崎美干生

三
月
二
十
七
日
か
ら
国
連
本
部
で
開
か
れ

た
第
三
十
三
回
国
連
人
口
開
発
委
員
会
に
は

三
月
二
十
七
日
～
’
一
一
十
一
日
、
国
連
本
部

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十

三
回
一
国
連
人
口
開
発
委
員
会
」
に
出
席
、

国
際
人
口
開
発
会
議
二
九
九
四
年
・
カ
イ

ロ
）
以
降
の
各
国
政
府
の
人
口
問
題
へ
の
取

組
み
や
、
「
カ
イ
ロ
＋
、
」
（
二
○
○
四
年
）

を
含
め
国
連
を
通
じ
て
の
今
後
の
人
口
活
動

Ｉ
国
連
人
口
開
発
委
員
会

『
可
の
○
○
ミ
「
ミ
の
「
。
。
。
。
、
Ｃ
ご
こ
む
ｑ
○
コ
①
。
。
Ｃ
の
べ
二
畳
）
ミ
の
ミ

早
期
準
備
開
始
決
議
案
は
否
決

ｌ
国
連
人
ロ
開
発
委
員
会
に
出
席
し
て
Ｉ

日
本
政
府
代
表
と
し
て
阿
藤
誠
・
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長
を
団
長
に
石
井

に
対
す
る
各
国
の
関
心
を
探
る
機
会
を
得

た
。
ま
た
こ
れ
に
先
立
つ
一
一
一
月
一
一
十
三
日
～

二
十
五
日
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
開
か
れ
た

「
ア
メ
リ
カ
人
口
苧
工
雪
を
見
学
、
世
界
で
最

も
活
発
な
人
口
研
究
を
推
進
し
て
い
る
同
琴
工
云

の
討
論
を
通
じ
て
最
近
の
人
口
研
究
の
動
向

の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

太
・
厚
生
省
大
臣
官
房
政
策
課
課
長
補
佐
、

栗
田
伸
一
・
外
務
省
地
球
規
模
問
題
課
事
務

官
が
出
席
し
た
。

今
回
の
国
連
人
口
開
発
委
員
会
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
正
式
議
題
は
「
人
口
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
開
発
」
で
、
昨
年
六
月
の
国
連
人
口

開
発
特
別
総
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
プ
ラ
ス
５
）
を

受
け
て
今
後
の
課
題
を
協
議
す
る
こ
と
が
目

的
。
委
員
会
は
九
四
年
の
国
際
人
口
開
発
会

議
（
カ
イ
ロ
）
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計

画
」
（
ｂ
８
ｍ
Ｂ
日
日
の
。
届
少
昌
・
口
）
に

沿
っ
て
、
各
国
政
府
が
取
り
組
ん
で
き
た
人

口
政
策
に
つ
い
て
各
代
表
が
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
を
発
表
す
る
「
本
会
議
」
と
、
人
口
開
発

委
員
会
の
今
後
の
検
討
課
題
や
来
年
以
降
の

同
委
員
会
で
審
議
す
る
議
題
な
ど
を
協
議
す

る
「
非
公
式
会
合
」
が
並
行
す
る
形
で
行
わ

れ
た
。

lil
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私
が
同
委
員
会
に
出
席
し
た
の
は
、
「
カ

イ
ロ
会
議
」
以
降
の
加
盟
各
国
の
取
組
み
状
況

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
も
う
一
つ
の
目
的
は

日
本
国
内
で
関
心
が
吉
園
ま
っ
て
い
る
次
期
世
界

人
ロ
会
議
に
対
す
る
委
員
会
事
務
局
及
び
各
国

の
意
向
を
公
式
、
非
公
式
に
探
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
先
ず
後
者
に
つ
い
て
結
論
的
に
言
え
ば
、

①
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
カ
イ
ロ
会
議
」
か

ら
十
年
目
に
あ
た
る
二
○
○
四
年
に
世
界

人
口
会
議
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
を
提

唱
し
て
い
る
こ
と
は
、
予
想
以
上
に
国
連

加
盟
国
の
間
に
よ
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
。

②
日
本
政
府
は
今
回
の
人
口
開
発
委
員
会

で
は
二
○
○
四
年
に
世
界
規
模
の
ハ
イ
レ

ベ
ル
会
議
を
実
現
す
る
こ
と
に
積
極
的
な

姿
勢
を
示
し
た
。

③
し
か
し
、
二
○
○
四
年
を
目
指
し
て
人

口
開
発
委
員
会
事
務
局
が
本
年
か
ら
準
備

を
開
始
す
る
と
の
決
議
案
は
「
時
期
尚

早
」
（
日
②
日
日
員
の
）
と
し
て
退
け
ら

れ
、
二
○
○
四
年
問
題
の
取
扱
い
は
来
年

次
期
世
界
人
ロ
開
発
会
議
に

つ
い
て

の
人
口
開
発
委
員
会
に
持
ち
越
さ
れ
た

（
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

④
以
上
の
経
緯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委
員

会
終
了
後
関
係
者
に
直
接
当
た
っ
て
得
た

感
触
で
は
委
員
会
事
務
局
や
関
係
国
の
間

で
は
依
然
と
し
て
日
本
開
催
に
期
待
す
る

声
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

本
会
議
に
出
席
し
た
小
林
大
使
は
「
今
日

の
国
際
社
会
は
人
間
の
安
全
保
障
を
脅
か
す

様
々
な
問
題
の
挑
戦
を
受
け
て
お
り
、
人
口

と
開
発
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
こ

れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
女
性
へ
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
と
男
女
平
等
社
会
の
実
現
が
不

可
欠
と
の
認
識
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
我

が
国
の
最
近
の
努
力
の
実
績
と
し
て
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
制
定
と
「
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
」
の
改
正
強
化
を
挙
げ
た
。

ま
た
対
外
的
な
努
力
と
し
て
一
九
九
五
年
の

「
第
四
回
世
界
女
性
会
議
」
（
北
京
）
の
際
、
日

小
林
秀
明
・
国
連
曰
本
政
府

代
表
部
大
使
が
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト

本
政
府
が
打
ち
上
げ
た
Ｗ
Ｉ
Ｄ
（
三
Ｃ
Ｂ
ｇ

甘
口
の
ぐ
の
｝
。
ご
曰
の
具
）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
お

よ
び
一
九
九
四
年
に
米
国
と
共
同
し
て
提
案
・

実
施
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｉ
（
２
．
ヶ
口
巨
ｍ
ｍ
Ｐ
の
、
旨
ご
‐

四
身
の
○
口
で
：
已
四
毬
。
。
：
ロ
レ
Ｓ
ｍ
）
を

挙
げ
、
す
で
に
目
標
を
達
成
し
た
後
者
に
つ

い
て
は
日
本
政
府
が
引
き
続
き
積
極
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
そ
の
継
続
に
意

欲
を
示
し
た
。

さ
ら
に
今
日
の
国
際
社
会
の
中
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
果
た
す
役
割
を
高
く
評
価
し
、
日
本
政
府

が
実
施
し
て
い
る
「
草
の
根
無
償
資
金
」
が

人
口
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
さ
れ
て

お
り
、
男
女
平
等
の
実
現
に
も
貢
献
し
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

最
後
に
小
林
大
使
は
「
二
○
○
四
年
の
世

界
規
模
の
会
議
）
（
の
］
。
：
］
の
。
＆
の
富
の
の
←
‐

甘
囚
ご
』
ｇ
』
）
に
触
れ
、
「
カ
イ
ロ
会
議
で

行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
十
年
目
に
当

た
る
二
○
○
四
年
に
高
齢
化
や
エ
イ
ズ
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
な
ど
の
人
口
と
開

発
に
関
す
る
諸
問
題
を
協
議
す
る
た
め
世
界
規

模
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
を
開
く
こ
と
は
時
宜
に

叶
っ
て
い
る
」
「
日
本
と
し
て
は
そ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
実
現
へ
２
畳
別
の
協
議
に
積
極
的
に
参

3６
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非
公
式
会
合
は
今
回
人
口
開
発
委
員
会
の

副
議
長
に
選
ば
れ
た
ア
ン
ト
ー
ー
オ
・
ゴ
リ
ー

ニ
氏
（
イ
タ
リ
ア
）
を
議
長
役
に
本
会
議
と

並
行
し
て
別
室
で
開
か
れ
た
。
こ
の
非
公
式
会

合
に
は
次
の
三
つ
の
決
議
案
が
諮
ら
れ
た
。

①
「
人
口
、
ジ
ェ
ン
グ
ー
、
開
発
」
に
関

す
る
国
連
人
口
部
へ
の
要
望

②
第
三
十
四
回
人
口
開
発
委
員
会
（
二
○

○
｜
年
）
以
降
の
同
委
員
会
の
議
題

③
二
○
○
四
年
に
お
け
る
人
口
と
開
発
に

関
す
る
国
際
会
議
の
開
催

①
に
関
し
て
は
国
連
人
口
部
に
対
し
、
全

て
の
人
口
政
策
の
調
査
研
究
に
当
た
っ
て
は

各
国
政
府
が
国
際
比
較
が
可
能
に
な
る
よ
う

に
年
齢
別
、
性
別
に
仕
分
け
ら
れ
た
人
口
学

的
、
社
会
・
経
済
的
デ
ー
タ
を
集
め
る
な
ど

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
組
み
込
ん
で
調
査
を

進
め
る
こ
と
。

国
連
人
口
部
が
、
エ
イ
ズ
や
乳
幼
児
、
幼

児
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
高
齢
化
人
口
な
ど
の

加
し
て
い
き
た
い
」
と
の
意
欲
を
表
明
し
た
。

非
公
式
会
合

分
析
を
行
う
場
合
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ス
と
人
口
学
的
な
意
味
づ
け
に
特
に

留
意
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
性
的
虐
待
や
搾

取
、
人
身
売
買
、
暴
力
な
ど
を
含
む
女
性
と

子
ど
も
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
差
別
と

虐
待
に
関
す
る
統
計
資
料
を
改
善
す
る
こ
と

ｌ
を
求
め
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

②
に
関
し
て
は
人
口
開
発
委
員
会
の
来
年

以
降
の
課
題
と
し
て
次
の
テ
ー
マ
が
決
議
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

第
三
十
四
回
（
二
○
○
一
年
）

ｌ
人
口
、
環
境
、
開
発

第
三
十
五
回
（
二
○
○
二
年
）

ｌ
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
／

ヘ
ル
ス

第
三
十
六
回
（
二
○
○
三
年
）

ｌ
人
口
、
教
育
、
開
発

③
第
三
の
決
議
案
で
は
「
人
口
問
題
の
高

い
政
策
レ
ベ
ル
で
の
継
続
的
な
関
心
を
維
持

す
る
べ
く
」
ま
た
三
○
○
四
年
で
カ
イ
ロ

行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
て
十
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
何
ら
か
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
可
能
性
を
議
論
し
た
う
え
で
」

「
国
連
事
務
総
長
に
対
し
、
二
○
○
四
年

に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
政
府
間

会
議
を
開
催
す
る
た
め
の
具
体
策
と
、
必
要

事
項
に
関
す
る
報
告
書
を
来
年
の
人
口
開
発

委
員
会
に
提
出
す
る
準
備
を
す
る
よ
う
要
請

す
る
」
と
の
事
務
局
案
が
諮
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
代
表
は
小
林
国
連
代
表

部
大
使
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
線
に
沿
っ
て
賛

成
の
意
向
を
素
唄
こ
れ
に
事
務
局
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
一
員
で
あ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
が
賛
同
し
た
。

し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
Ｅ
Ｕ
代
表
）
が

「
時
期
尚
早
」
と
し
て
反
対
し
た
の
を
先
頭

に
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
、
南
ア
、
韓

国
、
中
国
各
国
代
表
は
表
現
の
違
い
は
あ

れ
、
反
対
の
意
向
を
表
明
し
た
。
議
長
役
の

ゴ
リ
ー
ニ
ー
・
イ
タ
リ
ア
代
表
は
国
連
で
の

個
人
的
な
体
験
談
ま
で
持
ち
出
し
て
早
め
に

準
備
を
開
始
す
る
と
の
事
務
局
案
へ
の
再
考

を
促
し
た
が
、
Ｅ
Ｕ
代
表
か
ら
逆
に
議
事
進

行
へ
の
過
剰
介
入
と
し
て
ク
ギ
を
指
さ
れ
る

一
幕
も
あ
っ
た
。

二
○
○
四
生
決
議
の
否
決
の

士
同
皇
皐

７

一
一
○
○
四
年
に
ハ
イ
レ
ペ
ル
の
政
府
代
表
３



に
よ
る
世
界
会
議
を
想
定
し
て
本
年
か
ら
準

備
活
動
を
開
始
す
る
と
い
う
決
議
案
が
採
用

に
至
ら
な
か
っ
た
背
景
に
は
次
の
様
な
「
未

成
熟
な
」
事
情
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

①
一
連
の
国
連
会
議
に
対
す
る
経
済
社
会

理
事
会
の
協
議
待
ち

九
○
年
代
に
は
「
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
（
九

○
年
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
、
「
地
球
サ
ミ
ッ

ト
」
（
九
二
年
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
、

「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
（
九
四
年
・
カ
イ

ロ
）
、
「
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
（
九
五
年
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）
、
「
第
四
回
世
界
女
性
会

議
」
（
同
．
北
京
）
と
い
う
一
連
の
国
連
会

議
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
国
連
会
議
は
五

年
を
経
過
し
た
段
階
で
レ
ビ
ュ
ー
会
議
が
国

連
特
別
総
会
の
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

六
月
の
カ
イ
ロ
・
プ
ラ
ス
５
に
続
い
て
本
年

六
月
に
は
社
会
開
発
、
女
性
会
議
の
レ

ビ
ュ
ー
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
国
連
会
議
を
取
り
仕
切
っ
て
き
た

経
済
社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
は
各

会
議
の
レ
ビ
ュ
ー
会
議
が
終
了
す
る
本
年
七

月
に
、
こ
う
し
た
国
連
会
議
の
今
後
の
運
営
方

針
に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

人
口
開
発
委
員
会
で
「
時
期
尚
早
」
派
が

多
数
を
占
め
た
中
に
は
、
こ
の
言
わ
ば
上
位

機
関
の
方
針
決
定
以
前
に
五
年
後
の
会
議
に

コ
ミ
ッ
ト
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
、
本
国
政

府
の
訓
令
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

②
米
国
の
大
統
領
選
挙
待
ち

一
九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
を
積
極
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
た
米
国
は
、
人
口
開
発
委
員
会

開
会
前
か
ら
「
乏
巴
←
：
。
、
①
の
一
（
静
観
）

の
態
度
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
判
断

の
中
に
は
今
秋
の
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
大

統
領
候
補
が
勝
利
す
る
か
、
共
和
党
大
統
領

が
実
現
す
る
か
に
よ
っ
て
人
口
政
策
、
あ
る

い
は
国
連
外
交
そ
の
も
の
に
対
す
る
米
政
府
の

対
応
が
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危

慎
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

③
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
も
新

体
制
待
ち

カ
イ
ロ
会
議
を
準
備
段
階
か
ら
積
極
的
に

リ
ー
ド
し
た
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連

人
口
基
金
事
務
局
長
は
本
年
末
ま
で
に
リ
タ

イ
ヤ
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
、
ま
た
同
事

務
局
長
を
支
え
た
上
級
幹
部
も
定
年
な
ど
で

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
を
次
第
に
去
っ
て
い
る
。
ま

た
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

シ
と
い
う
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
主
柱
に
二

○
一
五
年
ま
で
の
長
期
目
標
を
掲
げ
た
「
行

動
計
画
」
に
国
際
合
意
を
取
り
付
け
た
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
に
、
い
ま
の
と
こ
ろ
二
○
○
四
年
に
向

け
て
の
新
し
い
息
吹
き
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
今
の
と
こ
ろ
国
連
人
口
部
が
二

○
○
四
年
の
世
界
人
口
会
議
に
向
け
て
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
い
る
格
好
だ
が
、
同

人
口
部
に
は
財
政
的
基
盤
が
な
く
、
巨
額
の

資
金
で
開
発
途
上
国
の
人
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
し
て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
は
途
上
国

に
対
す
る
影
響
力
が
全
く
違
う
。
今
回
の
人

口
開
発
委
員
会
で
事
務
局
提
案
に
途
上
国
の

賛
意
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
こ
こ
に
も
一

つ
の
要
因
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

委
員
会
終
了
後
接
触
し
た
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、

中
国
、
韓
国
な
ど
は
決
議
案
に
反
対
し
た
理

由
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
上
記
①
を
挙
げ
、
「
日

本
開
催
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

「
日
本
が
二
○
○
四
年
開
催
へ
の
意
欲
を
失
わ

な
い
で
欲
し
い
」
な
ど
の
意
向
を
示
し
た
。

各
国
の
曰
本
開
催
へ
の
感
触

３８
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人
口
開
発
委
員
会
の
冒
頭
、
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
ィ
ヅ
ク
・
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
は

次
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
た
。

昨
年
の
人
口
開
発
委
員
会
の
後
二
つ
の
記

念
す
べ
き
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
一
九
九
九
年

十
月
十
二
日
、
こ
の
地
球
に
六
十
億
人
目
の

人
間
が
誕
生
し
た
こ
と
、
一
九
九
九
年
六
月

三
十
日
’
七
月
一
一
日
に
国
際
人
口
開
発
会
議

の
行
動
計
画
の
実
施
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る

た
だ
し
、
｜
イ
ベ
ン
ト
」
の
内
容
に
つ
い

て
は
各
国
バ
ラ
バ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

お
り
、
米
国
は
決
議
案
を
伴
わ
な
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
形
式
の
政
府
間
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
な
ど
の

開
催
、
国
連
人
口
基
金
は
決
議
案
を
伴
う
政

府
間
会
議
、
イ
タ
リ
ア
や
国
連
人
口
部
は
カ

イ
ロ
会
議
以
後
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
る

高
齢
化
や
エ
イ
ズ
、
思
春
期
、
人
口
移
動
な

ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
絞
っ
た
会
議
を
想
定
す
る

な
ど
、
ま
だ
共
通
意
識
は
整
っ
て
い
な
い
よ

う
に
観
測
さ
れ
た
。

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

国
連
人
口
基
金
事
務
局
長

国
連
本
部
で
の
人
口
委
員
会
に
先
立
つ
三

月
二
十
三
日
～
’
’
十
五
日
ま
で
ロ
ス
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
で
開
か
れ
た
。
会
員
三
千
人
の

内
、
半
数
の
千
五
百
人
が
参
加
し
た
と
い
わ

れ
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
そ
の
他
か
ら
著
名
な
研

究
者
が
集
ま
り
、
日
本
か
ら
は
河
野
稠
果
．

国
連
人
口
開
発
特
別
総
会
が
開
か
れ
た
こ
と

で
あ
る
。

六
十
億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
祝
福

の
日
で
あ
る
と
同
時
に
反
省
の
時
で
も
あ

る
。
そ
れ
は
過
去
の
い
か
な
る
時
代
よ
り
も

よ
り
多
く
の
人
が
長
生
き
と
健
康
の
日
々
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
同
時

に
、
い
か
に
し
た
ら
我
々
が
地
球
上
の
全
て

の
住
民
に
少
な
く
と
も
基
本
的
な
生
存
の
条

件
を
十
分
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を

考
え
直
す
べ
き
時
で
も
あ
る
。

国
連
特
別
総
会
で
は
国
際
人
口
開
発
会
議

で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
の
目
標
が
今

日
で
も
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
目
標
を
達
成
す

Ⅱ
ア
メ
リ
カ
人
口
学
会

、
Ｌ
Ｌ
．
、
＆
ミ
ミ
Ｓ
ご
雪
の
○
・
重
「
○
コ
・
玉
ョ
の
言
①

麗
沢
大
教
授
、
小
川
直
宏
・
日
大
教
授
、
津

谷
典
子
・
慶
応
大
教
授
、
佐
藤
龍
三
郎
・
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
部
長
、
岩

沢
美
穂
・
同
研
究
員
ら
が
参
加
し
た
。

会
叩
鰄
躍
伽
霊
蕊
灌
”

る
た
め
に
大
き
な
前
進
が
見
ら
れ
た
。
多
く

の
国
々
が
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
認
識
を
強
化
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
多
く
の
国
が
開

発
戦
略
の
中
に
人
口
問
題
を
統
合
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
多
く
の
国
が
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
広
げ
、
ア

ク
セ
ス
を
改
善
し
た
。

他
方
、
出
産
に
伴
う
疾
病
や
、
妊
産
婦
死

亡
率
、
思
春
期
の
人
々
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
、
性
的
ニ
ー
ズ
、
エ
イ
ズ
予
防
、
緊
急
事

態
に
見
舞
わ
れ
た
女
性
や
思
春
期
に
対
す
る
ケ

ア
な
ど
の
面
で
は
も
っ
と
積
極
的
で
緊
急
な
行

動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。



Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
役
員
が
朝
食
会

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ゴ
メ
ス
新
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
を
迎
え

四
月
二
十
一
日
（
金
）
、
午
前
八
時
か
ら

キ
ャ
ピ
タ
ル
東
急
ホ
テ
ル
の
日
光
の
間
で
、

今
年
新
し
く
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
に
就
任
し
た
ア

ン
ジ
ェ
ラ
・
ゴ
メ
ス
’
玄
史
、
並
び
に
新
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
財
睾
逓
担
当
の
ゲ
イ
・
ス
ィ
ー
・
ボ
ー
氏
、
イ

ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ユ
ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務

局
長
、
池
上
清
子
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
リ
ソ
ー
ス
・

モ
ー
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
を
迎

え
て
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
）
役
員
と
の
朝
食
会
が
開
催
さ
れ
た
。

朝
食
会
の
前
に
、
桜
井
新
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事

長
が
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ゴ
メ
ス
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長

と
会
談
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
設
立
背
景
に
つ
い

て
、
ま
た
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
が
人
口
問
題
に
対
す
る

日
本
政
府
か
ら
の
拠
出
金
を
確
保
す
る
た
め

積
極
的
に
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
説
明
し

た
。
ま
た
、
桜
井
議
員
は
、
三
十
一
世
紀

の
課
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
自
由
競

争
と
和
の
倫
理
を
両
立
さ
せ
、
基
礎
と
な
る

ス
／
ラ
イ
ッ
や
、
環
境
と
人
口
と
の
連
関
性

な
ど
に
関
す
る
研
究
が
相
対
的
に
減
り
、
代

わ
っ
て
死
亡
率
、
国
際
人
口
移
動
、
家
族
な

ど
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
発
表
が
目
立
っ
た

と
い
う
。

間
で
は
国
連
会
議
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た

り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
概
念
に
は

「
人
口
問
題
が
ミ
ク
ロ
に
陥
っ
た
」
と
す
る

批
判
的
な
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ま
た
環
境
と

人
口
と
の
相
互
関
係
に
は
一
般
の
関
心
は
強

い
が
、
こ
の
テ
ー
マ
を
統
計
的
、
数
量
的
に

分
析
す
る
こ
と
は
困
難
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

学
問
的
対
象
に
な
り
に
く
い
と
の
見
方
が
あ

る
。
死
亡
率
や
人
口
移
動
に
関
す
る
研
究
は

高
齢
化
社
会
の
訪
れ
と
関
係
が
あ
り
そ
う
。

離
婚
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
普
通
に
な
っ
た

い
ま
、
米
国
人
が
ミ
レ
ー
ー
ア
ム
に
際
し
て
改

め
て
「
家
族
と
は
何
か
」
に
焦
点
を
当
て
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
最
近
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
「
遺
伝

学
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
指
摘
す
る
向
き

も
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ナ
チ

の
「
優
生
学
」
研
究
が
ホ
ロ
ス
コ
ー
ト
と
結

び
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
遺
伝
学
は
米
国
で
も

も
と
も
と
米
国
に
限
ら
ず
、
人
口
学
者
の
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家
族
、
人
口
問
題
に
今
後
と
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
ガ
ー
・
ブ

リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
女
史
が
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
日
本
の

関
係
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い

る
。
引
き
続
き
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」
と

述
べ
た
。

朝
食
会
で
は
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会

長
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
幹
事
長
、
能
勢

和
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
が
出
席
し
、
ゴ
メ
ス
ー

Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
が
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
約
五
十
年
前
に
設
立
さ
れ
、

設
立
当
時
は
家
族
計
画
を
中
心
と
し
た
事
業

を
展
開
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
家
族
計
画

が
世
界
の
広
い
範
囲
で
普
及
し
、
活
動
課
題

を
「
生
殖
に
関
す
る
健
康
」
に
移
行
し
て
活

動
を
し
て
い
る
。
特
に
Ⅲ
男
性
の
参
加
、
②

若
者
の
参
加
、
サ
ー
ビ
ス
、
③
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問

題
に
焦
点
を
あ
て
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
現

在
、
若
者
（
十
五
才
～
二
十
五
才
）
の
人
口

は
一
○
億
人
を
超
え
、
性
に
つ
い
て
の
正
し

い
情
報
や
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
’
九
九
二
年
に
は
「
ビ
ジ
ョ

ン
二
○
○
○
」
を
発
表
し
、
二
○
○
○
年
を

に
ら
ん
だ
行
動
戦
略
が
計
画
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
世
界
最
大
級
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
、
現
在
一
五
二
ヶ
国
で
活
動
を
続
け

て
い
る
。
世
界
中
の
約
一
億
二
千
万
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、
政
策
決
定
の
場

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
限
ら
れ
た
資
源

を
有
効
に
使
う
た
め
、
一
番
の
貧
困
層
に
、

ま
た
最
も
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
に

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
届
く
よ
う
努
力
を
続
け

て
い
る
。

次
に
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
は
、
日

本
の
財
政
難
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
現
在
、
日
本
は
経
済
不
況
で
財
政
難
に
陥

り
、
拠
出
金
額
を
保
つ
の
が
大
変
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
資
金
を

有
効
に
使
え
る
よ
う
内
部
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。
人
口
問
題
の
重
要
性
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の

活
動
の
重
要
性
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
の

で
、
拠
出
額
を
保
つ
努
力
を
つ
づ
け
る
よ

う
、
Ｇ
７
の
問
で
も
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
も
こ
の
日
本
の
財
政
難
を
良
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
へ

き
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
研
究
と
実
用

へ
の
応
用
に
業
界
の
関
心
が
強
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
人
口
学
者
に
と
っ
て
も
研
究
費

を
入
手
し
や
す
い
と
い
う
事
情
が
か
ら
ん
で

い
る
よ
う
だ
。

日
本
の
人
口
学
会
が
名
目
四
百
人
、
学
会

出
席
者
は
約
百
人
と
い
う
実
態
に
比
べ
る
と

Ｐ
Ａ
Ａ
の
規
模
、
研
究
内
容
の
多
彩
さ
に
驚

か
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
最
近
に
お
け
る
「
遺

伝
学
」
の
復
興
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
米
国
の

学
問
研
究
は
社
会
と
の
接
点
を
重
く
み
る
、

実
践
的
（
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ッ
ク
）
な
傾
向
が

強
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
人
口
学
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
学
問
の
全
体
的
な
体

質
に
関
わ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

‐
●
尾
崎
美
千
生
〈
錆
ざ
鬘
…
》
’

一
九
三
七
年
、
長
崎
県
生
れ

〈
現
職
〉
人
ロ
問
題
協
議
会
代
表
幹
事

〈
最
終
学
歴
〉
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
業

〈
職
歴
〉
毎
日
新
聞
社
世
論
調
査
部
長
、
同
社
人
ロ
問
題
鯛

査
会
事
務
局
長
、
同
社
編
集
委
員
、
国
連
日
本
政

府
代
表
部
専
門
調
査
員
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鍵
『
ト
リ
レ
ン
マ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
．
０
．

坏
望
気
示
し

ノ

六
月
一
日
、
鋤
電
力
中
央
研
究
所
一
有
識

者
会
議
」
主
催
、
「
ト
リ
レ
ン
マ
・
シ
ン
ポ

、

ジ
ウ
ム
一
一
○
○
○
知
一
一
十
世
紀
を
振
り
返
る

’
二
十
一
世
紀
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
必
要
な

も
の
は
何
か
ｌ
」
が
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
二
十
世
紀
最
後
の
年
と
い
う

節
目
に
開
か
れ
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
「
ト
リ
レ
ン
マ
」
Ｔ
人
間
社
会
と
環
境

の
存
続
に
脅
威
と
な
る
〃
経
済
の
発
展
“
、

”
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
の
確
保
“
、

”
地
球
環
境
の
保
全
“
の
三
つ
の
制
約
）
を

克
服
す
る
た
め
に
、
人
間
や
国
家
、
企
業
が

如
何
に
行
動
す
べ
き
か
討
議
し
た
。

依
田
直
・
㈱
電
力
中
央
研
究
所
顧
問
の
挨

拶
に
続
き
、
近
藤
次
郎
・
㈱
国
際
科
学
技
術

財
団
理
事
長
が
ヨ
ト
リ
レ
ン
マ
有
識
者
会

議
』
か
ら
の
提
言
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

ト
リ
レ
ン
マ
克
服
の
た
め
の
「
七
つ
の
行

動
」
提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
省
資

ｆ刀Ｑ
ＴＲｌＬＥＭＭＡ
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『トリレンマ・シンポジウム2000』開く

源
化
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
促
し
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
人
材
育
成
の
重
要
性
を
調
っ
た

も
の
で
あ
る
。

佐
和
隆
光
・
京
都
大
学
経
済
研
究
所
教
授

が
一
二
十
一
世
紀
の
問
題
群
」
に
つ
い
て
講

演
。
今
世
紀
、
石
油
、
電
力
と
い
う
二
つ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
技
術
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
を
手
に
し
た
人
類
は
、
経
済
発
展
を
成
し

遂
げ
物
質
的
な
「
豊
か
さ
」
を
獲
得
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
（
二
○
○

一
年
か
ら
二
○
一
○
年
に
限
定
）
は
、
一
九

九
○
年
代
に
み
ら
れ
た
「
絶
対
的
一
な
近
代

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
相
対
化
」
に
よ
っ
て
、

絶
対
的
な
価
値
も
し
く
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

不
在
の
時
代
が
到
来
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
。

一
方
で
、
二
十
一
世
紀
は
環
境
保
全
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
だ
け
が
唯
一
絶
対
的
な
も
の
と
す

る
「
環
境
の
世
紀
」
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
日

本
は
「
脱
物
質
主
義
」
へ
の
動
き
と
同
調

し
、
世
界
に
「
メ
タ
ポ
リ
ズ
ム
（
循
環
代
謝

型
）
文
明
」
を
率
先
し
て
い
く
べ
き
だ
と
述

べ
た
。

続
い
て
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
過
去

に
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
専
門

家
達
に
よ
る
「
ト
リ
レ
ン
マ
」
解
決
策
に
つ

い
て
、
様
々
な
提
言
が
ビ
デ
オ
で
映
し
出
さ

れ
た
。「
変
質
す
る
科
学
と
社
会
」
と
題
し
た
村

上
陽
一
郎
・
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
教

授
の
講
演
で
は
、
二
十
世
紀
の
後
半
に
始

ま
っ
た
科
学
・
技
術
の
変
化
に
つ
い
て
言

及
。
科
学
は
、
科
学
者
の
純
粋
な
好
奇
心
に

駆
動
さ
れ
た
知
的
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
産

業
や
国
家
戦
略
、
社
会
的
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
研
究
な
ど
多
様
化
し
て
い
る
。
同
時

に
、
技
術
と
科
学
の
区
別
の
崩
壊
に
よ
っ

て
、
科
学
研
究
者
の
社
会
的
責
任
や
行
動
規

範
は
大
き
な
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、
今
日

こ
れ
ら
の
規
範
を
科
学
者
と
し
て
の
成
長
段

階
で
身
に
付
け
て
い
る
人
は
少
な
い
。
こ
の

よ
う
な
傾
向
は
二
十
一
世
紀
の
科
学
・
技
術

の
世
界
で
益
々
強
ま
る
と
述
べ
た
。

鈴
木
基
之
・
国
連
大
学
副
学
長
は
「
産
業

と
社
会
の
今
後
」
に
つ
い
て
、
「
有
限
の
地

球
資
源
は
増
加
し
続
け
る
人
類
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
支
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
環

境
は
壊
滅
的
に
劣
化
し
て
い
く
」
「
今
後
産

業
界
は
、
環
境
負
荷
を
減
ら
し
つ
つ
利
益
を

あ
げ
る
〃
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
“
の
概
念
を

基
に
、
資
源
の
最
大
の
利
用
と
環
境
負
荷
を

最
小
に
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
熱
弁
。
そ
の

達
成
に
は
、
課
税
な
ど
で
消
費
者
の
意
識
を

変
革
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
生
産
者

側
も
生
産
プ
ロ
セ
ス
か
ら
出
て
く
る
も
の
に

つ
い
て
全
責
任
を
負
う
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

「
変
わ
り
行
く
人
間
と
社
会
”
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
世
代
・
家
族
」
に
つ
い
て
千
葉
大
学

教
育
学
部
の
宮
本
み
ち
子
教
授
が
講
演
し
、

失
業
の
増
加
が
貧
困
、
青
年
の
精
神
や
学
校

文
化
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
性
別
に

よ
る
役
割
分
業
に
基
づ
い
た
”
近
代
家
族
“

の
減
少
が
結
婚
や
出
生
率
の
低
下
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
と
説
明
。
現
代
の
家
族
・
仕
事

・
教
育
の
危
機
は
人
間
社
会
の
再
生
産
の
危

機
を
意
味
し
、
今
こ
そ
”
量
“
か
ら
”
質
“

を
重
視
し
た
豊
か
さ
を
目
指
し
て
行
く
べ
き

だ
と
語
っ
た
。

最
後
に
、
小
島
明
・
日
本
経
済
新
聞
社
常

務
取
締
役
・
論
説
主
幹
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
村
上
教
授
、
鈴
木
教
授
、
宮
本
教

授
ら
四
人
に
よ
る
白
熱
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
佐
藤
太
英

・
㈱
電
力
中
央
研
究
所
理
事
長
の
閉
会
挨
拶

で
閉
幕
し
た
。
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人
口
減
少
社
会
を
目
前
に
す
る
中

で
、
最
近
に
な
っ
て
わ
が
国
で
も
「
人

的
資
本
」
の
充
実
と
そ
の
た
め
の
労
働

市
場
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
人
的
資
本
が
経
済
成
長
に

果
た
す
役
割
に
関
す
る
最
近
に
お
け
る

あ
る
研
究
を
紹
介
し
よ
う
。
研
究
対
象

国
は
欧
州
の
あ
る
国
で
あ
る
。
こ
の
研

究
で
は
、
ま
ず
、
年
齢
別
、
男
女
別
、

最
終
学
歴
別
の
賃
金
動
向
か
ら
マ
ク
ロ

の
「
人
的
資
本
」
を
定
義
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
人
的
資

本
は
過
去
二
十
年
間
で
年
率
○
・
九
％

上
昇
し
て
い
る
。
特
に
最
近
十
年
間
の

四 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

人
口
減
っ
て
も
プ
ラ
ス
成
長

人
的
資
本
の
質
が
上
昇

伸
び
率
は
一
・
四
％
と
高
く
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
人
的
資
本
の

上
昇
を
果
た
し
た
要
因
と
し
て
は
、
労

働
者
の
最
終
学
歴
が
高
ま
っ
て
き
た
と

い
う
側
面
と
並
ん
で
、
就
職
後
の
「
学

習
効
果
」
や
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
日
常
職
務
に

基
づ
い
た
訓
練
）
」
が
果
た
し
た
役
割

が
無
視
で
き
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
人
的
資
本
の

デ
ー
タ
を
使
っ
て
過
去
二
十
年
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
（
二
・
二
％
）
へ
の
寄
与
を

み
て
み
る
と
、
労
働
は
マ
イ
ナ
ス
の
寄

与
（
マ
イ
ナ
ス
○
・
四
％
）
で
あ
っ
た

が
、
人
的
資
本
の
寄
与
度
は
○
・
六
三

％
と
労
働
の
マ
イ
ナ
ス
寄
与
を
上
回
る

プ
ラ
ス
寄
与
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
後
の
十
年
間
を
展
望
す
る

と
、
人
的
資
本
の
寄
与
は
さ
ら
に
高
ま

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

労
働
の
寄
与
度
は
マ
イ
ナ
ス
○
・
二
％

で
あ
る
が
人
的
資
本
の
寄
与
度
は
一
・

二
％
へ
と
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

今
後
の
潜
在
成
長
率
は
三
・
六
％
に
高

ま
る
と
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
外
国
の
例
が
そ
の
ま
ま

わ
が
国
に
当
て
は
ま
る
か
否
か
は
今
後

の
研
究
を
待
つ
ほ
か
な
い
が
、
「
学
習

効
果
」
や
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
、
さ
ら
に
個
人

の
生
涯
教
育
の
充
実
に
向
け
た
労
働
市

場
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
わ

が
国
も
今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
お
い

て
プ
ラ
ス
の
成
長
を
維
持
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
な
い
。

（
圭
）

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
四
・
六
）

Ｔ
ｌ
－
－
－
－
１
Ⅲ
Ⅲ
易
、

・
人
口
減
っ
て
も
プ
ラ
ス
成
長
…
“

・
開
歳
以
上
町
の
５
割
超
す
…
…
妬

・
日
本
は
移
民
受
け
入
れ
を
…
…
媚

・
温
暖
化
、
具
体
論
先
送
り
…
…
㈹

。
「
外
国
人
は
異
質
」
？
…
…
…
灯

・
セ
ー
フ
セ
ッ
ク
ス
訴
え
る
・
・
《
…
岨

・
食
料
自
給
率
帽
％
に
引
上
げ
…
側

・
中
国
の
人
ロ
川
億
以
内
に
…
…
印

・
中
国
で
麗
業
用
水
が
ピ
ン
チ
…
印

・
中
国
系
住
民
の
出
生
率
低
下
…
釦

・
イ
ン
ド
人
ロ
、
加
億
人
突
破
…
印

。
案
外
多
い
二
人
っ
子
家
庭
…
…
団

・
農
地
側
％
土
壌
の
質
が
低
下
…
記

・
中
国
干
ば
つ
で
食
料
が
打
撃
…
艶

。
「
少
子
化
」
途
上
国
に
も
…
…
粥

・
健
康
な
寿
命
、
日
本
世
界
一
…
記

・
黄
河
の
水
で
砂
漠
を
畑
に
…
…
“

・
爆
発
し
た
弥
生
時
代
の
人
口
…
弱

・
女
性
二
○
○
○
年
会
議
閉
幕
…
開

・
卯
年
後
は
平
均
寿
命
卯
歳
に
…
卵

・
専
業
主
婦
志
向
続
か
な
い
…
…
訂

屯くじ
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すふお－らむこゆ

「
日
本
と
イ
タ
リ
ア
で
は
、
か
つ
て

な
い
規
模
の
移
民
受
け
入
れ
が
必
要
と

癒
る
－
１
先
進
諸
国
の
少
子
高
齢
化

状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
国
連
の
研
究

報
告
が
公
表
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
が

進
む
ほ
と
ん
ど
の
国
で
生
産
人
口
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
大
量
の
移
民
受
け

入
れ
が
不
可
欠
と
結
論
付
け
て
い
る
。

末 はしのは全
国
の
市
町
村
で
初
め
て
と
い
う
。

町
企
画
課
に
よ
る
と
、
人
口
は
三
月

現
在
で
五
千
四
百
六
十
六
人
。
う
ち

高
齢
化
率
日
本
一
の
山
口
県
東
和
町

五
日
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
町
民

五
○
・
○
二
％
に
達
し
た
、
と
発
表

た
。
五
割
の
「
大
台
」
に
乗
っ
た
の

■■薊

65歳以上

町の５割超す

四
日
鏑
瀞
胴
鱸
川
鮒
駿
処

高齢率１位

山口・東和町

小
渕
恵
三
前
首
相
の
「
虹
世
紀
日
本
の

構
想
」
懇
談
会
も
最
終
報
告
で
「
移
民

政
策
」
を
提
言
し
て
い
る
。
各
国
の
少

子
化
事
情
と
日
本
の
対
策
を
探
っ
た
。

【
井
田
純
】

★
韓
国
も
受
け
入
れ
国
に

研
究
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
「
補
充
移

民
、
国
際
人
口
移
動
は
人
口
減
少
・
高

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
二
千
七
百

三
十
四
人
（
男
性
九
百
九
十
八
人
、
女

性
千
七
百
三
十
六
人
）
を
占
め
た
。
警

察
官
の
春
の
異
動
な
ど
に
伴
い
、
転
入

者
よ
り
転
出
者
が
多
く
、
高
齢
化
率
が

二
月
末
現
在
（
四
九
・
六
八
％
）
か
ら

は
ね
上
が
っ
た
。

町
の
主
な
産
業
は
漁
業
と
温
州
ミ
カ

ン
栽
培
。
人
口
は
一
九
五
五
年
（
約
一

万
七
千
人
）
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
、

高
齢
化
率
は
八
○
年
の
国
勢
調
査
で
全

国
最
高
の
三
一
・
五
四
％
に
。
九
五
年

の
国
勢
調
査
で
も
四
七
・
四
％
と
、
日

本
一
を
更
新
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
四
・
六
）

一
層
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
と

い
う
。
特
に
こ
の
傾
向
が
著
し
い
イ
タ

リ
ア
で
は
今
後
別
年
間
に
総
人
口
が
昭

％
減
り
、
約
４
１
０
０
万
人
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
期
間
に
日
本
は
約
Ⅳ
％
（
２
０

０
０
万
人
）
減
の
’
億
５
０
０
万
人
程

度
に
な
る
と
い
う
。

国
連
は
、
こ
れ
ら
８
カ
国
で
は
合
計

入
§
５
－
４
５
３
秒
２
１
Ｊ
推
計
に

よ
れ
ば
、

低
出
生
率
と
寿
命
の
延
び
に
よ
り
、
８

カ
国
の
う
ち
米
国
を
除
く
７
カ
国
で
、

．￣斑ｆﾍﾞ！￣

Ffi窓(ijijP:111》鐘１

鐸鍵 一》

る折つ全ｌＥ州地韓伊米英国でえ齢
゜しい体口Ｕ連域一、、、へ、る化
てて￣ツ、合へと露独仏日８かを
い分にパヨ｜｜欧２，，，，力？救

一

も
受
け
入
れ
国
に
転
換
し
、
日
本
で
も

生
産
年
齢
（
旧
～
肌
歳
）
の
人
口
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
人
口
１
０
０
万
人

当
た
り
年
間
約
５
１
０
０
人
の
移
民
受

け
入
れ
を
必
要
と
す
る
、
と
推
定
し
て

い
る
。

★
外
国
人
と
共
生

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
、
法
務
省
は
３
月
に
告
示
し
た
「
第

特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
供
の
数
の
平
均
）
が
低
水
準
の

ま
ま
推
移
す
る
と
予
測
、
２
０
４
５
～

印
年
に
は
、
ド
イ
ツ
の
１
．
“
を
最
低

に
、
最
も
高
い
フ
ラ
ン
ス
で
も
ｌ
・
船

に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
合
計
特
殊
出
生

率
が
２
．
１
以
下
だ
と
人
口
減
に
つ
な

が
る
と
さ
れ
て
お
り
、
少
子
化
に
伴
う

人
口
減
少
は
先
進
国
共
通
の
傾
向
と
い

マ
フ
。か
つ
て
移
民
を
出
す
側
だ
っ
た
韓
国

・
保
健
シ
ス
テ
ム
、
日
本
１
位
…
町

・
酸
性
雨
で
中
国
荒
れ
る
国
土
…
記

・
成
長
率
維
持
策
歴
史
に
学
ぶ
…
記

・
南
ア
の
帽
歳
、
半
数
死
予
測
…
則

・
企
業
「
産
め
な
い
風
土
」
…
…
帥

`５



２
次
出
入
国
管
理
基
本
計
画
」
で
、
「
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
積
極
的
に
行
う

必
要
」
を
明
記
。
労
働
力
不
足
を
見
越

し
て
「
外
国
人
と
共
生
し
て
い
く
社
会

づ
く
り
一
を
う
た
い
、
「
永
住
者
」
な

ど
の
資
格
運
用
も
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
高
橋
重
郷
人
口
動

向
研
究
部
長
は
「
移
民
や
外
国
人
労
働

者
と
い
っ
た
国
際
人
口
移
動
は
政
策
と

い
う
よ
り
経
済
に
引
っ
張
ら
れ
て
起
き

る
も
の
。
バ
ブ
ル
経
済
期
が
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
、
今
後
日
本
の
景
気
が
上
向

け
ば
こ
の
問
題
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
く
る
」
と
語
る
。

そ
の
う
え
で
、
「
西
欧
各
国
を
見
る

と
、
移
民
は
言
語
や
文
化
的
結
び
つ
き

の
あ
る
旧
植
民
地
な
ど
か
ら
来
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
国
連
の
分
析
は
、
移
民
が

日
本
に
定
住
す
る
際
の
コ
ス
ト
を
考
え

て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、

健
康
保
険
や
子
供
の
教
育
、
年
金
問

題
、
公
的
な
看
板
や
書
類
な
ど
に
も
外

国
語
を
併
記
す
る
費
用
は
膨
大
な
も
の

に
な
る
、
と
言
う
の
だ
。

★
社
会
構
造
の
転
換
を

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
長
く

「
ひ
の
え
う
ま
」
の
１
９
６
６
年
が
最

低
だ
っ
た
が
、
朗
年
に
そ
れ
を
割
る
１

実
質
協
議
が
８
日
行
わ
れ
た
主
要
８

カ
国
（
Ｇ
８
）
環
境
大
臣
会
合
は
、
最

大
の
焦
点
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
め

ぐ
っ
て
、
京
都
議
定
書
の
「
早
期
発

効
」
と
い
う
共
通
認
識
は
確
認
で
き
た

も
の
の
、
発
効
の
時
期
で
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
各
国
の
意
見
の
違
い
が
そ
の
ま

ま
主
張
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
。
環
境
庁

は
「
少
し
ず
つ
前
身
は
し
て
い
る
」
と

Ｇ
８
の
結
束
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
具

・
面
を
記
録
。
以
来
、
政
府
は
飢
年
の

育
児
休
業
制
度
制
定
を
は
じ
め
、
育
児

休
業
給
付
を
打
ち
出
し
、
昨
年
皿
月
に

は
保
育
所
整
備
な
ど
を
軸
と
し
た
子
育

て
支
援
策
「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
た
。
し
か
し
、
「
ど
の
施
策
が

出
生
率
上
昇
に
つ
な
が
る
か
検
証
す
る

こ
と
は
困
難
」
と
い
う
阿
藤
誠
・
同
研

究
所
長
の
分
析
が
示
す
よ
う
に
出
生
率

の
急
上
昇
は
望
め
そ
う
も
な
い
。

同
研
究
所
に
よ
る
２
０
５
０
年
の
推

定
人
口
は
、
国
連
の
予
測
よ
り
少
な
い

１
億
ｍ
万
人
だ
。
厚
生
省
人
口
間
題
審

園温暖化対策、具体論先送り
Ｇ
８
担
当
大
臣
会
合
で
結
束

体
論
に
ま
で
な
か
な
か
進
め
て
い
な
い

の
は
事
実
で
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
関
係
者
か
ら
は
不
満
の
声
も
出
て

い
る
。

【
字
城
昇
、
岡
橋
賞
子
】

議
会
専
門
委
員
の
網
野
武
博
・
上
智
大

教
授
（
児
童
福
祉
）
は
「
結
婚
、
出
産

は
選
択
肢
の
一
つ
、
と
い
う
時
代
に

な
っ
た
の
は
よ
い
こ
と
だ
が
、
子
供
を

産
み
育
て
る
こ
と
へ
の
関
心
が
薄
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
一
と
話
す
。
人
口
研

の
高
橋
部
長
は
「
若
く
て
安
い
労
働
力

を
必
要
と
す
る
社
会
・
産
業
構
造
を
続

け
る
限
り
対
策
は
な
い
。
高
齢
者
が
貢

献
で
き
る
社
会
に
転
換
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
四
・
七
）

■
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

８
日
の
協
議
の
席
上
、
日
本
と
と
も

に
京
都
議
定
書
の
２
０
０
２
年
ま
で
の

発
効
を
主
張
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
ト

リ
ッ
テ
ィ
ン
環
境
・
自
然
保
護
・
原
子

力
安
全
相
は
「
屹
年
ま
で
の
発
効
が
重

要
。
７
月
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
も
議
題

に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
一
と
訴
え
た
。

一
方
、
最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

国
、
米
国
は
「
批
准
の
権
限
を
持
つ
上

院
が
『
経
済
面
で
他
国
と
の
競
争
力
を

保
持
す
る
た
め
、
主
要
途
上
国
が
参
加

し
な
い
の
に
批
准
す
る
と
、
自
国
の
不

利
益
に
な
る
』
な
ど
と
主
張
し
て
い

る
一
と
、
発
効
時
期
の
明
示
に
慎
重
な

姿
勢
を
示
し
て
き
た
。

こ
の
日
も
マ
ッ
ケ
イ
ブ
米
環
境
保
護

局
副
長
官
が
「
国
内
対
策
に
十
分
努
め

て
い
る
。
議
定
書
発
効
に
反
対
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
た
。

結
局
、
協
議
は
「
京
都
議
定
書
の
早

期
発
効
の
た
め
、
Ｇ
８
が
政
治
的
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
」
と
い
う
共

通
認
識
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

■
議
長
国
は
複
雑

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
議
長
国
・
日

本
の
立
場
は
複
雑
だ
。

昨
秋
、
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
た
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第
５
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
５
）
で
、
日
本
は
屹
年
ま
で

の
京
都
議
定
書
発
効
に
賛
同
し
て
お

り
、
早
期
発
効
に
積
極
的
な
立
場
を

と
っ
て
い
る
。
ま
た
同
条
約
第
３
回
会
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８
日
固
ま
っ
た
主
要
８
カ
国
（
Ｇ

８
）
環
境
大
臣
会
合
の
共
同
宣
言
案

（
要
旨
）
は
次
の
通
り
。

【
気
候
変
動
】

先
進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
を
義
務
付
け
た
京
都
議
定
書
を
各
国

が
批
准
で
き
る
も
の
に
す
る
た
め
、
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
第
６
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
１
京
部
会
議
）
の
議
長

国
で
も
あ
り
、
実
現
へ
の
責
任
も
負
っ

て
い
る
。

｜
思
う
よ
う
に
協
議
が
進
展
し
て
い

な
い
の
で
は
」
と
い
う
報
道
陣
か
ら
の

質
問
に
対
し
、
環
境
庁
は
一
Ｇ
８
の
政

治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
重
要
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
国
内
対
策
を
進
め
る
こ
と
の

大
切
さ
で
は
一
致
し
て
い
る
」
と
、
Ｇ

８
の
”
結
束
〃
を
強
調
し
た
。
ま
た
、

途
上
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化

で
も
合
意
を
み
る
な
ど
、
「
前
進
し
て

い
る
」
と
自
賛
し
た
。

■
い
ら
だ
ち
隠
せ
ず

し
か
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
具
体
策
の
決
定

の
遅
さ
に
い
ら
だ
ち
を
感
じ
て
い
る
。

「
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
浅
岡
美
恵

代
表
は
「
将
来
の
世
代
に
と
っ
て
、
一

Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
の
共
同
官
一
一
一
一
一
目
案
要
旨

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
）
Ⅱ
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー

グ
Ⅱ
の
成
功
は
絶
対
不
可
欠
▽
Ｃ
Ｏ
Ｐ

６
の
成
功
の
た
め
に
必
要
な
政
治
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
▽
（
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
い
て
）
途
上

国
が
自
発
的
な
約
束
を
す
る
こ
と
を
奨

励
す
る
▽
人
材
育
成
や
技
術
移
転
を
進

め
る
た
め
先
進
国
と
途
上
国
の
パ
ー
ト

日
も
早
い
京
都
議
定
書
の
発
効
が
必
要

だ
。
ま
た
議
長
国
日
本
も
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
た
め
に
、
実
効
あ
る
国
内
対

策
を
と
る
べ
き
だ
」
と
批
判
し
た
。

各
国
の
政
府
関
係
者
は
こ
う
し
た
批

判
を
受
け
な
が
ら
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携

に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。

米
環
境
保
護
局
長
官
室
の
ニ
ッ
ッ
ア

．
特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
「
米
国
と
し

て
も
京
都
議
定
書
は
発
効
さ
せ
た
い
。

国
内
企
業
を
説
得
す
る
た
め
に
も
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
力
が
必
要
」
と
話
し
た
。
ま
た

欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
環
境
総
局
の

テ
ュ
ル
メ
ス
国
際
局
長
も
「
途
上
国
を

説
得
す
る
た
め
に
も
、
具
体
的
な
中
身

の
あ
る
議
定
書
発
効
が
必
要
。
そ
の
た

め
に
は
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
結
束
が
不

可
欠
」
と
い
う
。

石
原
都
知
事
の
「
第
三
国
人
発
言
」

が
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
一
般
に
は
、

こ
の
発
言
の
背
景
に
あ
る
国
籍
差
別
意

識
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
以

書
の
排
出
削
減
目
標
の
達
成
に
向
か
っ

て
は
っ
き
り
と
わ
か
る
進
ち
ょ
く
を
２

０
０
５
年
ま
で
に
示
す

【
持
続
可
能
な
開
発
】

釦
世
紀
型
の
持
続
不
可
能
な
経
済
社

会
の
発
展
パ
タ
１
ン
と
訣
別
し
、
自
然

資
源
を
賢
明
に
利
用
す
る
▽
廃
棄
物
削

減
、
再
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
人
間

の
健
康
も
環
境
も
脅
か
さ
な
い
適
切
な

廃
棄
物
処
理
を
促
進
す
る
▽
森
林
資
源

の
保
護
対
策
を
進
め
る
▽
総
合
的
な
淡

水
管
理
で
水
質
や
生
態
系
の
保
全
を
図

る
▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
競

争
力
を
改
善
す
る
政
策
、
措
置
を
推
進

す
る
▽
（
環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
を

積
極
的
に
購
入
す
る
）
グ
リ
ー
ン
調
達

を
実
践
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
出
す
る
▽
環
境
税
制

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
▽
京

函

「
外
国
人
は
異
質
」
？

曰
本
経
済
支
え
る
基
幹
労
働
力
に

都
議
定

改
革
に
関
す
る
Ｇ
８
各
国
で
の
取
り
組

下
で
は
、
「
将
来
の
労
働
需
給
」
と
い

と
⑨

う
観
点
か
ら
、
｝
」
の
問
題
を
捉
え
て
み

た
い
。日
本
の
将
来
人
口
構
造
を
見
る
と
、

み
の
進
展
を
歓
迎
す
る
。
環
境
上
不
適

切
な
補
助
金
の
交
付
の
段
階
的
廃
止
の

重
要
性
を
認
識
す
る
▽
リ
オ
＋
、
の
成

功
は
極
め
て
重
要
で
、
首
脳
レ
ベ
ル
が

参
加
す
る
会
議
に
す
る

【
環
境
と
健
康
】

人
の
健
康
保
護
は
環
境
政
策
の
最
優

先
課
題
で
、
政
策
に
は
予
防
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
だ
▽
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
削
減
す
る
た
め
に
、
廃

棄
物
の
最
小
化
や
分
別
な
ど
総
合
的
な

対
策
を
推
進
す
る
。
情
報
共
有
な
ど
を

通
じ
、
内
分
泌
か
く
乱
物
質
に
関
す
る

知
見
獲
得
の
推
進
に
努
め
る
▽
残
留
性

有
機
汚
染
物
質
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
）
を
減
ら

す
条
約
の
２
０
０
０
年
末
ま
で
の
合
意

を
目
指
す
。
【
鴨
志
田
公
男
】

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
四
・
九
）
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「
生
産
年
齢
人
口
」
が
急
激
に
減
少
す

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
こ
れ
は
、
十

五
’
六
十
四
歳
人
口
で
あ
る
。
女
性
を

含
む
た
め
、
現
実
の
労
働
人
口
よ
り
は

多
い
。
「
潜
在
的
な
労
働
人
口
」
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
）
。

ご
く
最
近
ま
で
、
こ
の
年
齢
層
の
人

口
は
増
加
を
続
け
て
き
た
。
人
口
高
齢

化
が
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生

産
年
齢
人
口
の
絶
対
数
は
減
少
し
な

か
っ
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
、

「
経
済
全
体
と
し
て
の
労
働
力
不
足
」

と
い
う
問
題
に
一
度
も
直
面
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
高
度
成
長
期

の
人
手
不
足
は
、
製
造
業
あ
る
い
は
都

市
地
域
に
限
定
さ
れ
た
問
題
で
あ
っ

た
）
。し
か
し
、
こ
の
年
齢
層
の
人
口
は
、

’
九
九
六
年
か
ら
減
少
に
転
じ
た
。
将

来
を
見
る
と
、
驚
く
べ
き
減
少
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。
厚
生
省
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
’
九
九
六
年
に
約
八
千
七
百
万
人

で
あ
っ
た
生
産
年
齢
人
口
は
、
二
○
二

○
年
に
は
七
千
三
百
万
人
と
な
り
、
二

○
五
○
年
に
は
五
千
四
百
万
人
と
な

る
。
こ
う
し
た
減
少
は
、
日
本
社
会
が

こ
れ
ま
で
一
度
も
経
験
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
経
済
は
、

比
較
的
近
い
将
来
に
お
い
て
、
深
刻
な

労
働
力
不
足
に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
変
化
に
対
し
て
、
ま
ず
考
え
ら

れ
る
の
は
、
労
働
と
資
本
の
代
替
が
進

む
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
省
力
化
投
資
が

行
わ
れ
、
労
働
者
の
資
本
装
備
率
が
高

ま
り
、
労
働
力
の
減
少
に
対
処
す
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
国
内
生
産
と
海
外
生
産

の
代
替
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
国
内
で
生
産
し
て
い
た
も
の

を
海
外
生
産
に
切
り
替
え
、
輸
入
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
働
き
に
よ
っ
て
、
今

後
顕
著
に
進
む
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
で
対
処
で
き
る
の

は
、
主
と
し
て
製
造
業
に
限
ら
れ
る
。

対
人
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
で
は
、
こ

う
し
た
対
処
が
で
き
る
範
囲
は
、
限
定

的
だ
。
労
働
力
そ
の
も
の
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
対
処
し
え
な
い

分
野
が
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高

齢
者
の
介
護
は
、
そ
の
典
型
だ
。

こ
の
た
め
、
女
性
の
労
働
力
率
が
上

昇
し
、
ま
た
高
齢
者
の
就
労
が
促
進
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

問
題
が
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
、
分
か

ら
な
い
。
海
外
か
ら
の
労
働
力
に
依
存

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
る
こ
と

は
、
十
分
予
想
さ
れ
る
。
地
理
的
な
近

接
性
や
賃
金
水
準
か
ら
い
え
ば
、
東
南

ア
ジ
ア
と
中
国
が
主
た
る
供
給
源
に
な

る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
八
○
年
代
の
後
半
に
経
験

し
た
外
国
人
労
働
者
の
流
入
と
は
雨
質

的
に
も
量
的
に
も
全
く
異
な
る
事
態

だ
。
数
百
万
人
（
場
合
に
よ
っ
て
数
千

万
人
）
規
模
の
外
国
人
が
、
基
幹
的
な

労
働
力
と
し
て
日
本
経
済
を
支
え
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
、
日
本

社
会
が
適
応
で
き
る
か
否
か
だ
。
改
め

て
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
社
会
は
世

界
で
も
例
外
的
に
均
質
的
な
社
会
だ
。

文
化
・
言
語
や
生
活
習
慣
が
異
な
る
他

民
族
と
の
日
常
的
共
存
を
、
歴
史
上
ほ

と
ん
ど
経
験
し
て
い
な
い
。
外
国
人
を

異
質
な
存
在
と
み
な
し
、
日
常
生
活
圏

の
外
に
置
き
た
い
と
い
う
願
望
は
、
き

わ
め
て
一
般
的
で
あ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
石
原
都
知
事
の
発
言

は
、
そ
う
し
た
感
情
の
反
映
と
し
て
批

判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
批
判
側
の

意
見
の
多
く
も
、
外
国
人
を
異
質
な
存

在
と
見
な
す
点
で
は
、
本
質
的
な
差
は

な
い
と
も
い
え
る
。
そ
う
し
た
考
え
を

維
持
で
き
る
時
代
は
、
急
速
に
過
ぎ
去

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
認
識
し
な
け
れ

英
国
の
女
性
歌
手
グ
ル
ー
プ
、
ス
パ

イ
ス
・
ガ
ー
ル
ズ
の
元
メ
ン
バ
ー
で
国

連
人
口
基
金
親
善
大
使
を
務
め
る
ジ
ェ

リ
ー
・
ハ
リ
ウ
ェ
ル
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど

ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
国
連
主
催
の

「
青
少
年
サ
ミ
ッ
ト
」
で
人
口
抑
制
の

た
め
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
訴
え
た
。

だ
が
待
ち
か
ま
え
た
一
部
グ
ル
ー
プ
が

「
ジ
ェ
リ
ー
は
操
り
人
形
だ
」
な
ど
と

書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
演
説
を

妨
害
し
た
。

「
だ
れ
に
も
自
分
の
意
見
を
言
う
権

利
が
あ
る
」
と
さ
ら
り
と
受
け
流
し
た

ジ
ェ
リ
ー
さ
ん
は
、
世
界
五
十
二
カ
国

か
ら
集
ま
っ
た
青
少
年
に
、
「
妊
娠
が

原
因
で
毎
年
六
十
万
人
の
女
性
が
死

ば
な
ら
な
い
。
記
・
野
ロ
悠
紀
雄
（
の

ぐ
ち
・
ゆ
き
お
Ⅱ
経
済
学
者
）

（
日
本
経
済
新
聞

囮

セーフセックス

を訴える

○
○
○
・
四
・
十
七
）

女性歌手が
コンドームを
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一
自
給
率
蛆
％
（
１
９
９
８
年
度
）

を
妬
％
に
引
き
上
げ
よ
う
」
。
３
月
下

旬
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
計
画
」
。
旧
年
後
の
ゴ
ー

ル
目
指
し
、
号
砲
一
発
１
．
で

も
、
あ
え
て
言
い
た
い
。
食
糧
自
給
率

目
標
？
え
え
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ

ん
な
も
の
。
苦
労
を
重
ね
て
計
画
を
練

り
上
げ
た
農
水
省
な
ど
関
係
者
に
は
申

し
訳
な
い
気
も
す
る
が
、
「
机
上
の
願

い
と
期
待
」
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
現

実
は
、
余
り
に
も
厳
し
い
か
ら
だ
。

主
な
輸
入
農
産
物
は
海
外
に
１
２
０

０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
借
り
て
い

る
計
算
で
（
こ
の
広
さ
は
国
内
農
地
の

２
．
４
倍
だ
。
実
に
二
つ
以
上
の
日
本

を
抱
え
た
「
超
飽
食
」
、
そ
し
て
輸
入

農
産
物
・
食
品
が
が
っ
ち
り
組
み
込
ま

れ
た
食
構
造
。
こ
の
ま
ま
で
は
壊
滅
状

態
に
な
る
と
の
声
す
ら
聞
か
れ
る
国
内

農
業
…
…
。
目
標
値
以
前
に
突
き
付
け

に
、
今
後
二
十
年
で
四
千
万
人
の
子
供

が
親
を
エ
イ
ズ
で
失
う
」
と
安
全
な

図

自
給
率
妬
ｚ
に
引
上
げ

記
者
の
目
「
国
食
主
義
」
横
行
は
イ
ヤ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
我
々
の
『
食
』

を
ど
う
考
え
る
の
か
」
「
日
本
に
農
業

は
要
る
の
か
、
要
ら
な
い
の
か
」
だ
。

今
や
農
林
水
産
物
の
輸
入
額
は
総
計

７
兆
円
（
朗
年
）
。
こ
の
う
ち
農
産
物

は
過
半
数
を
占
め
る
４
兆
円
。
国
内
農

業
の
総
産
出
額
９
兆
９
０
０
０
億
円

（
躬
年
）
の
加
％
に
も
な
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
高
度
経
済
成

長
で
「
カ
ネ
持
ち
」
に
な
り
、
円
高
が

拍
車
を
か
け
、
貿
易
摩
擦
の
”
人
身
御

供
“
と
の
声
さ
え
あ
る
中
で
、
農
産
物

輸
入
の
「
蛇
目
は
緩
め
ら
れ
て
き

た
。
昨
年
４
月
か
ら
は
コ
メ
も
関
税

化
。
現
在
の
コ
メ
に
対
す
る
輸
入
禁
止

的
な
高
関
税
が
、
未
来
永
劫
に
保
証
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

農
水
省
な
ど
が
策
定
し
た
「
食
生
活

指
針
」
で
日
本
型
食
生
活
を
勧
め
て
も

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
日
本
食
の
素

材
も
輸
入
に
侵
食
さ
れ
て
い
る
か
ら

セ
ッ
ク
ス
の
普
及
を
訴
え
た
。
（
Ａ
Ｐ
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
四
・
十
八
）

だ
。
輸
入
食
品
事
典
研
究
会
（
東
京
都

千
代
田
区
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
内

の
ソ
バ
原
粒
の
消
費
量
は
年
間
皿
万
ト
ン

だ
が
、
こ
の
う
ち
別
％
は
中
国
産
を
主

体
に
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
の
輸
入
。
山
菜

の
瓶
詰
に
は
中
国
産
の
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン

マ
イ
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
も
出
回
る
。
魚

介
類
で
は
ア
サ
リ
、
シ
ジ
ミ
ま
で
輸
入

が
多
く
、
す
し
で
好
ま
れ
る
ア
カ
ガ
イ

の
大
半
は
韓
国
・
中
国
産
だ
。
豆
腐
、

ウ
ド
ン
だ
っ
て
輸
入
大
豆
・
小
麦
に
頼

る
。外
食
産
業
や
食
品
製
造
関
連
業
者
で

は
、
一
品
質
面
で
劣
ら
ず
、
安
価
で
安

定
的
に
大
量
供
給
が
可
能
」
な
輸
入
食

品
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
る
ｃ
農

水
省
に
よ
る
と
、
食
品
製
造
業
に
お
け

る
加
工
原
料
の
３
分
の
１
が
輸
入
の
農

水
産
物
と
一
次
加
工
品
。
し
か
も
、
家

計
支
出
の
食
料
費
は
加
工
食
品
の
割
合

が
高
ま
り
、
生
鮮
食
品
の
倍
近
い
舵
％

（
朗
年
総
務
庁
家
計
調
査
）
に
上
る
。

「
昔
の
家
族
関
係
を
前
提
に
し
て
は

ダ
メ
で
す
。
核
家
族
化
に
個
食
派
が
増

え
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
で
食
生
活

パ
タ
ー
ン
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
冷
凍

お
握
り
が
人
気
な
ん
だ
か
ら
」
（
食
品

産
業
セ
ン
タ
ー
）

食
生
活
の
多
様
化
が
自
給
率
に
及
ぽ

し
た
影
響
は
大
き
い
が
生
産
者
の
基
盤

も
揺
ら
い
で
い
る
。
こ
こ
４
，
５
年
で

昭
和
１
ケ
タ
世
代
が
次
々
と
引
退
す
る

と
い
わ
れ
、
農
水
省
で
も
、
年
後
は
主

に
農
業
を
行
う
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

う
ち
、
帥
％
が
筋
歳
以
上
に
な
る
と
見

る
。こ
ん
な
苦
境
の
中
で
、
山
形
県
高
畠

町
の
農
業
者
（
弱
）
は
「
自
国
の
食
料

は
国
内
生
産
で
と
思
う
。
そ
う
い
う
世

論
が
形
成
さ
れ
る
な
ら
励
み
に
な
る
。

こ
の
ま
ま
い
く
と
国
内
農
業
は
壊
滅
す

る
」
は
言
う
。
千
葉
県
内
の
農
協
役
員

を
務
め
、
全
国
産
直
産
地
リ
ー
ダ
ー
協

議
会
事
務
局
長
の
下
山
久
信
さ
ん

（
別
）
は
、
掛
け
声
ば
か
り
の
”
笛
吹

き
役
〃
と
現
場
と
の
落
差
を
指
摘
す

る
。
「
自
給
率
を
上
げ
よ
う
と
い
う
の

は
簡
単
だ
が
、
生
産
基
盤
が
衰
え
て
お

り
、
末
端
で
は
シ
ラ
ケ
気
分
も
あ
る
」

本
気
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
い
う
生
産
者
に
は
農
政
に
対
す
る
不

信
も
強
い
。
土
地
基
盤
整
備
な
ど
の
公

共
事
業
は
「
土
建
屋
が
得
す
る
だ
け
」

と
の
声
も
聞
く
。
最
近
よ
く
見
ら
れ
る

農
水
省
、
自
民
党
、
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
（
全
中
）
の
「
３
者
合
意
」

が
、
｜
線
の
農
業
従
事
者
の
考
え
を
必

ず
し
も
反
映
し
て
い
な
い
と
の
不
満
も
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あ
る
。「
３
者
」
だ
け
の
議
論
か
ら
、
生
産

者
を
交
え
、
さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
な
国
民

的
な
輪
に
広
げ
て
い
く
努
力
が
迫
ら
れ

て
い
る
。
農
林
水
産
業
に
対
す
る
国
民

的
支
持
が
な
い
と
、
ヌ
カ
に
「
目
標

値
」
を
打
つ
政
策
に
な
る
。
助
成
金
に

よ
る
生
産
意
欲
刺
激
は
長
続
き
し
な
い

し
、
「
励
み
に
な
る
支
え
」
が
活
力
の

源
で
は
な
い
か
。

自
給
率
、
％
台
時
代
に
育
っ
た
者
と

し
て
は
、
今
の
食
構
造
は
い
び
つ
だ
と

感
じ
る
。
だ
が
、
押
し
付
け
「
国
食
主

義
」
が
横
行
す
る
の
も
イ
ヤ
だ
。
そ
れ

に
し
て
も
食
品
売
場
に
、
食
卓
に
世
界

中
の
食
品
が
あ
ふ
れ
る
”
ゼ
イ
タ
ク
〃

【
ワ
シ
ン
ト
ン
８
日
Ⅱ
大
塚
隆
一
】

米
国
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ワ
ー
ル

ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所
」
は
こ
の
ほ
ど
、

中
国
の
水
不
足
が
一
段
と
深
刻
に
な
っ

皿

中国で農業用

水がピンチ

都市･工業用水
優先供給のツケ

が
、
い
つ
ま
で
も
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

「
も
う
か
る
一
農
業
な
ら
担
い
手
難

は
起
こ
り
得
な
い
が
、
都
市
住
民
は
農

業
を
過
保
護
と
冷
眼
視
し
が
ち
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
、
説
明
・
結
果
責
任
を
伴
っ

た
明
快
な
農
政
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。

「
３
者
」
の
殻
を
破
っ
た
国
民
的
合
意

の
中
か
ら
し
か
、
地
に
足
の
つ
い
た
農

再
生
は
な
兇
か
と
い
っ
て
、
現
在
の

食
構
造
の
ま
ま
で
は
、
農
の
「
自
窮

率
」
は
高
ま
る
一
方
だ
と
思
う
。
そ
れ

で
も
い
い
の
か
ど
う
か
。
自
ら
の
問
題

と
し
て
、
食
・
農
を
ど
う
す
る
か
も
問

わ
れ
て
い
る
。

【
塚
本
弘
毅
（
経
済
部
）
】

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
四
・
十
八
）

て
お
り
、
近
い
将
来
に
世
界
の
穀
物
価

格
を
上
昇
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
警

告
し
た
。

同
研
究
所
に
よ
る
と
、
都
市
化
や
工

業
化
の
進
展
に
伴
い
、
上
海
か
ら
北
京

北
部
に
か
け
た
一
帯
で
は
近
年
、
地
下

水
の
水
位
が
年
平
均
一
・
五
腕
低
下
。

北
京
で
は
昨
年
、
二
・
五
肺
下
が
っ

た
。中
国
政
府
は
今
後
十
年
間
で
需
要
が

約
帥
％
増
加
す
る
と
み
ら
れ
る
工
業
・

都
市
用
水
の
供
給
を
優
先
す
る
方
針

【
北
京
８
日
Ⅱ
藤
野
彰
】
新
華
社
電

に
よ
る
と
、
中
国
当
局
は
こ
の
ほ
ど
二

十
一
世
紀
初
頭
の
人
口
抑
制
・
計
画
出

産
に
関
す
る
基
本
目
標
を
策
定
し
、
総

人
口
（
香
港
・
マ
カ
オ
・
台
湾
を
除

く
）
を
、
二
○
一
○
年
末
時
点
で
十
四

億
人
以
内
に
抑
制
す
る
方
針
を
決
め

た
。

で
、
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
は
さ
ら
に

難
し
く
な
る
見
込
み
だ
。
特
に
北
京
周

辺
の
穀
倉
地
帯
は
、
二
○
一
○
年
ま
で

に
雨
に
頼
る
生
産
性
の
低
い
農
業
に
逆

戻
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。

同
研
究
所
に
よ
る
と
、
中
国
は
長
年

維
持
し
て
き
た
食
料
自
給
政
策
も
既
に

放
棄
し
て
お
り
、
日
本
を
上
回
る
穀
物

輸
入
国
に
な
る
日
は
近
い
か
も
し
れ
い

と
い
う
。（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
五
・
九
）

皿

中国の人口

14億以内に

2010年末目標

中
国
政
府
は
「
人
口
過
剰
が
依
然
と

し
て
国
の
主
要
問
題
」
と
位
置
付
け
て

い
る
。
中
国
の
人
口
は
現
在
、
年
平
均

約
千
二
百
万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て

お
り
、
す
で
に
十
二
億
四
千
八
百
十
万

人
（
九
八
年
末
）
。
人
口
は
今
後
十
数

年
間
、
年
平
均
一
千
万
人
以
上
増
え
続

け
、
来
世
紀
中
葉
に
ピ
ー
ク
（
約
十
六

億
人
）
に
達
し
た
後
、
減
少
傾
向
に
転

ず
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
基
本
目
標

に
よ
れ
ば
、
一
人
っ
子
政
策
を
柱
と
す

る
計
画
出
産
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
後
十
年
間
の
年
平
均
出
生
率
を

１
．
５
％
以
下
と
し
、
人
口
を
十
四
億

人
以
内
に
抑
え
る
と
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
○
・
五
・
八
）

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
９
日
Ⅱ
時
事
】
マ

レ
ー
シ
ア
の
中
国
系
住
民
の
間
で
、
出

生
率
の
低
下
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
マ
レ
ー
系
住
民
が
多
く
、
マ

皿

マレーシアの

中国系住民

出生率低下
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【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
ｎ
日
Ⅱ
時
事
Ａ
Ｆ
Ｐ
】

イ
ン
ド
の
国
家
統
計
委
員
会
は
十
一

日
、
同
委
員
会
に
あ
る
「
人
口
時
計
」

が
同
日
午
後
零
時
三
十
二
分
（
日
本
時

間
同
四
時
二
分
）
、
十
億
人
を
示
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
イ
ン
ド
は
こ

れ
で
、
公
式
に
中
国
に
次
い
で
人
口
十

億
を
超
す
国
家
と
な
っ
た
。

国
連
の
専
門
家
は
、
イ
ン
ド
の
人
口

レ
ー
系
優
遇
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
同

国
で
将
来
、
中
国
系
の
影
響
力
が
さ
ら

に
後
退
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か

ら
だ
。

最
近
公
表
さ
れ
た
報
告
に
よ
る
と
、

中
国
系
の
新
生
児
の
比
率
は
全
体
の
わ

ず
か
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
現
在

の
中
国
系
の
人
口
比
率
（
三
○
％
前

後
）
を
大
き
く
下
回
る
。

与
党
連
合
の
一
角
を
占
め
る
中
国
系

政
党
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
協
会
（
Ｍ
Ｃ

皿

インド人口

10億人突破

抑制政策………

歓迎ムードなく

は
実
際
に
は
、
数
カ
月
前
に
十
億
に
達

し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
テ
レ
ビ
で
「
強
い

イ
ン
ド
に
す
る
た
め
に
、
小
さ
な
家
族

に
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
な
ど
、
人

口
抑
制
を
進
め
て
お
り
、
十
億
突
破
に

歓
迎
ム
ー
ド
は
な
い
。

｜
方
、
中
国
の
人
口
は
、
昨
年
末
で

約
十
二
億
六
千
万
人
に
達
し
た
。
中
国

政
府
は
今
月
初
め
、
西
暦
二
○
’
○
年

の
人
口
を
十
四
億
人
以
内
に
抑
え
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
人
口
抑
制
策
を
公
表

し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
五
・
十
二
）

Ａ
）
出
身
の
チ
ュ
ア
保
健
相
は
、
こ
れ

に
つ
い
て
「
異
常
な
現
象
」
と
指
摘
。

一
部
の
中
国
語
紙
は
、
養
豚
場
で
成
長

促
進
剤
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

豚
肉
を
食
べ
る
中
国
系
住
民
の
出
生
率

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
の
チ
ュ
ァ
保
健
相
の
見
方
を
紹

介
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
五
・
十
）

「
中
国
で
は
一
人
っ
子
政
策
が
厳
し

く
実
行
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
」

と
、
日
本
人
の
友
達
か
ら
半
ば
好
奇
心

か
ら
、
半
ば
同
情
的
に
聞
か
れ
る
こ
と

が
多
い
。
私
は
「
確
か
に
都
市
部
や
四

川
省
な
ど
で
は
一
人
っ
子
政
策
で
す

が
、
大
半
の
省
、
自
治
区
で
は
二
人
っ

子
政
策
で
す
」
と
答
え
る
こ
と
に
し
て

い
る
。一
人
っ
子
政
策
が
正
式
に
始
ま
っ
た

の
は
一
九
八
○
年
ご
ろ
だ
っ
た
。
全
世

界
の
七
％
し
か
な
い
耕
地
で
世
界
の
二

一
％
の
人
口
を
養
う
と
い
う
厳
し
い
現

実
に
直
面
し
て
、
と
に
か
く
一
党
支
配

力
の
力
を
生
か
し
て
人
口
増
の
圧
力
を

緩
和
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
中
国
に
は
元
々
、
「
多
子

多
福
」
の
考
え
が
あ
り
、
特
に
農
村
で

は
労
働
力
確
保
と
老
後
の
た
め
に
子

供
、
と
り
わ
け
家
を
継
ぐ
男
の
子
を
生

む
こ
と
が
一
大
事
だ
。
そ
こ
で
一
人
っ

子
政
策
の
実
施
は
強
い
抵
抗
を
受
け
、

出
産
し
た
女
児
を
捨
て
た
り
す
る
事
件

も
多
発
し
た
。

囮

案
外
多
い
二
つ
子
家
庭

院
蔚
農
林
中
金
総
研
副
主
任
研
究
員
（
中
国
）
か
ら

海
外
か
ら
の
強
い
批
判
も
あ
っ
て
、

八
四
年
以
降
、
少
数
の
省
と
都
市
を
除

い
て
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
一
人
目
が
女

の
子
だ
っ
た
ら
二
人
目
も
生
ん
で
い
い

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
実
際
、
こ
の

前
、
北
京
か
ら
車
で
わ
ず
か
一
時
間
半

の
山
村
で
子
供
二
人
の
家
庭
を
多
く
見

た
。
漢
民
族
以
外
の
少
数
民
族
に
は

「
出
産
の
制
限
を
奨
励
す
る
が
、
強
制

は
し
な
い
」
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
人
口
は
十
二
億
六
千
万
人
だ

が
、
こ
の
人
口
制
限
策
で
三
億
人
以
上

少
な
く
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
「
だ
れ

が
中
国
を
養
う
か
」
と
い
う
中
国
の
食

糧
供
給
問
題
を
提
起
し
た
論
文
を
書
い

た
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
も
冠
「
中

国
は
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
史
上
初
め
て

大
半
の
人
々
を
、
先
例
の
な
い
ほ
ど
短

期
間
の
う
ち
に
、
貧
困
か
ら
救
い
出
す

と
い
う
功
績
を
あ
げ
た
」
と
評
価
し
て

い
る
。

子
供
を
自
由
に
生
み
た
い
気
持
ち
は

痛
い
ほ
ど
分
か
る
。
制
限
策
の
マ
イ
ナ

ス
も
大
き
い
。
制
限
か
ら
の
が
れ
て
生
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
皿
日
逸
見
義
行
】
国

際
食
糧
政
策
研
究
所
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
ｌ
）

は
ｎ
日
、
世
界
の
農
地
の
蛆
％
で
土
壌

の
質
が
低
下
し
、
焔
％
で
生
産
性
の
低

下
が
見
ら
れ
る
と
の
報
告
書
を
ま
と
め

た
。
２
０
２
０
年
ま
で
に
旧
億
人
の
人

口
増
加
が
予
想
さ
れ
、
食
糧
増
産
は
緊

急
課
題
と
指
摘
し
、
生
態
系
に
配
慮
し

な
が
ら
土
壌
改
良
を
積
極
的
に
推
進
す

る
必
要
性
を
強
調
。
衛
星
写
真
を
使
っ

ん
だ
千
五
百
人
と
も
い
わ
れ
る
「
黒
核

子
」
（
ヘ
イ
ハ
イ
ズ
ー
戸
籍
の
な
い
子

供
）
の
問
題
が
あ
る
。
戸
籍
が
な
い
と

教
育
や
就
職
に
も
悪
影
響
が
あ
る
。

一
人
っ
子
は
過
保
護
に
育
て
ら
れ
、

社
会
性
や
協
調
性
が
欠
け
た
り
、
家
族

の
強
い
期
待
に
耐
え
ら
れ
ず
に
自
殺
や

暴
力
に
走
っ
た
り
す
る
子
が
増
え
て
い

る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

最
初
の
一
人
っ
子
世
代
は
結
婚
適
齢

百

１１t界の農地40％

土壌の質が低下

国際食糧政策研

【
北
京
四
日
Ⅱ
藤
野
彰
】
中
国
の
北

部
か
ら
中
・
南
部
に
か
け
て
の
広
範
な

地
域
で
極
端
な
少
雨
の
た
め
、
干
ば
つ

被
害
が
広
が
り
、
全
国
耕
地
面
積
の
約

旧
％
に
当
た
る
農
地
千
二
百
四
十
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
影
響
を
受
け
る
な
ど
深
刻

期
を
迎
え
て
い
る
。
大
都
市
で
も
、
｜

人
っ
子
同
士
が
結
婚
し
た
ら
子
供
を
二

人
生
ん
で
よ
い
方
向
に
近
々
緩
和
さ
れ

る
そ
う
だ
。
た
だ
、
中
国
で
最
大
限
に

負
荷
で
き
る
人
口
は
十
六
億
人
と
試
算

さ
れ
る
。
今
の
ま
ま
だ
と
、
あ
と
三
十

年
で
十
五
億
人
を
突
破
し
て
し
ま
う
。

産
児
制
限
政
策
そ
の
も
の
は
こ
こ
当
分

は
継
続
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
五
・
十
五
）

た
世
界
全
体
の
包
括
的
な
農
地
の
状
況

調
査
を
初
め
て
実
施
し
た
。

地
域
別
に
見
る
と
、
中
央
ア
メ
リ
カ

の
農
地
の
布
％
が
土
地
の
浸
食
に
よ

り
、
土
壌
の
質
が
低
下
。
ア
フ
リ
カ
で

は
、
肥
料
不
足
に
よ
る
土
地
の
栄
養
分

図

中
国
干
ば
つ
で
食
料
生
産
打
撃

耕
地
の
旧
％
、
測
万
陀
被
害

１

の
減
少
に
よ
り
、
農
地
の
旧
％
が
土
壌

の
質
が
低
下
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で

は
、
塩
分
濃
度
の
上
昇
や
浸
水
な
ど
か

ん
が
い
に
関
係
し
た
理
由
か
ら
、
農
地

の
ｕ
％
の
質
が
低
下
し
て
い
る
。

世
界
の
人
口
増
加
に
合
わ
せ
て
、
穀

物
需
要
は
今
後
側
％
も
増
加
す
る
見
通

し
で
、
特
に
発
展
途
上
国
で
の
需
要
は

妬
％
も
増
加
す
る
。
こ
の
た
め
、
土
壌

の
改
良
に
よ
る
土
地
の
生
産
性
拡
大
と

農
業
開
発
の
増
大
が
必
要
に
な
る
。
し

か
し
、
報
告
書
で
は
、
か
ん
が
い
施
設

の
増
強
に
よ
る
農
業
開
発
の
急
拡
大
は

生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
○
・
五
・
一
’
十
二
）

な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
各
被
災
地
で

は
人
工
降
雨
を
試
み
た
り
、
人
海
戦
術

か
ん
が
い

に
よ
る
灌
概
な
ど
で
被
害
の
拡
大
阻
止

に
努
め
て
い
る
が
、
干
ば
つ
が
こ
の
ま

ま
続
け
ば
、
食
糧
を
始
め
農
業
生
産
に

大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

今
年
の
干
ば
つ
は
早
い
地
域
で
は

月
ご
ろ
か
ら
発
生
し
た
が
、
雨
の
少

い
異
常
気
象
が
長
期
化
し
た
こ
と
か

被
害
が
徐
々
に
拡
大
し
た
。

二
十
九
日
ま
で
の
新
華
社
電
や
中

各
紙
の
報
道
に
よ
る
と
、
干
ば
つ
被

が
広
が
っ
て
い
る
の
は
河
北
、
山
西

険
西
、
河
南
、
安
徽
、
江
蘇
、
断
江

湖
北
、
湖
南
、
貴
州
、
四
川
な
ど
の

省
。
中
国
政
府
の
統
計
（
二
十
七
日

在
）
に
よ
れ
ば
、
作
物
被
害
面
積
は

二
百
四
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
り
、

民
二
千
百
四
十
七
万
人
、
家
畜
千
七

六
万
頭
が
飲
料
水
不
足
に
見
舞
わ
れ

い
る
。

特
に
被
害
が
深
刻
な
河
北
省
南
部

は
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
影
響
を
被
り

う
ち
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
ま
っ
た
く

穫
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
。
同
省
で
は

一
九
九
七
年
以
来
連
続
四
年
の
干
ば
つ

被
害
で
、
今
年
二
’
四
月
の
全
省
平
均

降
水
量
は
平
均
よ
り
蛆
％
も
少
な
い
二

十
一
・
八
ミ
リ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い

）
っ
。山
西
省
で
も
中
北
部
の
八
十
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
春
ま
き
作
物
の
種
ま
き
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
三
年
連
続
の
干
ば
つ

に
襲
わ
れ
た
南
西
部
の
大
寧
県
で
は
農

て百住千現各 、害国
、

らな二、で又
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こゆ－すふぉ－らむ

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
皿
日
Ⅱ
共
同
】
国

連
は
三
十
一
日
、
六
月
五
日
か
ら
開
催

さ
れ
る
一
国
連
特
別
総
会
女
性
２
０
０

０
年
会
議
」
を
前
に
、
女
性
の
現
状
と

今
後
を
展
望
す
る
包
括
報
告
書
「
世
界

の
女
性
２
０
０
０
－
傾
向
と
統
計
」
を

発
表
し
た
。
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
の

民
の
約
如
％
が
深
刻
な
食
糧
不
足
に
陥

り
、
県
当
局
が
食
糧
を
緊
急
支
援
す
る

事
態
に
な
っ
た
。

一
方
、
江
蘇
省
北
部
で
は
主
要
な
湖
四

「
少
子
化
」
途
上
国
に
も

国
連
、
女
性
会
議
を
前
に
報
告
書

変
化
か
ら
少
子
化
と
高
齢
化
現
象
が
先

進
国
だ
け
で
な
く
全
世
界
で
進
む
と
警

告
す
る
一
方
、
急
速
に
普
及
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
女
性
が

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
人
類
の
未
来
を

切
り
開
く
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る

と
の
強
い
期
待
感
を
表
明
し
た
。

沼
ダ
ム
の
貯
水
量
が
史
上
最
低
を
記

録
。
水
運
の
大
動
脈
で
あ
る
長
江
（
揚

子
江
）
も
、
湖
北
省
武
漢
市
漢
口
で
水

位
が
五
・
三
一
一
一
腕
（
今
月
一
一
十
一
一
日
）

と
過
去
五
年
間
で
最
低
と
な
り
、
船
の

座
礁
事
故
が
起
き
る
な
ど
安
全
航
行
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
。

中
国
農
業
、
水
利
両
省
は
今
月
中

旬
、
全
国
に
緊
急
通
達
を
出
し
、
全
力

を
挙
げ
て
水
源
を
確
保
、
食
糧
減
産
を

回
避
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
中
国
で
は

一
昨
年
の
歴
史
的
大
洪
水
を
始
め
と
す

る
自
然
災
害
や
異
常
気
象
が
多
発
し
て

お
り
、
地
球
的
規
模
の
環
境
破
壊
問
題

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
五
・
三
十
）

【
ワ
シ
ン
ト
ン
４
日
Ⅱ
中
田
雅
博
】
日

本
人
は
世
界
一
健
康
で
長
生
き
１
．

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
四
日
、

ど
れ
だ
け
健
康
で
長
生
き
し
て
い
る
か

を
示
す
「
健
康
的
寿
命
」
の
新
シ
ス
テ

報
告
書
は
、
晩
婚
化
や
そ
れ
に
伴
う

少
子
化
傾
向
は
既
に
途
上
国
に
も
波
及

し
て
い
る
と
指
摘
。

人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
南
ア
ジ
ア

や
南
米
で
も
出
生
率
は
こ
の
十
年
間
じ

わ
じ
わ
と
低
下
、
六
十
歳
以
上
の
人
口

が
現
在
の
六
億
人
か
ら
二
○
二
○
年
に

は
十
億
人
に
達
し
、
人
口
構
成
比
率
も

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
除
い

た
世
界
各
地
で
現
在
よ
り
上
昇
す
る
と

予
測
し
た
。

教
育
分
野
で
は
世
界
人
口
約
六
十
億

人
の
う
ち
八
億
七
千
六
百
万
人
が
読
み

書
き
が
で
き
ず
、
女
性
は
そ
の
三
分
の

二
を
占
め
る
が
「
今
後
二
十
年
間
で
大

き
な
減
少
は
期
待
で
き
な
い
」
と
指

摘
。
し
か
し
、
多
く
の
国
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
普
及
に
女
性
が

園

健
康
的
に
過
ご
せ
る
「
寿
命
」

日
本
川
・
５
歳
世
界
一

ム
に
よ
っ
て
各
国
の
平
均
寿
命
を
推
計

し
た
結
果
、
百
九
十
一
カ
国
中
、
日
本

人
が
七
四
・
五
歳
と
世
界
最
長
寿
で
あ

る
と
発
表
し
た
。
「
伝
統
的
な
低
カ
ロ

リ
ー
の
食
事
で
心
臓
病
が
少
な
く
、
近

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
、
日
本
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
賃
金
労
働
者
数
の
女
性
の

割
合
は
世
界
各
地
で
着
実
に
増
加
し
、

経
済
活
動
で
の
女
性
の
役
割
も
大
き
く

な
っ
て
お
り
「
性
に
よ
る
ギ
ャ
ッ
プ
は

狭
ま
り
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

女
性
の
国
会
議
員
や
大
臣
の
数
も
各

国
で
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
日

本
は
九
八
年
の
時
点
で
大
臣
級
ゼ
ロ
、

次
官
級
三
人
と
先
進
各
国
で
は
際
立
っ

て
低
い
数
字
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
報

告
書
は
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
、

国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
な
ど
の

協
力
を
得
て
国
連
経
済
社
会
局
が
ま
と

め
た
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
｜
）

”



甲

要
因
を
挙
げ
て
い
る
。

持
し
た
が
、
さ
ら
に
健
康
的
に
長
生
き

新
シ
ス
テ
ム
は
「
障
害
期
間
調
整
済

し
て
い
る
こ
と
が
、
裏
付
け
ら
れ
た
と

み
寿
命
」
（
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｅ
）
と
呼
ば
れ
、

い
え
る
。

従
来
の
平
均
寿
命
か
ら
、
病
気
や
け
が

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
推
計

な
ど
で
患
っ
て
い
る
平
均
的
「
障
害
期

で
、
日
本
に
続
く
長
寿
国
は
、
オ
ー
ス

｜」
アⅡ
ソ

ワ
ネ

ー
ニ
ァ
一
一
一
○
・
三
歳
、
ポ
ッ

過

吋
斗
イ
ー
ワ
ナ
一
一
一
二
・
三
歳
、
ウ
ガ

｜
つ

正
名
ト
ス
ア

厩
ス
ン
リ
ダ
シ

健
国
本
一
ラ
タ
ナ
国
イ
国
国
家
巧
麩
壺
一
ン
ダ
一
一
一
一
一
・
七
歳
、
ル
ワ

囲
日
オ
フ
ィ
ヵ
英
ド
米
中
ロ
シ
｜
｜
マ
ー
ン
ダ
三
二
・
八
歳
。

せる期

（

(順位）

（１）

（２）

（３）

（６）

（１２）

（１４）

（２２）

（２４）

（８１）
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四一

歳歳
、、

ザマ

ンラ

」
を
差
し
引
い
て
算
出
す
る
と
い
う
ト
ラ
リ
ア
が
七
三
・
二
歳
で
第
二
位
。

の
。
零
歳
児
の
平
均
余
命
を
基
本
と
以
下
、
フ
ラ
ン
ス
七
三
・
一
歳
、
ス

る
考
え
は
平
均
寿
命
と
同
じ
。

ウ
ェ
ー
デ
ン
七
三
・
○
歳
、
ス
ペ
イ
ン

今
回
は
一
九
九
七
’
九
九
年
を
べ
Ｉ
七
二
・
八
歳
、
イ
タ
リ
ア
七
二
・
七
歳
、

に
推
計
し
た
結
果
、
日
本
人
は
男
性
ギ
リ
シ
ャ
と
ス
イ
ス
が
七
二
・
五
歳
。

七
一
・
九
歳
、
女
性
は
七
七
・
二
歳
と
先
進
国
で
は
、
米
国
が
七
○
・
○
歳

か
つ
た
。
平
均
的
な
障
害
期
間
は
男
で
、
第
二
十
四
位
だ
っ
た
。
そ
の
要
因

が
五
・
七
年
間
、
女
性
が
七
・
一
年
間
に
つ
い
て
人
種
別
に
見
て
黒
人
な
ど
マ

し
て
い
る
。

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
健
康
状
態
が
貧
弱
な

厚
生
省
が
昨
年
八
月
に
公
表
し
た
こ
と
と
、
エ
イ
ズ
感
染
率
が
他
の
先
進

一
九
九
八
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
国
に
比
べ
て
高
い
こ
と
を
挙
げ
て
い

、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
七
る
。

｜
方
、
最
も
健
康
状
態

「
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
１
１
１
１
‐
‐
‐
「
‐
‐
‐
］
が
悪
く
、
短
命
な
の
が
、

一
均

一
》
藁
難
聴
瀧
議
》
一
鮭
フ
譜
不
一
証
一
挿

同
主
男

ま
で
た
ば
こ
の
害
に
よ
る
肺
が
ん
の

七
・
一
六
歳
、
女
性
が
八
四
・
○
一
歳

生
率
も
低
い
」
と
、
健
康
的
長
寿
の

で
、
い
ず
れ
も
長
寿
世
界
一
の
座
を
椎

か
ん
が
い

広
大
な
砂
漠
を
黄
河
の
水
で
灌
概

し
、
水
の
な
い
山
間
部
の
貧
し
い
農
民

八
十
万
人
を
移
住
さ
せ
る
中
国
最
大
の

貧
困
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
寧
夏
回

族
自
治
区
で
動
き
出
し
た
。
中
国
の
新

国
家
戦
略
・
西
部
大
開
発
の
一
環
だ
。

中
国
西
部
地
域
で
は
、
年
間
に
地
表

か
ら
蒸
発
す
る
水
の
量
を
示
す
「
蒸
発

量
」
デ
ー
タ
が
計
測
さ
れ
て
い
る
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
移
住
対
象
地
域
と

な
っ
て
い
る
寧
夏
南
部
山
間
地
の
年
間

降
水
量
は
約
三
百
’
四
百
ミ
リ
。
こ

れ
に
対
し
、
蒸
発
量
は
千
九
百
ミ
リ

だ
。
多
い
所
で
年
間
六
千
ミ
リ
以
上
の

雨
が
降
る
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
。南
部
に
比
べ
、
中
、
北
部
地
域
は
、

最
下
位
十
カ
国
が
い
ず
れ
も
ア
フ
リ

カ
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
国
民

の
多
数
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
い
る
と

皿
黄
河
の
水
で
砂
漠
を
畑
に

中
国
・
西
部
大
開
発
、
百
万
人
の
貧
困
救
え

四
○
○
ミ
リ
降
り
一
九
○
○
ミ
リ
蒸
発

地
元
幹
部
は
「
貧
困
の
解
決
と
は
、
水

問
題
の
解
決
だ
」
と
断
言
す
る
。
限
ら

れ
た
水
で
、
乾
き
き
っ
た
大
地
と
格
闘

す
る
Ｉ
西
部
大
開
発
の
一
側
面
を
見

た
。
（
寧
夏
回
族
自
治
区
呉
忠
市
で

杉
山
祐
之
）

降
水
量
が
少
な
く
、
蒸
発
量
は
多
い
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
幹
部
も
農
民
も

「
母
な
る
川
」
と
呼
ぶ
黄
河
が
流
れ
て

い
る
。
区
都
・
銀
川
付
近
で
は
、
黄
河

周
辺
の
水
田
地
域
と
、
砂
漠
が
隣
合
わ

せ
て
い
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
命
綱
も
、
黄
河

だ
。
当
局
に
よ
る
と
、
同
自
治
区
の
黄

河
水
量
は
年
間
三
百
五
十
億
立
方
メ
ー

ト
ル
、
う
ち
中
央
政
府
が
使
用
を
許
可

し
て
い
る
水
量
は
四
十
億
立
方
メ
ー
ト

い
う
悲
惨
な
衛
生
状
況
に
起
因
し
て
い

る
と
分
析
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
五
）
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こゅ－すふぉ－らむ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
九
八
年
に
着
工
、

昨
年
、
国
の
重
点
建
設
事
業
に
指
定
さ

れ
た
。
開
発
総
面
積
は
約
千
三
百
三
十

三
平
方
キ
ロ
．
メ
ー
ト
ル
。
八
十
万
人

の
移
住
の
ほ
か
、
も
と
も
と
地
域
に
住

ん
で
い
た
二
十
万
人
の
貧
困
脱
出
も
狙

う
。
自
治
区
総
人
ロ
の
約
旧
％
に
直
接

か
か
わ
る
壮
大
な
計
画
だ
。

ル
で
、
現
在
の
使
用
量
は
三
十
二
億
立

方
メ
ー
ト
ル
だ
。
残
る
八
億
立
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
灌
概
用

水
が
ね
ん
出
さ
れ
る
。

加
年
で
生
活
安
定
へ

紅
寺
塗
地
区
に
、
「
大
河
郷
試
点
八

村
」
と
呼
ば
れ
る
移
民
村
が
あ
る
。
人

口
千
二
百
九
十
八
人
。
南
部
・
隆
徳
県

か
ら
来
た
人
々
だ
。

「
隆
徳
で
は
雨
水
を
た
め
て
飲
ん
で

い
た
。
山
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
畑
は
、

全
く
の
天
ま
か
せ
だ
。
こ
こ
は
い
い
。

水
が
あ
る
。
水
道
ま
で
あ
る
」
。
昨
年

自
治
区
中
部
・
呉
忠
市
一
帯
の
紅
寺

塗
・
灌
概
区
で
は
、
約
二
十
キ
ロ
離
れ

た
黄
河
で
取
水
し
た
水
を
二
百
六
十
六

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
く
み
上
げ
る
巨

大
な
揚
水
施
設
が
稼
動
し
て
い
た
。
黄

濁
し
た
水
が
、
毎
秒
二
十
五
立
方
メ
ー

ト
ル
の
割
合
で
高
地
に
上
り
、
血
液
の

よ
う
に
、
灌
概
用
水
路
を
走
り
下
る
。

そ
こ
に
は
す
で
に
、
約
四
万
一
千
人
の

農
民
が
移
り
住
ん
で
き
て
い
た
。

現
地
指
揮
部
の
張
位
正
・
指
揮
は

「
農
民
の
生
活
は
、
十
年
で
ま
あ
ま
あ
の

水
準
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。
新

移
住
者
一
人
当
た
り
の
平
均
年
収
は
三

百
二
十
元
（
約
四
千
百
円
）
。
小
麦
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
作
り
、
｜
年
目

か
ら
、
山
間
地
の
こ
ろ
よ
り
収
入
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。

水
が
あ
る
幸
せ

ｌ
稲
作
が
始
ま
り
、
青
銅
器
や
鉄

器
が
伝
わ
り
、
水
利
権
や
収
穫
し
た
コ

メ
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
ム
ラ
と
ム
ラ
の

争
い
も
起
き
始
め
た
の
が
弥
生
時
代
だ

と
い
う
わ
け
で
す
ね

金
関
そ
の
通
り
で
す
。
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
や
社
会
の
構
造
自
体
が
、
縄
文

時
代
と
は
決
定
的
に
変
わ
っ
た
ん
重
兆

ｌ
弥
生
時
代
の
始
ま
り
は
、
紀
元

前
五
○
○
年
か
ら
四
○
○
年
ご
ろ
だ
そ

う
で
す
が
、
こ
う
し
た
社
会
変
革
を
も

た
ら
し
た
担
い
手
は
、
い
っ
た
い
だ
れ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

金
関
そ
れ
が
難
し
い
。
縄
文
人
が
大

こ
こ
に
来
た
農
民
の
張
徳
栄
さ
ん
（
羽
）

は
語
る
。

女
性
の
李
栄
さ
ん
（
犯
）
は
「
こ
こ
は

風
が
強
い
け
ど
、
土
地
が
平
ら
。
で

も
、
一
番
は
や
っ
ぱ
り
水
」
と
笑
っ

た
。
陳
学
斌
さ
ん
（
釦
）
は
「
水
が
あ
れ

ば
何
で
も
で
き
る
」
と
言
う
。
だ
れ
も

が
、
水
が
あ
る
幸
せ
を
強
調
し
た
。

今
後
の
不
安
要
因
も
、
や
は
り
「
水
」

囮
爆
発
し
た
弥
生
時
代
の
人
口

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
長
・
金
関
恕
が
語
る

陸
の
文
化
を
摂
取
し
て
、
そ
の
ま
ま
弥

生
人
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
人
た
ち
も

い
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
そ
う
は
考
え

ま
せ
ん
。
実
は
私
の
父
親
は
九
州
大
学

な
ど
に
つ
と
め
た
人
類
学
者
（
故
金
関

丈
夫
氏
）
な
ん
で
す
が
、
戦
後
し
ば
ら

く
し
て
、
弥
生
人
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て

山
口
県
豊
北
町
の
響
灘
に
面
し
た
土
井

ケ
浜
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。
砂

丘
の
砂
に
は
貝
殻
の
粉
が
含
ま
れ
、
そ

の
カ
ル
シ
ウ
ム
に
守
ら
れ
て
人
骨
が
残

り
や
す
く
、
五
年
間
で
二
百
体
余
り
の

弥
生
人
骨
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
縄
文
人
と

だ
ろ
う
。
毛
如
柏
・
自
治
区
共
産
党
委

員
会
書
記
は
「
気
象
変
動
、
生
態
環
境

破
壊
、
経
済
発
展
で
の
水
需
要
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
黄
河
流
域
は
、
水
資
源

不
足
に
直
面
し
て
い
る
」
と
認
め
た
。

母
な
る
黄
河
が
弱
る
時
、
百
万
人
の

貧
困
救
済
事
業
も
危
機
に
直
面
す
る
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
六
・
九
）
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は
、
体
格
や
骨
格
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

西
日
本
の
縄
文
人
は
平
均
身
長
が
約

一
六
○
セ
ン
チ
な
の
に
、
弥
生
人
は
約

一
六
三
セ
ン
チ
余
り
。
そ
れ
に
顔
付
き

も
違
う
。
縄
文
人
は
丸
顔
で
鼻
の
付
け

根
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。
き
っ
と
二
重

ま
ぶ
た
の
つ
ぶ
ら
な
目
を
し
て
い
た
ん

で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
に
対
し
、
弥
生
人

は
顔
が
長
く
て
鼻
筋
が
通
り
、
切
れ
長

の
目
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

ｌ
そ
ん
な
違
い
は
、
ど
こ
か
ら
き

た
の
で
し
ょ
う

金
関
背
が
高
い
な
ど
の
特
徴
を
も
っ

た
人
た
ち
は
大
陸
、
主
に
朝
鮮
半
島
か

ら
渡
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
稲
作
な
ど
の
技
術
も
、
も
ち
ろ
ん

そ
の
集
団
が
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
渡
来
し
た
人
た
ち
も
、
徐
々
に
在

地
の
縄
文
人
た
ち
と
混
血
し
、
顔
立
ち

や
背
丈
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ｌ
渡
来
し
て
き
た
人
数
は
、
ど
の

く
ら
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

金
関
縄
文
時
代
終
わ
り
ご
ろ
の
日
本

列
島
の
総
人
口
は
、
国
立
民
族
学
博
物

館
の
小
山
修
三
教
授
の
推
算
で
は
、
約

十
七
万
五
千
人
、
そ
れ
が
弥
生
時
代
に

は
約
六
十
万
人
だ
そ
う
で
す
。
弥
生
時

代
の
終
わ
り
に
は
二
百
万
人
ぐ
ら
い
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
食
料
が
豊
か

に
な
っ
た
の
が
理
由
で
、
爆
発
的
に
増
加

し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
一
部
は
大
陸

か
ら
の
渡
来
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ｌ
そ
れ
に
し
て
も
、
す
ご
い
増
え

方
で
す
ね

金
関
北
米
大
陸
へ
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
の
移
住
に
似
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
最
初
は
ご
く
少
数
の
清
教

徒
た
ち
が
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
彼
ら
は
在
地
の
原
住
民
た

ち
の
協
力
を
得
て
畑
を
つ
く
り
、
小
さ

な
コ
ロ
ニ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
情
報
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、
新

大
陸
で
暮
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
大

量
の
移
民
が
訪
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
根
腐
れ
病
が
流
行
し
、
人
々
が

飢
え
に
苦
し
ん
だ
と
き
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
が
ど
っ
と
渡
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
帝
政
ロ
シ
ア
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
迫
害
さ

れ
た
と
き
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
大
陸

に
新
天
地
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
弥
生

時
代
の
場
合
も
、
「
あ
の
地
に
は
住
め

る
ぞ
」
と
い
う
情
報
が
伝
わ
っ
て
、
朝

鮮
半
島
か
ら
人
々
が
渡
っ
て
き
た
。
直

接
的
な
き
っ
か
け
は
、
天
災
に
よ
る
飢

鐘
や
戦
争
、
と
き
に
は
政
治
的
亡
命
と

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
二
○
五
○
年

に
は
九
十
歳
を
超
え
る
、
と
の
予
測
結

果
を
米
民
間
人
ロ
研
究
所
の
マ
ウ
ン
テ

ン
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
社
が
十
五
日
発

行
の
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し

た
。
人
口
構
成
も
勤
労
者
五
人
で
お
年

寄
り
四
人
を
養
う
形
と
な
り
、
年
金
支

払
い
や
介
護
な
ど
老
人
問
題
の
一
層
の

【
一
ヨ
ー
ョ
ー
ク
ｎ
日
上
村
幸
治
】

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ

て
い
た
国
連
特
別
総
会
「
女
性
２
０
０

０
年
会
議
」
は
、
日
夜
（
日
本
時
間
Ⅱ

い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

（
聞
き
手
大
阪
・
文
化
部
長
渡
部

皿

｢2000年会議」

が閉幕

函

別
年
後
に
は
平
均
寿
命
肌
歳
に

日
本
人
「
年
金
問
題
な
ど
深
刻
」

国連特別総会

日
午
前
）
、
各
国
政
府
に
「
女
性
へ
の

暴
力
防
止
」
に
取
り
組
む
よ
う
促
す

「
成
果
文
書
」
を
採
択
し
、
閉
幕
し

た
。
成
果
文
書
は
、
各
国
政
府
が
女
性

の
地
位
向
上
に
取
り
組
む
際
の
行
動
指

針
と
な
る
。
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
も

声
明
を
発
表
し
、
会
議
が
女
性
の
人
身

売
買
防
止
な
ど
を
強
調
し
た
点
を
評
価

し
た
上
で
「
前
回
の
北
京
会
議
の
成
果

を
保
護
し
、
強
化
し
、
前
身
さ
せ
た
こ

と
を
喜
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
。

（
毎
日
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
十
二
）

深
刻
化
が
予
想
さ
れ
る
、
と
指
摘
し
て

い
る
。

同
社
は
主
要
先
進
七
カ
国
の
過
去
五

十
年
間
の
死
亡
率
の
推
移
を
分
析
。
死

亡
率
は
直
線
的
に
下
が
っ
て
お
り
鈍
化

傾
向
も
う
か
が
え
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
も
下
が
り
続
け
る
と
み
て
、
二
○
五

○
年
の
平
均
寿
命
を
計
算
し
た
。
各
国

裕
明
）

（
日
本
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
九
）
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少
子
化
は
家
族
観
の
問
題
で
す
。
女

性
の
社
会
進
出
や
高
学
歴
化
な
ど
に
変

化
は
見
え
て
も
、
家
族
観
の
変
化
は
遅

い
。
こ
れ
が
、
少
子
化
の
重
要
な
要
因

と
い
え
ま
す
。

例
え
ば
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

は
、
カ
ッ
プ
ル
よ
り
親
子
を
中
心
と
す

と
も
公
式
予
測
よ
り
高
い
年
齢
が
出
て

お
り
、
英
国
は
公
式
予
測
で
は
八
二
・

五
歳
な
の
に
、
今
回
の
計
算
で
は
八
三

・
七
九
歳
と
な
り
一
・
三
歳
上
回
っ
た
。

公
式
予
測
と
の
差
が
最
も
大
き
か
っ

た
の
は
日
本
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
は
一
九
九
七
年
発
表
の

「
日
本
の
将
来
人
口
推
計
」
で
八
二
・

九
五
歳
と
予
測
し
て
い
た
が
、
今
回
は

九
○
・
九
一
歳
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。
ま
た
二
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
勤
労
者
人
口
に
対
す
る
六
十
五
歳
以

上
の
老
年
人
口
の
割
合
も
、
日
本
の
予

塵■函

専業主婦志向

続かない

国立社会保障･人ﾛ鵬UBR所所長

阿藤誠さん

る
日
本
的
家
族
観
の
表
れ
。
「
家
族
は

国
家
や
企
業
に
奉
仕
し
そ
れ
を
支
え

る
」
と
い
う
明
治
以
降
に
作
ら
れ
た
禁

欲
的
な
文
化
も
な
か
な
か
変
わ
ら
な

い
。
今
後
、
豊
か
で
自
由
な
社
会
に
ど

う
軟
着
陸
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
日
本
は
婚
外
子
を
受
け
入
れ

な
い
た
め
、
国
際
的
に
見
て
極
端
に
同

せ
い
や
婚
外
子
が
少
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
若
者
自
身
が
親

元
か
ら
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
弱

い
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

一
九
七
○
年
代
に
米
国
に
行
っ
た

時
、
家
事
を
手
伝
う
男
性
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
母
が
台
所
に
い
る

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
二
十

日
、
加
盟
百
九
十
一
カ
国
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
や
国
民
の
健
康
状
態
な
ど

側
の
約
一
・
四
倍
に
な
る
と
予
測
。
同

社
の
予
測
が
正
し
け
れ
ば
、
五
人
で
養

う
高
齢
者
は
四
人
と
い
う
計
算
に
な

り
、
負
担
が
強
ま
る
と
し
た
。

皿

保
健
シ
ス
テ
ム
、
日
本
１
位

寿
命
や
健
康
の
到
達
度
で

間
、
父
が
新
聞
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な

家
庭
で
育
ち
ま
し
た
か
ら
。

性
別
役
割
を
是
正
し
て
も
、
出
生
率

は
簡
単
に
向
上
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
国
の
共
通
点

は
、
男
女
の
役
割
を
過
剰
に
区
別
す
る

点
な
の
で
す
。

現
在
、
専
業
主
婦
志
向
が
強
ま
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
長
続
き
し
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
、
若
い
労
働
力
が
激
減
す
る
時
代
が

く
る
か
ら
で
す
。

（
談
）

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
十
六
）

を
基
に
算
出
し
た
保
健
シ
ス
テ
ム
評
価

を
発
表
し
た
。
日
本
は
、
平
均
寿
命
や

健
康
で
暮
ら
せ
る
期
間
を
表
す
健
康
寿

（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ⅱ
共
同
）

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
○
・
六
・
十
五
）

命
な
ど
の
項
目
で
一
位
。
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
示
す
「
到
達
度
」
の
総
合

評
価
で
も
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
二
十
一
日
に
公
表
す
る
「
二
○
○
○

年
版
世
界
保
健
報
告
」
に
こ
の
評
価
を

掲
載
す
る
。

同
報
告
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
一
九
九
五
年
以

降
、
年
一
回
ま
と
め
て
い
る
。
昨
年
ま

で
は
各
国
の
健
康
に
関
す
る
報
告
が
中

心
だ
っ
た
が
、
今
年
か
ら
特
定
の
テ
ー

マ
を
決
め
、
分
析
と
そ
れ
に
基
づ
く
情

報
提
供
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

到
達
度
は
、
平
均
寿
命
や
健
康
寿
命

な
ど
の
「
健
康
の
到
達
度
」
、
子
供
の

死
亡
率
の
地
域
間
格
差
で
み
る
「
健
康

の
配
分
」
「
費
用
負
担
の
公
正
さ
」
な

ど
の
五
項
目
が
対
象
。
各
国
の
専
門
家

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
統
計
調
査

保健システム評価の上位10カ国

到達度効率
１位日本フランス

２位スイスイタリア

３位ノルウェーサンマリノ
４位スウェーデンアンドラ

５位ルクセンブルグマルタ

６位フランスシンガポール

７位カナダスペイン

８位オランダオーマン

９位イギリスオーストリア

10位オーストリア日本
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の
結
果
を
数
値
化
し
て
、
総
合
的
な
評

価
を
決
め
た
。

日
本
は
「
健
康
の
到
達
度
」
で
一
位

に
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
「
健
康
の
配

分
」
で
三
位
、
「
人
権
の
尊
重
と
利
用

者
へ
の
配
慮
」
の
到
達
度
で
六
位
に
な

る
な
ど
全
項
目
が
八
位
以
内
に
入
り
、

総
合
で
一
位
。
二
位
は
ス
イ
ス
、
三
位

は
ノ
ル
ウ
ェ
１
で
、
英
国
は
九
位
、
米

国
は
十
五
位
だ
っ
た
。

一
方
、
保
健
シ
ス
テ
ム
の
分
野
で
、

各
国
が
で
き
る
範
囲
で
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
教

育
レ
ベ
ル
な
ど
か
ら
は
じ
き
出
し
た

「
保
健
シ
ス
テ
ム
の
効
率
」
で
、
日
本

は
十
位
に
な
っ
た
。
上
位
三
カ
国
は
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
サ
ン
マ
リ
ノ

で
、
英
国
は
十
八
位
、
米
国
は
三
十
七

位
だ
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
多
く
は
、
到
達

度
、
効
率
と
も
に
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
ア
フ
リ
カ
で
は
保
健

シ
ス
テ
ム
に
改
善
の
余
地
が
か
な
り
あ

り
、
効
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
多
く
の

死
や
障
害
が
予
防
で
き
る
こ
と
が
改
め

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
」
と
分
析
。
評

価
に
つ
い
て
は
「
自
国
の
保
健
水
準
を

認
識
し
、
よ
り
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
作

り
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

【
北
京
皿
日
Ⅱ
中
村
史
郎
】
中
国
政

府
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
「
環
境
状
況

報
告
」
で
、
国
内
の
大
気
、
水
質
汚
染

が
一
段
と
進
み
、
砂
漠
化
に
も
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
国
土
の
三
割
で
酸
性
雨
に
よ

る
汚
染
が
見
ら
れ
、
改
善
し
な
い
傾
向

に
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

政
府
が
昨
年
、
環
境
保
護
対
策
に
投

じ
た
資
金
は
約
八
百
二
十
三
億
元
（
約

一
兆
七
百
億
円
）
に
上
り
、
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
一
％
を
占
め
る
。
報

告
は
、
全
体
的
に
は
汚
染
物
質
の
排
出

規
制
が
進
ん
で
い
る
と
評
価
し
つ
つ
、

二
部
地
区
で
は
依
然
と
し
て
悪
化
傾

向
に
あ
り
、
か
な
り
の
都
市
で
水
、
大

気
、
騒
音
、
土
壌
の
汚
染
が
重
大
だ
」

て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
六
・
二
十
｜
）

題

中国

荒れる国士

酸性雨3割汚染

と
指
摘
し
た
。

大
気
問
題
で
は
、
ば
い
煙
や
自
動
車

の
排
ガ
ス
が
主
な
汚
染
源
。
統
計
を
と

る
三
百
三
十
八
都
市
の
う
ち
、
一
一
一
分
の

二
が
国
の
定
め
る
標
準
値
を
超
え
て
い

る
。
水
質
汚
染
で
は
、
長
江
は
比
較
的

良
い
状
態
に
あ
る
が
、
黄
河
は
楽
観
で

き
な
い
と
い
う
。
海
洋
汚
染
は
上
海
、

過去の人口減少事例と経済成長

典化量繋誌霄､鳶
･黒死病下の英国▲0.2０．４▲0.3

（1348～1500年ごろ）

ｏ天明ききん前後の日本▲010.3Ｕ２

（1730～1800年ごろ）

･ジャガイモききんの後のアイ▲0.9１．６０７

ルランド(1846～1910年ごろ）

･出生率低下によるハンガリー▲0.3０．９０．６

（1980年～現在）

(注)人口変化率、経済成長率は年率換算、▲はマイナス

四
成
長
率
維
持
策
を
歴
史
に
学
ぶ

江
戸
後
期
、
農
業
技
術
を
革
新

報
告
は
人
口
が
減
る
な
か
で
成
長
率

を
維
持
す
る
方
法
を
歴
史
か
ら
学
ぼ
う

と
し
て
い
る
。
中
長
期
的
な
成
長
力
を

決
め
る
の
は
労
働
、
資
本
、
技
術
（
生

産
性
）
の
三
つ
。
江
戸
時
代
後
期
の
日

本
や
十
九
世
紀
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は

技
術
進
歩
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
一

九
八
○
年
代
以
降
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
資

本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
に
よ
っ
て
人
口
の

減
少
を
克
服
し
た
。

一
七
三
○
’
一
八
○
○
年
の
問
に
、

日
本
の
人
口
は
約
三
千
二
百
万
人
か
ら

一
時
三
千
万
人
を
切
る
ま
で
に
減
っ

た
。
東
北
で
は
飢
鐘
（
き
き
ん
）
、
江

戸
・
大
阪
な
ど
都
市
周
辺
で
は
疫
病
や

断
江
省
、
広
東
省
な
ど
先
進
地
域
の
沿

岸
で
深
刻
だ
。

ま
た
、
砂
漠
化
は
全
国
で
百
六
十
九

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
国
土
面
積

の
約
一
八
％
を
占
め
て
お
り
、
西
の
タ

リ
ム
盆
地
か
ら
東
は
東
北
地
方
ま
で
約

四
千
五
百
キ
ロ
に
及
ん
で
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
二
十
一
一
一
）
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深
刻
な
エ
イ
ズ
危
機
の
た
め
、
ア
フ

リ
カ
の
十
三
カ
国
で
現
在
十
五
歳
の
少

年
少
女
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一
は
若

く
し
て
エ
イ
ズ
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
ユ
ニ
セ

フ
な
ど
国
連
七
機
関
で
つ
く
る
国
連
合

同
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｓ
）
は

二
十
七
日
、
最
新
の
エ
イ
ズ
報
告
書
で

こ
ん
な
衝
撃
的
な
予
測
を
明
ら
か
に
し

た
。
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
は
、
す
で

に
四
百
二
十
万
人
が
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
感
染
し
て
お
り
、
い
ま

晩
婚
化
な
ど
が
原
因
。
こ
れ
を
肥
料
の

使
用
や
農
具
の
発
達
、
品
種
改
良
な
ど

農
業
の
技
術
革
新
で
カ
バ
ー
し
て
、
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
増
や
し
た
。

報
告
は
「
江
戸
時
代
の
生
産
性
向
上

が
（
明
治
以
降
）
工
業
化
前
の
前
近
代

的
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
た
」
と
い
う
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
人
口
減
に
よ
る

実
質
賃
金
の
上
昇
を
き
っ
か
け
に
、
労

働
集
約
的
な
穀
物
生
産
か
ら
、
よ
り
労

働
生
産
性
の
高
い
畜
産
へ
と
産
業
構
造

ⅢⅢ

南
ア
の
砠
歳
、
半
数
死
亡
と
予
測

ア
フ
リ
カ
は
２
４
５
０
万
人

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
発
表
さ
れ
た
報
告
書

に
よ
る
と
、
世
界
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数

は
九
九
年
末
現
在
、
推
定
三
千
四
百
三

十
万
人
、
こ
れ
ま
で
の
エ
イ
ズ
に
よ
る

死
者
が
推
定
千
八
百
八
十
万
人
。
合
計

す
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
人
の
数

か
ら
国
を
あ
げ
て
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
ん
で
も
十
五
歳
の
男
女
の
半

分
は
い
ず
れ
エ
イ
ズ
で
死
亡
す
る
と
い

》
フ
。

国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画
が
報
告

の
転
換
が
進
ん
だ
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
市
場
経
済
化
に
伴

う
投
資
拡
大
が
人
口
減
少
を
埋
め
合
わ

せ
た
。

報
告
は
「
歴
史
を
み
て
も
、
人
口
が

減
少
す
る
な
か
で
一
人
当
た
り
の
生
活

水
準
を
向
上
さ
せ
る
の
は
可
能
だ
」
と

強
調
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

二
○
○
○
・
六
・
二
十
八
）

は
死
者
も
含
め
合
計
五
千
三
百
十
万
人

と
な
る
。
ま
た
昨
年
一
年
間
の
推
計
で

は
、
年
間
五
百
四
十
万
人
が
新
た
に
Ｈ

ｌ
Ｖ
に
感
染
し
、
二
百
八
十
万
人
が
エ

イ
ズ
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

地
域
別
で
は
、
図
の
よ
う
に
サ
ハ
ラ

砂
漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
が
最
も
深
刻
で

感
染
者
二
千
四
百
五
十
万
人
。
タ
イ
や

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
を
含
む
南

ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
は
五
百
六
十
万

人
と
な
っ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
の
流
行
は
こ
れ
ま
で
各
国

の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
過
少
に
評
価
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
こ
二
、
三
年
で
多
く
の
国
が
対

策
に
力
を
入
れ
、
予
想
以
上
に
深
刻
な

こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
で
に
成
人
（
十

五
’
四
十
九
歳
）
人
口
の
一
○
％
以
上

が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
国
が
十
六

カ
国
も
あ
り
、
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
三
五
・

八
％
に
達
し
て
い
る
。

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
は
成
人
人
口
に

占
め
る
感
染
者
の
割
合
が
二
年
前
に
は

一
二
・
九
％
だ
っ
た
の
に
、
昨
年
末
に

は
一
九
・
九
％
に
上
昇
。
子
供
も
含
め

る
と
、
三
千
九
百
八
十
万
人
の
国
民
の

実
に
四
百
二
十
万
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染

し
て
お
り
、
世
界
最
大
の
感
染
者
人
口

を
抱
え
る
国
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
数
字
は
エ
イ
ズ

の
流
行
が
も
た
ら
す
衝
撃
の
大
き
さ
か

ら
す
る
と
現
時
点
で
の
「
ス
ナ
ッ
プ
・

シ
ョ
ッ
ト
」
に
過
ぎ
な
い
と
報
告
書
は

指
摘
し
て
い
る
。

各
国
の
報
告
や
統
計
を
も
と
に
疫
学

や
人
口
学
の
専
門
家
が
行
っ
た
分
析
に

よ
る
と
、
成
人
人
口
の
一
五
％
以
上
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
十
三
カ
国
で

は
、
現
在
十
五
歳
の
男
女
の
少
な
く
と

も
三
分
の
一
が
い
ま
は
感
染
し
て
い
な

く
て
も
い
ず
れ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
、
若

い
う
ち
に
エ
イ
ズ
で
死
ぬ
と
い
う
。

5９



南
ア
フ
リ
カ
の
場
合
、
成
人
の
ほ
ぼ

二
○
％
が
す
で
に
感
染
し
て
い
る
状
態

な
の
で
、
い
ま
十
五
歳
の
男
女
は
、
こ

の
ま
ま
政
府
が
予
防
対
策
を
取
ら
な
い

悲
観
的
シ
ナ
リ
オ
の
場
合
七
○
％
、
本

格
的
に
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
感

戦
後
最
低
の
「
１
．
鍵
」
を
記
録
し

た
昨
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
。
少
子
化

対
策
が
動
き
出
し
た
一
九
九
○
年
の

「
１
．
訂
シ
ョ
ッ
ク
」
か
ら
十
年
が
過

ぎ
た
が
、
依
然
と
し
て
下
降
傾
向
は
止

ま
ら
な
い
。
こ
の
間
、
政
府
や
経
済
界

な
ど
は
「
国
民
的
課
題
」
と
危
機
感
を

強
め
、
様
々
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

取
り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
仕
事
優
先

の
企
業
風
土
の
是
正
な
ど
環
境
整
備
は

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

子
育
て
に
対
す
る
負
担
感
は
増
大
し
て

お
り
、
対
策
の
あ
り
方
を
問
う
声
も
出

て
い
る
。

（
社
会
保
障
部
本
田
麻
由
美
、
小

山
孝
） 四回

企
業
が
作
る
「
産
め
な
い
風
土
」

『
出
生
率
一
・
三
四
』
の
時
代

染
率
を
下
げ
る
こ
と
に
成
功
す
る
楽
観

的
シ
ナ
リ
オ
で
も
、
半
数
近
く
が
Ｈ
ｌ

Ｖ
に
感
染
し
て
死
亡
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
○
・
六
・
二
十
八
）

■
変
わ
ら
ぬ
仕
事
優
先

「
戻
っ
て
き
て
も
、
今
の
仕
事
は
で

き
な
い
よ
」
。
東
京
都
内
の
大
手
メ
ー

カ
ー
で
企
画
を
担
当
す
る
Ａ
子
さ
ん

（
皿
）
は
昨
年
、
二
人
目
の
子
供
を
妊
娠

し
育
児
休
業
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
上
司

に
こ
う
宣
告
さ
れ
た
。
退
職
ま
で
ほ
の

め
か
さ
れ
、
「
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
整
備
が
必
要
と
か
言
う
け
ど
、
現

実
は
…
…
」
と
た
め
息
を
つ
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
育
児
・
介
護

休
業
制
度
へ
の
企
業
の
取
り
組
み
を
調

査
し
て
い
る
袖
井
孝
子
・
お
茶
の
水
女

子
大
教
授
は
「
変
化
の
兆
し
は
あ
る

が
、
企
業
体
質
は
ま
だ
ま
だ
変
わ
っ
て

い
な
い
一
と
話
す
。
一
人
目
は
ま
だ
し

も
、
二
人
目
、
三
人
目
の
育
児
休
業
と

主な国の最新の
合計特殊出生率

な
る
と
、
「
仕
事
上
の

技
術
の
能
力
が
落
ち
、

本
人
の
た
め
に
な
ら
な

い
」
と
す
る
企
業
が
少

な
く
な
い
と
い
う
。

■
少
子
化
の
要
因

国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
（
社
人

研
）
で
は
、
最
近
の
合

計
特
殊
出
生
率
の
低
下

原
因
を
未
婚
率
の
増
加

と
分
析
し
て
い
る
。
親

と
同
居
し
て
結
婚
し
な

い
若
者
を
「
パ
ラ
サ
イ

ト
・
シ
ン
グ
ル
」
と
名

付
け
た
山
田
昌
弘
・
東
京
学
芸
大
助
教

授
は
、
「
今
の
若
者
は
豊
か
さ
の
中
で

育
っ
て
い
る
た
め
、
結
婚
後
も
同
様
の

環
境
で
子
育
て
を
し
た
い
と
考
え
て
い

（
カ
ッ
コ
内
は
年
）

る
」
と
し
、

「
豊
か
な

親
と
の
同

居
を
捨
て

て
ま
で
、

結
婚
し
て

夢
を
み
ろ

と
言
っ
て

も
難
し

Ｉ

い
」
と
説
明
す
る
。

ま
た
、
漠
然
と
し
た
社
会
不
安
が
広

が
る
中
、
育
児
へ
の
負
担
感
が
一
向
に

改
善
さ
れ
な
い
の
も
出
生
率
低
下
の
一

因
と
さ
れ
る
。
東
京
・
練
馬
区
の
専
業

主
婦
Ｂ
子
さ
ん
（
釦
）
は
「
少
年
の
バ

ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
を
見
て
も
、
ど
の
子

も
あ
の
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
と
怖
い
。
子
供
は
欲
し
い
が
、
今

の
世
の
中
に
送
り
出
す
の
を
た
め
ら
っ

て
し
ま
う
」
と
話
す
。

読
売
新
聞
が
今
年
一
月
に
行
っ
た
世

論
調
査
で
は
、
出
生
率
低
下
は
「
子
育

！

！

ＪＢＤＵＵ
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国名
合圃十特殊
出生率

日本
イギリス

イクリア

スウェーデン

ドイツ

フランス

アメリカ

1.34(99）

1.74(98）
Ｌ19(98）
Ｌ５１(98）

1.41(98）

1.75(98）
2.03(97）
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■
強
ま
る
危
機
感

社
人
研
の
試
算
に
よ
る
、
わ
が
国
の

人
口
は
二
○
○
七
年
を
頂
点
に
減
少
し

始
め
、
二
十
一
世
紀
末
に
六
千
七
百
万

人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
政
財

界
で
は
、
日
本
の
将
来
像
に
危
機
感
が

強
ま
っ
て
い
る
。

今
月
二
十
七
日
、
経
済
企
画
庁
が

「
二
○
○
五
年
か
ら
十
五
年
間
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、
人
口
減
少
の

影
響
で
６
．
７
％
下
が
る
」
と
初
め
て

の
試
算
を
公
表
。
四
月
に
は
日
経
連
と

連
合
が
「
急
速
な
出
生
率
低
下
は
労
働

力
人
口
の
減
少
、
国
内
市
場
規
模
の
縮

小
、
現
役
世
代
の
負
担
増
な
ど
に
よ
り

経
済
成
長
を
制
約
す
る
」
と
い
う
共
同

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
た
。

｜
方
、
政
治
家
か
ら
は
現
在
の
対
策

の
方
向
性
に
疑
問
も
出
始
め
て
い
る
。

先
日
開
か
れ
た
政
務
次
官
会
議
の
社
会

保
障
に
関
す
る
分
科
会
で
は
、
「
い
っ

そ
の
こ
と
、
子
供
を
つ
く
ら
な
い
夫
婦

て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
」

（
“
％
）
、
「
働
く
女
性
の
出
産
や
子
育

て
を
助
け
る
制
度
や
施
設
が
不
十
分
」

（
Ⅲ
％
）
を
原
因
と
す
る
人
が
多
い
。

三
十
代
女
性
の
ね
％
が
出
産
、
子
育
て

の
支
援
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
た
。

井
上
俊
一
・
日
本
大
教
授
（
社
会
人

口
学
）
の
話
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
な
ど
、
政
府
の
現
在
の
取
り
組
み

自
体
は
重
要
で
、
地
道
に
進
め
て
い
く

べ
き
だ
。
し
か
し
、
欧
米
の
例
を
見
て

も
、
本
気
で
少
子
化
傾
向
を
是
正
す
る

に
は
、
現
在
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、

子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
ば
く
大
な
財

政
も
必
要
だ
。
巨
額
を
投
じ
て
で
も
少

■
先
進
国
共
通
の
問
題

国
の
社
会
保
障
給
付
費
の
内
訳
（
九

七
年
度
）
を
見
る
と
、
高
齢
者
関
係
給

付
費
四
十
五
二
兆
円
に
対
し
て
、
育

児
休
業
給
付
や
保
育
所
の
運
営
費
、
児

童
手
当
な
ど
を
含
む
「
児
童
・
家
族
関

係
費
」
は
二
・
三
兆
円
に
す
ぎ
な
い
。

山
田
助
教
授
は
「
高
齢
者
福
祉
予
算
と

に
は
年
金
保
険
料
に
格
差
を
つ
け
た
ら

ど
う
か
」
な
ど
の
過
激
な
発
言
も
出

て
、
官
僚
が
止
め
に
入
る
場
面
も
あ
っ

た
。
外
部
へ
の
報
告
で
は
「
当
事
者
の

選
択
が
『
責
任
あ
る
選
択
』
に
な
っ
て

い
る
か
、
問
い
直
す
必
要
が
な
い
か
」

と
の
問
題
提
起
に
抑
え
た
が
、
政
治
家

の
い
ら
だ
ち
を
示
し
た
形
だ
。

議
論
通
し
て
冷
静
な
選
択
す
る
時
期

子
化
を
是
正
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め

る
の
か
、
社
会
保
障
な
ど
少
子
化
で
影

響
を
受
け
る
社
会
制
度
の
見
直
し
、
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
も
含
め

て
少
子
社
会
の
設
計
に
重
点
を
置
く
の

か
。
む
や
み
に
危
機
感
を
あ
お
っ
て
不

安
を
増
大
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
民

的
な
議
論
を
通
し
て
冷
静
な
選
択
を
す

る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

比
べ
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
予

算
が
少
な
す
ぎ
る
」
と
、
批
判
す
る
。

出
生
率
の
低
下
は
先
進
国
共
通
の
問

題
だ
。
育
児
休
業
中
の
手
厚
い
所
得
保

障
な
ど
で
十
数
年
前
か
ら
出
生
率
が
急

上
昇
し
た
ス
エ
ー
デ
ン
も
九
○
年
代
後

半
に
は
ダ
ウ
ン
す
る
な
ど
、
少
子
化
対

策
の
難
し
さ
は
専
門
家
の
間
で
は
一
致

し
て
い
る
。

阿
藤
誠
・
社
人
研
所
長
も
「
少
子
化

の
背
景
を
考
え
れ
ば
、
効
果
が
す
ぐ
に

見
え
る
も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
決

め
手
は
な
い
」
と
認
め
る
。
そ
の
上

で
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の

変
化
に
伴
っ
て
、
現
実
の
ニ
ー
ズ
に
そ

ぐ
わ
な
く
な
っ
た
制
度
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
」
と
し
て
い
る
。

厚
生
省
の
一
九
九
九
年
人
口
動
態
統

計
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
自
殺
者
が
三

万
千
三
百
八
十
五
人
で
、
過
去
最
高
を

記
録
し
た
前
年
か
ら
わ
ず
か
に
減
っ
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
あ
る

こ
と
や
、
離
婚
組
数
が
過
去
最
高
と

な
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

自
殺
者
数
は
前
年
の
九
八
年
に
初
め

て
三
万
人
を
突
破
三
万
千
七
百
五
十
五

人
を
記
録
し
た
。
九
九
年
は
そ
れ
よ
り

微
減
し
た
が
、
九
八
年
以
前
で
最
も
多

か
っ
た
八
六
年
の
二
万
五
千
人
余
に
比

べ
れ
ば
、
高
止
ま
り
の
形
だ
。

男
性
に
限
れ
ば
二
万
二
千
三
百
八
十

七
人
で
、
前
年
を
三
十
八
人
上
回
り
、

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

一
方
、
離
婚
し
た
の
は
二
十
五
万
五

百
三
十
八
組
で
、
過
去
最
高
だ
っ
た
前

年
（
二
十
四
万
三
千
百
八
十
三
組
）
よ

り
七
千
三
百
組
余
り
増
え
た
。
離
婚
率

（
人
口
千
人
当
た
り
の
離
婚
組
数
）
も

前
年
の
一
・
九
四
か
ら
二
・
○
○
に
。
一

方
、
婚
姻
は
七
十
六
万
二
千
十
一
組

で
、
前
年
よ
り
約
二
万
二
千
五
百
組

減
っ
た
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
○
・
六
・
三
十
）

自
殺
者
微
減

離
婚
は
最
多
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BasicSuweyReportonPopulationandRlmily

PlanningintheKingdomofNepa1（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationEmdDevelopmentinjapan（英譜版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDeve-

IopmentinSoutheastAsianCountries
-Thailand-

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調森

一データ縄一

SurveyofUrbanization，LivingEnvironmentand

WeIfaTeinBangkok-Data-

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitioninJapanandRuralDeve・

Iopment（英語版）

７．スライド

日本の郁市化と人口（日本語版）

UlbanizationandPopulalioninJapａｎ（英語版）

日本的城市化勺人口（中国語版）

UrbanisasiDarlkependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertilityandLivingStandardsinChinese

RuraIAreas-Data-Allthehouseholdsoftwo

villageｓｉｎＪｉｌｉｎＰ｢ovincesurveyedbyquestionnajTes
（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水平的墹盗擴告

一対干吉林省両十村迭行全戸面談潤査的靖果一

＝銃ｉ＋ｆＨ－（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告書

一インドネシア凶一

ReporlontheSurveyofRuralPopulationand

AgTicultura］DevelopmentmAsianCountries
-Indonesia-（英語版）

５．スライド日本の農業、農村開発と人ロ

ーその軌跡一（日本語版）

Agricultural＆RuralDevelopmenland，Population

inJapan（英語版）

日本衣並衣村的茂展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyarakatDesaDan

KependudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口，開発基礎調森報告書

一インドネシア辰ｌ－

Ｒｅｐｏｒ１０ｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏｐulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountr1es

-lndonesia-（英語版）

３．在日葡学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

昭和60年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一タイｌＬＲｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｍｌPopulationand

Ag｢iculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentmJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計巣

DemographicandSocio-EconomicIndicatorson

PopulationandDevelopment（英語版）
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2．東南アジア諸国等人LI・開発雑礎調査報告啓
一『卜華人氏共和IIil-

Repo｢lontheBasicSurveyofPoDulaljonand

DeveIopmenlillSoutheastAsianCountTles

-China-（英語版）

６．スライド日本の脈業開発と人口

~その原動力・電気一（日傘譜版）

Industria1DeveIopmenlandPopulａｔｌｏｎｌｎＪａｐａｎ

－－ＴｈｅＰ｢imeMoverElectricl[ｙ－（英語版）

日本的祥止茂展5人Ｌｌ

－ｊＬ原功カー虫気一（中国語版）

Pembangunanlndust｢idankependudukandiJepang

-Penggerak（比lmaTeIlgaListrik-

（インドネシア語版）

３・アジア諸国からの労働力流''1に関する調森研究搬告書
一タイlｒｌ－

４．Ｈ本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinJapan（英語版） ７．ネパール]二厘1人LI家族計画輔二次薙礎調盗

ComplementaryBasicSuweyReportonPonuia[ion

andFamilyPIanninginthekingdoｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一総計巣一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-OverviewandStatisticaITables-
（英語版〉 昭和62年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調盗報告i1ト

ーｆｌＩ兼人災共和同一

ReporlonLheSuI-veyofRuralPoDulationand

AgricuItu｢alDevelopmentmAEianCount｢iｅｓ

－Ｃｈｉｎａ－（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinjaPan-AsianExPeri
ence-（英語版）

日本的人にI与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版） ２．東南アジア諸同等人口・開発〕,囎礎調査報告書

一Ｆ|'帷人氏共棚ｌＸｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏpuIationand

DevelopmenlinSoutheaslAsianCount｢ｌｓ

－Ｃｈｉｎａ－ （英語版）

7．ペルー共和国人口家族計iIlii恭礎調査

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する飼盗報告書

一バングラデシュ国一

ReporlontheSurveyofRuralPopulaljonand

AgricultunlDevelopmenl-Bangladesb-（英
譜版）

３．アジア諸Ｉ曇Iからの労働力流！{Iに関する鏑在研究報告惑

一フィリピンlirl-

４.［１本の人11と農業開発

PopulatioI1andAgTiclllturalDevelopmelltin」apa、
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発避礎調在報告啓

一ネパール同一

ReportontheBasicSurveyofPoI)ulationaI1d

DevelopmelltinSoutheastAsianCountries

-NeDal-（英語版）

５．ネパールの人I」・Ｉ淵発・環境

Popula〔ＩＣ､，、evelopmenLandEnvironmeminNep亀｜
（英語版）

６．スライド

日本の人口秘動と絲済発展（日本語版）

TheMigratoI-vMovelnentandEconomicDeve]op、
ｍｅｎｔｉｎＪａｐａｎ（英語１Ｍ、

日本的人ロ穆功与難済友展（中国語版）

Perplndal1anPendudukDanPerI（embanganEkonom】
Djjepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関するi調査研究報fqfilド

ーマレーシア国－

４．日本の人口構造変動と開発一illlj齢化のアジア的祝
uUf-
DOqb

StructuralChangeinPopulationandI)eveloI)mer】ｔ

－ｊ臼ｐｔｍ'ｓＥｘｐｅｒｌｅｌ１ｃｅｉｎＡｇｉｎｇ－ （英i摺版） 7．トルコIIii人Ｕ家族iil-画恭礎ii1iME

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある魅後を目指して－（Ｈ本譜版）

AginginJapan-Challengesan(］Prospects-
（英語版）

辺人高齢化社会的日本正ｉｍ１田挑哉一迫求具生命愈又
的老年生漉一（中ＩＲＩ語版）

昭和63年度

1．アジア諸同の農村人I］と艇業開発に関する調交報告醤

一ネパール同一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖｏ［RuTalPopulationand

AgriculturalDevelopmentmAsianCountnes

-Nep＆１－（英語版）

“



３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一中華人民共和同一

TantanganMasvarakatLanjutusiaJepang￣

（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDeveIopmentandPopulationinjapal1

-TrendsandPmspec[ｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５ヵ国の比較一

StrategicMeasuresfOrtheAgriculturalDevelopment

-ComparativeSlrudiesonFiveAsianCountries-

（英語版）

（本作品は、1990年０１ｶ日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

ロ本の地域開発と人口（日本語版）

ReginaIDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

Ｐｅ｢mbangunanDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア諸国の農村人ロと農業開発に関する調査報告書

一フィリピンｕｉＩ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulationEmd

Agricultu】ralDevelopmem－Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

２．束南アジア諸国等人口・開発避礎調在報告書

一バングラテ倭シュー

ReportontheBasicSurvevofPopulationand

DevelopmentlnSoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

１．アジア諸国の農村人ロと農業開発に関する調迩報告書

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturaIDevelopmenl－MaIaysia-

（英語版）
３．アジア諸国からの労働力流出に関する調在研究報告評

一インドネシア凶一

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ベトナム圧ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰｏｐｕlaliona1Td

DevclopmentinSoutheastAsianCountries

-ViaKam-（英語版）

４．日本の人口

Population、

Japan‐

`開発・環境一アジアの経験一

DevelopmenlandEnvironmentln

AslanExperience-（英語版）

５．スライド

Ⅱ本の環境・人Ｕ・'淵発（Ｈ本語販）

Environment，PopulationandDevelopmentln

Japa、（英語版）

Ｉ]本的坏境・人口・升友（llj鬮譜版）

Lingkungan，PendudukdanPembangunanJepang

（インドネシア語版）

（本作品は、1991年卿日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部｢１で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告替

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人ロー（日本

語版）

LivingforTomorrow－IndustrialTransltionand

Populationin」apan-（英語版）

生活在明天一日本的存止誇換与人口一（中国船版）

６．アジアの人口都ilf化一統計樂－

ProsDectsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカUlil-

ReportontheSurvevRuralPopulatioXiand

Agl･iculturalDevelopment-Srilanka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PeraljhanSt｢uktur

lndustriDanPoDulasiDiJepa､９－

（インドネシア譜版）

2．東南アジア諸国等人口・開発些礎調査報告書

一フィリピン匠１－

ReporlontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsiEmCountTies

-PhilippineS-（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

一ベトナム国一
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平成７年度

l・アジア蒲１塁1の発展段階別農業・農村ｌｌＨ発jlk礎H1ﾘｲﾋﾞ報〈ｌｒ

ｆｌドーパキスタン国一

Repor［ｏｎｔｈｅＢａｓにＳ11｢veyonAgriculturalandRural

DcvelopmentbyProgre鑓StaReiI1A副anCoun[ries

-Pakistan-（英語版）

ReportontheSuwevofRuralPopuIa[ionand

AgI･iculturalDevelopment-VietNam-

(英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発錐礎調査報告書

一スリランカｌＺｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆPopulationand

DeveloDmentinSoutheastAsianCounlr1es

-SriLfInka-（英語版）２．アジア緒国の都市化と１１M発雅礎調介報ｉｌｒｉ１ＩＫ

－ネパール周一

Re7)ortontheSurvevofUrbanizationandDevelopment

inAsianCountries-NeDal-（英諾版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調炎研究

報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PbpuIationandSustajnableDevelopment
（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力にl乳Iする調在研究

報告課一インド国一

４．アジアにおける女性のエンハワーメント

ＥｍＩ〕oｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｎＩｅｎｉｎＡｓｉａ（英識版）
５．スライド

女たちの挑戦一女,性の地位|(ﾘｰﾋと日本の人I」－

（日本語版）

WOmenandlheirChalIenges－Improvemcnts

intheStatusofWOmenthePopulationofJapan-
（英語版）

女性的挑戚一女性地位的提高与日本的人口一

（中国語版）

TantanganKaumWanita-EmangipasiWanita

danPopulasiJcpang-（インドネシア語版）

５，スライド

アジアを拓け－女性たち－（日本論版）

ABrighl0fGenderEquality・－Empowermen［ｏｆ
ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性'三1強之路一十日Ⅲ洲女'''５－（｢l1If1語脳）

IlarpanCerahbagiPe｢samaan－［〈aumWanita

AsiaMeramball」alan-（インドネシア譜版）

平成８年度

Ｌアジア諸国の発展段階別農業・農村|剥発坐礎調在報告

書一ラオス人災民主共和国一

Reportｏｎ［heBaslcSurveyonAgricuIturaland

RuralDevelopmentbyProgressStfIgeinAsian

Countries－LaoPeople,sDemoratiCRepubIic-
仁災謡版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調通報告

書一インド同一

ReportontheBasicSurveyonAgricuItumlandRural

DevelopmentbyPr0gressStageinAgianCountries

-Indi2-（英語版）

２．アジア諦国の部ili化と開発識在報告幽

一フィリピン国一

Report（)ｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏ［UrbanizatjonandDeveloD‐

mentinAsianCoun[ries-PhiIippincs-（英語縦）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportontheSurveyofUrbanjzationandDevelopment

inAsianCountries-Thailand-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調森研究

報告書－ベトナム同一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力にl典Iする調査研究

報告書一ラオス同一 ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

WomenPsLaborPartjcipationandEconomicDevelop‐

ｍｅｎｔmAsia-Strategytoward21Centurv-

（英語版）

４２１批紀の人'三］・食柵]iiX略一アジアと111F界一

PopulationandFoodStTalegyfoｒ２１ｓｔｃｅｎｒｕｒｖ

－ＡｓｉａａｎｄＷｏｒｌｄ－（英錨版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人口墹加と食料

ChallelxgeandDecisionfortheYear2025

-PopulationlnCrcaseandFoo〔ＩＺｎＡｓｉａ‐

（英諦版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfortheWomenoIAsiａ（英語版）

１１K洲ｶﾖ女的新)刀臓（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）
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地球からの警告一アジア、水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅＥａｒｔｈ－ＴｈｅＦｕｔｕｒｅｏｆAsia･

ＷａｔｅｒａｎｄＦｏｏｄ－（英語版）

来自地球的瞥告－１１１１洲、水和根食的未来一

（中国語版）

PeringatandariBumi-MasaDeoanAsia-Airdan

Pangan-（インドネシア語版）

|〔1蒲2025年的ﾉﾋ断一］１１洲的人口墹l丘和*H1食一

(中u2廠版）

Ｔｅl<adUntukT2hur12025-PCrtambahanPopulasi

danPangandiAsla-(インドネシア語版）

平成９年度

ｌアジア諸国の発展段階別農業・農村開発）L礎調?ii鍬告

－１ヒーラオス人民民主共和同一Ｉ－ｌ

ＲｅｐｏｒｒｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏI1Agricultura］and

RuralDevcIopmentbyPr(】鷺ressStageinAsi2in

Countrles-LaoPeople，sDemograticRepublic-

平成11年度

１．アジア詣国の発展段階別農業・農村開発坐礎調在報告

書一モンゴル国一中央県、セレンゲ県を中心として－

ReDortontheBasicSurveyonAgriculturaland

RuIalDevelopmentbyPr0gressStageinAsian

Countries-Mongolia-Focusol1TovandSeIenge

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態iijlliIii級吉i1キー中ｌｊ１－

上海を中心【二

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａjthinAsian

Countries-China-FocusonShangbaj-

３．アジア諸国の轍業安定iiU度と雁用政策に関する調盃研

究報肯諜一バングラデシュ人氏共和、－

２．アゾアヵⅡ;会|＃|先と人lH11洲発

Ｓ()ci2IDeveIpme'1tandl-lumanDeveloI〕ｍｃｎｌ

ｉｎＡｓｉａ

３．アジアiililflの人llM資iliiIlIl苑と労Ifljﾉﾉにl乳Iする洲iliE研究

嫌ｌ１ｎｌ１：－マレーシア１１１－

４．水をぬぐろ２１世iiiLの危機

一一アジア人１１を離点として－

WaterCrisisin［heTwentVFirstCenIury

-ProsDectDfAsianPopulationandDevelopmenｔ－

５.スライド

水は』{鬘ている一人口と水査源一

Ｗ鼠lerisA1ive-PopulaUonandWa[e「、

Resources－（英語版）

水処ｲｲ'１３命｢１１－人ｕ与水lBiilii-<LlIlJil調'1k）

ＡｉｒｉｔｕＨｉｄｕｐ－ＰｅｎｄｕｋｄａｎＳｕｍｄｅｒＡｉｒ－

（インFネンア繍版）

平成10年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一カンボジア国一

ReportontheBasicSurveyonAgricul[uraIand

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Counmes-Cambodia-

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調森報告u』：

－大韓民国一

ＲｅｐＤｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏ「AgingandHealtll

inAsianCountries-TheRepublicofKorea

３．アジア諸国の職業安定制度と雁用政策に関する調在研

究報告書一イラン、－

４．発展の制約一中国・インドを中心に＿

CorlstrainsonDevelopmenI-FocuｓＣｈｉｎａａｎｄ

ｌｎｄｉａ－－

５．スライド・ビデオ
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1996年５１二1にマレーシアのクアラルンプールで１判かｵＬ

た、人I」と食WM安全保陣に関するAFPPD（人｢Iとi刑

発に関するアジア銭且フォーラム）特別運営委貝会で、

ベトナム例会社会菱貝会委風艮グェン・ティ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である苦名な農業学者ポー

トン・ズアン博士の共著論文のＨ本譜版の今ｲﾊﾟ,、lIIf界

食料ｻﾐｯﾄに向けた資料として作成さ』[た」

1．『国際人ロ開発会鯛行動計画要旨」1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人川開発会議(ICPD)の行

動計画の要旨。同文課関逃の出版物としては本邦初｡）

２．『国際人ロ開発鰻員会蹴』、国際人ロ開発識員会溌餓事

録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人口開発会縦(ICPD)に先

駆けて{Ｍ１雌された|王l会議貝会議である国際人口開発議

員会議の議蛎録。同会議には117カ国約300名の国会議

貝が参加した。会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

同会議風フォーラムが準備された｡）

９．「国際食料安全保障・人口・開発鱗国会鰻』、国際食料

安全保障・人ロ・開発蕊員会戦ＵＭＰＦｓＰＤ)融旗録、
1997年（和文）

（内容：食料農業機関(ＦＡＯ)主１１Mの１１１F界食料サミリト

（WFS)にあわせ､llMifi:Bllllにスイ天･ジュネーブで1刑

催さオした国際食料安全保障・人ＬＩ・開発議L｣会議

（IMPFSPD)の辮膨１ｋ同会議の成果は、ｌｌｌ界食料サミヅ

トで公式に配布され、またＷＴＯルジニーロ｣i務同侭

にも桜井新・会議議長から乎渡された｡） ３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が同の人11分野への武献も併臓｡）

10．国連人ロ基金？未来のための食料」997年（和文）

（内容：LIi]迎人口堆金出版物ＦｏｏｄｆｏｒｔｈｅＦｕｔｕｒｅの

Ｈ小語版。人l｣himlⅢの仰ilillと食料確保を行うために．

女性の参加が不可欠であることをきまざな具体Iillから

解きほぐしている。）

４．F国際人ロ・社会開発鏑員会鱗“国際人ロ・社会開発

HIi員会繊(ＩＭＰPSD)鯛事録、1996年（和文）

（内容許世界社全開発サミット（WSSD)にあわせ、1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

１１とiM:会開発に１１Mする凶会議貝会凝議躯録=）

11．国連食糧農業機IVI(FAO）『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画｣、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行勤計Iihiの

本邦初の翻訳であり、多分野から｢il丈避のロ本翻訳の

決定版として商いi評Iiliを受けた＝）

5．黒田俊夫薯『リソース・シリーズ１国運人ロ会醗20年

の軌跡一ブカレストからカイロへ＝、1996年（和文）

（内容：伺述主催の第一皿I人口会議であるブカレスト

会譲から1994年カイロの凶|鰻人口開発会議まですべて

の国連主'''1の人口会議に参川|し、人口分野における世

界｢内大家である著者が、その推移を概観し分析した｡）

12.ｒリソース・シリーズ５ＦｉｖｅＹｅａｒｓｆｒ０ｍＩＣＰＰＤ－国

際人ロ開発鱗員会醗から５年一人ロと開発に関する国

会識員会鱗宣言文息1998年（和・英）

（内容；カイロの厩際人LIHH発会識から５年目を迎え、

この機会に人口と|閑発に関する、際鍍且会議、地域識

且会議の宣司文を災成。今後の史なる発展のための溢

料とした。）

６．ToshioKuroda，ResourceSerieS200FromBucha‐

resttoCairo-量OYearsofUnitedNationsPopuIa‐

tionConferences-，，，ＩＳｇＳ（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１－の英一文版｡）

13．アリソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsiaJ

I998年（英文）

（内容：当財、が主Ｉｌｌｉする「人LIと'1M発に関するアジ

ア膣|会議貝会議」で呼びかけをおこない、各｢lilの人[１

政策を各圃政府責任瀞もしくは専''１１家が記述した。各

１１;lの政策に貴([を持つl』会鍍L(が関Ｉ）している点で、

航例を見ない｡）

14．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールドウオゾチ研究所から刊行ざ/したSandra

Postel蒜WorldwatchPaperl32

DWiding［heWaters：ＦｏｏｄSecurity、Ecosystem

He息lthtmdtheNewPoliticgofScarci[ｙの邦訳。今後

人１Ｍ(社会に大きな制約を与えるのが、淡水ffil;ｉｌの不jlL

である。期え紬ける人１１を支えるための農業唯産もま

７．「国際女性・人ロ・開発鱗国会鍋』、国際女性・人ロ・

開発蝋員会溌(IMPGPD)醗事録、1996年（和文）

（内容：第４UIiU:界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、1995

年９１１に東京で開催さ》した国際女性・人ｕ・開発議此

会議(IMPGPD)の議事録。同会識には第４１９１世界女性

会議に対する各１，１政府代表を'''心とする国会議員が参

DIIした｡）

8．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびポートン・ズアン、グエン・

テイ・タン薯、『リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料＆、1997年（和文）

（内容２世界食料サミ､，トヘの雄備として圃迎食料農

業機|洲(ＦＡＯ)か|到巡人[l｣,Lfirとの共1副研究された、「人

ｌ｣1W卯と上饗劣化-,に関する論文の１Ｊ本譜版および、
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評価のための国連人口特B11総会報告書」日本語版。同

会議では、国際人ロ開発会議（ＩＣＰＤ〉から５年を

総て、その進捗を妨げる障害、ＡＩＤＳなどの予恕以

上の蔓延など、時代の変化をとり入れ、行jlMjilllhiを実

施する上で必要となる指標や障害を解消するための具

体的行動などを国連加盟国が国連総会の場で協議し確

認した。

た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総fitは地球上の水の0.00

0008％に過ぎない。この水の総迅は、有史以来変わっ

ておらず、人口が増加する分だけ、－人当たり使用で

きる水の獄はどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが十分に認識されていない。人口増加を支えて

いる地球の限界が目の前に迫っていることに警告を発

している｡）（日本語版版権取得）
１９．人ロと開発に関するアジア繍貝フォーラム第６回大会

世界妓初の人口と開発に関する議貝フォーラムであ

る「人口と開発に関する議員フォーラム(ＡＦＰＰＤ）

が３年に一度開催する大会の議事録。

ＡＦＰＰＤは1981年に設立されてから世界の指導的

な人口と開発に関する地域議員活動として、アジアの

みならず、世界レベルでも人口と開発に関する同会議

貝活動の指導的な役割を担っている。その提11&者であ

り、創設者の佐藤隆・元農水大臣と、桜井新，現議掻

の出身地である新潟県で開催されたＡＦＰＰＤ大会の

報告書（日本語版）。同大会では1000年期段後の大会

として、2000年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・

開発問題に関する国会議貝の活動方針を協議し、その

成果は「新測宣言」にまとめられた。

15．国連人口基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国連人口恭金出版物EnvironmentforPeople

の日本語版。人口問題．環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を魚視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

１６．Parliamentarians1ActivitiesonPopulationand

Development-HistoryofParIiamentarians1Activitiesand

ltosFindings．（英文、－部スペイン霞）

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開膿さ

れた「国際人口1)M発会議評llHiのための国会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)」のために準備された出版物である。こ

の出版物は1994年の国際人ロ開発会議以降の人口と開

発にMIIするアジア議員フォーラム(ＡＦＰＰＤ）を始め

とし、アメリカ地域人口・開発国会議負グループ（Ｉ

ＡＰＧ）、アフリカ・アラブ地域人口開発議員フォー

ラム（ＦＡＡＰＰＤ）、ヨーロッパ地域の国会議員活

動の成果である宣言文と、各議連の活動史を纏めた世

界で初めての出版物である。国会議貝活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

17．国際人ロ開発会鱗評価のための国会鶴員フォーラム

（ｌＦＰ）報告密

1992年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人LI開発会議評価のための国会議員フォー

ラム（ＩＦＰ>」の報告書である二同会議には１０３カ国

からおよそ２１０名の同会議貝が参加した二同会議て､は

展1際人１１開発会議から５年間の進捗状況とその進展を

’1Kむ障害について熱心な討議が行われ、人口と持続可

能な開発を－f(した視点で扱う【1Fを強く求めた「同際

人口開発会議評価のための国会議貝フォーラム・ハー

グ宣言一が採択された。この内容は会議事務総長を務

めた桜井新ＡＦＰＰＤ議長の手によって、ハーグの国

際フォーラムならびに３月にニューヨークで開倣され

た準備会議の場でも発表された。

18．第21向風麹特別総会特別委員会報告書｢付録」

国連人ロ開発会鱗行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動

1999年６月３０日～７月２日にかけて、ニューヨーク

の'五l連本部で1)M催された「膣l際人口開発会議から５年

“



ＡＰＤＡ 曰誌￣
■■■

４
月
４
日
日
本
財
団
平
成
皿
年
度
助
成
金
交
付
式
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と

遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

４
月
８
日

第
追
回
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
世
界
総
会
に
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

～
９
日

４
月
ｎ
日
阿
藤
誠
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
所
長
就
任
祝
賀
〈
雪
に

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

４
月
即
日
ア
ン
ジ
ェ
ラ
。
ゴ
メ
ス
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
、
ゲ
イ
・
ス
イ
－
．
ボ
ー

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
財
務
担
当
、
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

事
務
局
長
及
び
池
上
清
子
リ
ソ
ー
ス
・
モ
ー
ビ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン

ォ
フ
ィ
サ
ー
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
国
際
協
力
に
つ
い

て
協
議
。

４
月
幻
日
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ゴ
メ
ス
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
会
長
、
ゲ
イ
・
ス
イ
－
．
ボ
ー

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
財
務
担
当
、
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

事
務
局
長
及
び
池
上
清
子
リ
ソ
ー
ス
・
モ
ー
ビ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン

ォ
フ
ィ
サ
ー
を
招
き
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
役
員
と
朝
食

会
を
開
催
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
虹
世
紀
に
向
け
た
活
動
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
。

５
月
配
日
和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理

事
と
人
口
分
野
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
協
議
。

５
月
羽
日
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
及
び
和
気
邦
夫

同
事
務
局
次
長
と
中
山
太
郎
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
並

び
に
桜
井
新
同
会
幹
事
長
が
人
口
分
野
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
協

議
。

５
月
型
日
東
大
皿
世
紀
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
人
口
・
食
料
・
環
境
－
１
ト
リ
レ

ン
マ
を
い
か
に
打
破
す
る
か
ｌ
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
加
藤
祐

子
渉
外
課
長
が
出
席
。

５
月
Ⅲ
日
本
協
会
評
議
員
会
並
び
に
理
事
会
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開

催
。⑪
平
成
ｎ
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

②
平
成
皿
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

③
理
事
の
選
任

６
月
１
日
㈱
電
力
中
央
研
究
所
主
催
「
ト
リ
レ
ン
マ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０

０
－
１
，
世
紀
を
振
り
返
る
ｌ
に
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
星
合
千

春
国
際
課
長
及
び
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
出
席
。

６
月
８
日
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
の
少
子
化
ｌ
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
－
」
開
催

～
９
日
準
備
の
た
め
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員

が
札
幌
に
出
張
。

６
月
皿
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

村
開
発
基
礎
調
査
」
第
１
回
研
究
会
を
開
催
。

６
月
旧
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

～
路
日
村
開
発
基
礎
調
査
」
予
備
調
査
の
た
め
楠
本
修
主
任
研
究
員
を

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
に
派
遣
。
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◇
二
十
一
世
紀
に
は
、
人
口
増
加
や
異
常
気
象
の
影
響
で
、
世
界
的
な
食
料

不
足
が
地
球
を
襲
う
ｌ
と
未
来
学
者
は
予
測
し
て
い
る
．

そ
の
前
兆
と
し
て
す
で
に
国
境
を
越
え
た
深
刻
な
”
水
不
足
〃
が
世
界
各
地
で

起
き
て
い
る
。
異
常
気
象
に
加
え
、
都
市
用
水
、
工
業
用
水
、
農
業
用
水
の
大

量
使
用
に
よ
っ
て
世
界
の
名
だ
た
る
大
河
川
で
は
、
水
が
河
口
ま
で
届
か
な
い
。

◇
地
下
水
は
畑
作
用
の
過
剰
汲
み
上
げ
で
枯
渇
し
、
食
料
不
足
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
。
穀
物
不
足
は
大
問
題
だ
。
い
ま
、
世
界
人
ロ
六
○
億
人
の
う
ち
、

お
よ
そ
一
○
億
人
が
飢
餓
に
泣
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
は
先
進
国
の
飽

食
が
目
に
あ
ま
る
。

人
間
と
は
勝
手
な
も
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
昨
年
、
四
○
万
人
が
脂
肪
吸
引

手
術
を
行
っ
た
そ
う
だ
。

先
進
国
の
栄
養
過
剰
摂
取
は
、
人
類
史
初
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
ら
し
い
。

米
、
独
、
英
な
ど
の
都
市
で
は
大
人
の
半
分
が
体
重
オ
ー
バ
ー
だ
と
い
う
。

日
本
は
ど
う
か
。
「
外
米
は
マ
ズ
イ
」
「
曲
が
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
は
食
べ
ら
れ

な
い
」
等
々
、
い
い
気
な
も
の
だ
。
飢
え
に
苦
し
む
途
上
国
の
人
達
の
「
ふ
ざ

け
な
さ
ん
な
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

◇
食
の
豊
か
さ
は
大
切
な
こ
と
だ
。
し
か
し
、
い
か
に
声
高
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
食
料
不
足
を
叫
ん
で
み
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。
そ
れ
よ
り
も
ど
の
よ
う
に
し

て
先
進
国
と
途
上
国
の
間
に
拡
大
す
る
食
料
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
矛
盾
を
解
決

し
て
い
く
の
か
。

農
経
学
者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
身
近
か
な
と
こ

ろ
で
は
、
先
進
国
の
飽
食
の
食
生
活
を
改
め
る
こ
と
も
一
策
だ
。
誰
も
が
嫌
が

る
「
意
識
改
革
」
が
こ
こ
で
も
重
要
な
「
鍵
」
と
な
る
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）
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表紙の写真説明

驫
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iii！
パゴダの少年僧

信心深い仏教徒であるミャン

マー人は、その生涯のうち何度か

出家する。出家して托鉢を行って

いる少年達に出会った。

パゴダ（お寺）を拝観している

際にも、修学旅行の一環として仏

法に関する講義を受ける生徒の姿

や、熱心に仏像に祈りを捧げる

人々の敬虐な姿が多く見られた
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いい旅をご一緒に。
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今を心に刻む旅２０００－２００１ ／国聴細予約･案内､

、函o1zo諾冒弓錨ノ〔
ニッコーコクサイ

[画Ｏ'五０頁２Ｓ頁ｓ９３Ｕ

jl6L ／国内線予約･案内､

（函o1zo議冒弱ﾁル
ニツコーコクナイ

【面面ＯＹｚＯ－ｚ５－Ｓ９プ１

電話瀞号をよくお確かめのうえ匙おかげください‘
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露 １ ぎろ￣

チャイルドシートの着用は､大人の責任で説
鰯

蕊
型

lｍｉｌ

たとえ嫌がっても､お子さまのかけがえのない論を

万一の事繊から守るためにチャイルドシート癌｡小さな時からの習臘慣化が大切で説

〆 、

お子さまは、自分ではクルマの事ihkの

〆， 、

お子さまは後ろの席に｜体格に合ったチャイル}ずシートを

時のことを想像することができません。

蕊騨
体絡に合わないチャイルドシートは安奄とは〃一の'１IMCの場合、

いえません。体格に合わせて利)llLﾉごくだきい゜後ろの〃が安令と

されていますbまた、 １

luj手lHFに乗せると、

スイッチやレバー知

のいたずらなど、

)i1iIijiの妨げになる

おそれがありま可も

ペピーシートチャイルドシートジュニアシート’且

鞭曰本自動車工業会


